
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

終
了
時
評
価
調
査
主
要
面
談
者
リ
ス
ト
 

氏
名

 
面

談
場
所

 
日
時

 

C
e
l
 P
M
 
Ai
l
t
o
n 
Ar
a 
j
o
 B
r
a
n
d 
o
 
（
州
軍
警
察
大
佐
）
 

C
P
C 
 

2
0
07

年
11

月
2
7
日

 

T
e
n
 C
e
l
 P
M
 
L
ui
z 
de
 
C
as
t
r
o
 J
 
n
i
or
 
(
州
軍
警
察
中
佐
)
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

M
a
j
 P
M
 
Ja
c
k
s
on
 J
us
t
u
s（

州
軍
警
察
少
佐
）
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

C
a
p
 F
e
m
 P
M
 
S
or
ay
a 
C
o
rr
e
a
 
Al
v
a
r
ez
 
 
(州

軍
警
察
大
尉
)
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

C
a
p
 P
M
 
Ro
b
i
n
so
n 
Ca
b
r
al
 
d
e
 O
l
i
v
ei
r
a
 
(州

軍
警
察
大
尉
)
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

C
a
p
 P
M
 
Al
e
x
a
nd
re
 M
a
r
co
s
 
d
e 
O
l
i
ve
i
r
a 
（
州
軍
警
察
大
尉
）
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

T
e
n
 P
M
 
Ri
c
a
r
do
 d
e 
S
o
uz
a
 
B
ar
r
e
t
o（

州
軍
警
察
中
尉
）
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

T
e
n
 P
M
 
Em
e
r
s
on
 M
as
s
e
ra
 
R
i
be
i
r
o（

州
軍
警
察
中
尉
）
 

C
P
C 

2
0
07

年
11

月
2
8
日

 

S
g
t
 W
i
l
so
n
 
 
Jo
rg
e 
 
d
os
 
 
S
a
nt
o
s
 A
l
v
es
（
州
軍
警
察
軍
曹
）
 

B
C
S
ホ
タ
リ
ー
ー
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

 
2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
g
t
 P
M
 
Ma
u
r
i
ci
o 
Br
i
t
es
 
M
a
rt
i
n
s（

州
軍
警
察
軍
曹
）
 

B
C
S
ベ
レ
ン
ー
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
 

2
0
07

年
12

月
5
日
 

S
g
t
 P
M
 
 M
o
 
s
es
  
Da
 
S
il
v
a
（
州
軍
警
察
軍
曹
）
 

B
C
S 
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
ン
ジ
  
サ

ン
ト

ス
市

 
2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
g
t
 P
M
 
Jo
s
e
 
Pa
ul
o 
A
l
ve
s
 
D
e 
L
i
m
a（

州
軍
警
察
軍
曹
）
 

B
C
S
グ
ル
メ
シ
ン
ド
ー
サ
ン
パ
ウ

ロ
市

 
2
0
07

年
12

月
3
日
 

S
r
a
 C
l
a
ud
i
a
 
Ch
im
ot
o
 

B
C
S 
カ

ン
ポ
・
グ
ラ
ン
ジ
  
サ

ン
ト

ス
市

 
2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
r
a
 C
r
i
st
i
n
a
 C
hi
mo
t
o
 

B
C
S 
カ

ン
ポ
・
グ
ラ
ン
ジ
  
サ

ン
ト

ス
市

 
2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
r
 
Ne
v
i
o 

B
C
S 
カ

ン
ポ
・
グ
ラ
ン
ジ
  
サ

ン
ト

ス
市

 
2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
d
 
PM
 
T
ia
g
o
 
Fe
li
pe
(
州
軍
警
察
巡
査
)
 

B
C
S 
カ
ン
ポ
・
グ
ラ
ン
ジ
  
サ

ン
ト

ス
市

 
2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
r
 
Jo
s
 
 C
a
r
l
os
 L
ui
z
 

B
C
S 
ホ

タ
リ

ー
 
サ
ン
パ

ウ
ロ

市
 

2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

C
b
 
PM
 
J
ul
i
o
 
Ba
rb
os
a
 
Qu
i
r
i
no
（

州
軍

警
察
伍

長
）
 

B
C
S 
ホ

タ
リ

ー
 
サ
ン
パ

ウ
ロ

市
 

2
0
07

年
11

月
3
0
日

 

S
r
 
Jo
r
g
e 
U
e
n
o 

B
C
S 
カ

サ
・
ブ
ラ
ン
カ
 
 
 ス

ザ
ノ

市
 

2
0
07

年
12

月
1
日
 

S
r
 
An
t
o
ni
o
 
d
e 
So
uz
a
 

B
C
S 
カ

サ
・
ブ
ラ
ン
カ
 
 
 ス

ザ
ノ

市
 

2
0
07

年
12

月
1
日
 

S
r
 
Cl
 
u
di
o
 
N
ag
as
sa
k
i
 

B
C
S 
カ
サ
・
ブ
ラ
ン
カ
 
 
 ス

ザ
ノ

市
 

2
0
07

年
12

月
1
日
 

S
r
 
Pa
u
l
o 
N
a
g
as
sa
ki
 

B
C
S 
カ

サ
・
ブ
ラ
ン
カ
 
 
 ス

ザ
ノ

市
 

2
0
07

年
12

月
1
日
 

S
r
 
Na
t
a
li
n
o
 
Ka
zu
o 
A
r
ak
e
 

B
C
S 
カ

サ
・
ブ
ラ
ン
カ
 
 
 ス

ザ
ノ

市
 

2
0
07

年
12

月
1
日
 

S
d
 
Fe
m
 
PM
 
C
a
rm
el
it
a
 
Ro
c
h
a
（
州
軍
警

察
巡
査

）
 

B
C
S 
カ

サ
・
ブ
ラ
ン
カ
 
 
 ス

ザ
ノ

市
 

2
0
07

年
12

月
1
日
 

S
r
.
 M
a
n
oe
l
 
P
it
ta
 

B
C
S 
ベ

レ
ン

 
  
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
 

2
0
07

年
12

月
5
日
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

実
績

上
位

目
標

の
達

成
度

（
見

込
み

）
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
全

域
に

お
い

て
交

番
制

度
が

拡
大

し
、

住
民

に
対

す
る

治
安

に
か

か
る

サ
ー

ビ
ス

が
強

化
さ

れ
る

。

①
連

隊
の

中
で

の
地

域
警

察
研

修
、

②
モ

デ
ル

交
番

か
ら

同
じ

連
隊

の
中

の
他

交
番

へ
の

指
導

、
③

1
,0

0
0
人

の
警

察
官

を
対

象
と

し
た

地
域

警
察

普
及

員
研

修
、

な
ど

が
既

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

連
邦

で
は

、
す

で
に

1
1
州

で
交

番
普

及
員

の
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

達
成

可
能

と
考

え
る

。
そ

の
理

由
は

、
(1

)州
軍

警
察

幹
部

の
熱

意
の

存
在

、
(2

)本
邦

研
修

を
受

け
た

(=
効

果
の

大
き

く
現

れ
て

い
る

）
人

材
の

重
要

ポ
ス

ト
へ

の
配

置
（
例

：
昨

年
研

修
を

受
け

た
ｻ

ｳ
ｶ
ﾞｰ

ﾄﾞ
大

佐
が

現
在

州
軍

警
察

N
o
,3

に
当

た
る

官
房

長
に

就
任

、
同

様
に

ブ
ラ

ン
ダ

ウ
ン

司
令

官
や

カ
ス

ト
ロ

中
佐

も
重

要
ポ

ス
ト

で
あ

り
本

邦
研

修
を

受
講

）
、

(3
)警

察
人

材
育

成
の

教
育

シ
ス

テ
ム

の
改

革
が

進
行

中
、

(4
)プ

ロ
も

ト
ー

ル
や

ム
ル

テ
ィ

プ
リ

カ
ド

ー
ル

な
ど

の
人

材
育

成
が

進
行

中
。

(5
)現

在
2
0
あ

る
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
5
0
追

加
で

指
定

し
、

合
計

で
7
0
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

に
す

る
（
内

訳
は

首
都

警
察

管
轄

下
3
0
、

大
S
P

圏
警

察
管

轄
下

＝
1
0
、

地
方

警
察

管
轄

＝
1
0
）

P
M

:達
成

で
き

る
と

考
え

る
。

5
巻

か
ら

成
る

D
V

D
教

材
を

既
に

2
5
0
セ

ッ
ト

作
成

済
み

で
あ

る
が

、
こ

れ
は

地
域

警
察

に
つ

い
て

の
内

容
で

あ
り

、
特

に
第

5
巻

に
つ

い
て

は
現

在
の

交
番

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
経

験
を

直
接

的
に

伝
え

る
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
な

ど
も

含
ま

れ
、

実
践

的
な

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
交

番
活

動
を

含
む

地
域

警
察

活
動

を
説

明
す

る
の

み
な

ら
ず

、
既

に
学

ん
だ

も
の

が
復

習
し

て
際

認
識

す
る

た
め

に
も

存
在

し
て

い
る

。
S
P

州
に

は
6
4
5
市

町
村

が
あ

り
、

州
軍

警
察

官
は

9
万

3
千

人
い

る
。

こ
れ

ら
の

人
々

、
地

域
に

広
げ

る
に

は
、

こ
の

よ
う

な
教

材
が

大
き

な
効

果
を

出
す

。
最

後
に

は
、

理
解

度
を

測
る

自
己

評
価

も
つ

い
て

お
り

、
あ

く
ま

で
も

実
際

に
い

か
せ

る
内

容
を

目
指

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

2
0
1
3
年

ま
で

に
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
全

土
で

地
域

警
察

活
動

が
実

施
さ

れ
る

（
指

標
）
と

い
う

状
況

が
具

現
化

す
る

方
向

性
を

示
唆

す
る

デ
ー

タ
・
情

報
＝

政
策

的
に

拡
大

す
る

と
い

う
意

味
で

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
側

の
方

針
な

ど
意

思
決

定
に

関
わ

る
立

場
に

あ
る

者
、

も
し

く
は

交
番

制
度

の
拡

大
に

つ
い

て
担

当
す

る
意

思
決

定
権

者
の

意
見

。
ま

た
、

連
邦

政
府

が
全

国
規

模
で

交
番

シ
ス

テ
ム

を
含

む
地

域
警

察
の

強
化

を
推

進
し

て
い

る
こ

と
を

示
す

政
策

及
び

予
算

措
置

。

関
係

者
（
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

高
官

、
C

/
P

）
の

意
見 ブ

ラ
ン

ダ
ウ

ン
C

P
C

指
令

官
を

中
心

に
、

人
材

育
成

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
変

更
な

ど
を

含
め

拡
大

に
向

け
た

計
画

の
決

裁
中

で
あ

る
。

決
裁

中
文

書
の

入
手

可
能

。
P

R
O

N
A

S
C

Iを
は

じ
め

と
す

る
地

域
警

察
関

連
予

算
お

よ
び

S
P

州
を

含
む

全
国

レ
ベ

ル
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

、
人

材
育

成
実

施
報

告
な

ど
入

手
可

能
。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

予
算

の
配

置
と

し
て

も
、

州
政

府
か

ら
割

り
当

て
ら

れ
る

予
算

の
使

用
内

訳
は

州
軍

警
察

が
決

定
す

る
の

で
あ

り
、

州
軍

警
察

内
に

お
い

て
地

域
警

察
活

動
の

重
要

視
が

存
在

す
る

と
こ

ろ
、

予
算

の
裏

づ
け

と
し

て
も

問
題

な
い

。
交

番
の

建
物

基
準

を
定

め
た

が
、

現
在

の
2
0
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

に
対

し
て

、
2
2
万

レ
ア

ル
が

配
置

さ
れ

て
い

る
。

（
ち

な
み

に
こ

ん
こ

す
じ

あ
交

番
は

数
百

メ
ー

ト
ル

先
に

移
転

予
定

）
。

州
の

官
報

に
交

番
活

動
の

こ
と

が
紹

介
さ

れ
て

お
り

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

の
認

識
が

高
い

点
か

ら
も

予
算

配
置

へ
の

心
配

は
な

い
と

言
え

る
。

今
後

現
在

2
9
あ

る
駐

在
所

を
6
8
箇

所
に

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

市
で

は
5
4
箇

所
の

交
番

を
8
0
箇

所
に

、
州

全
体

で
は

2
6
8
交

番
を

5
0
0
～

6
0
0
程

度
の

箇
所

に
増

設
し

て
い

き
た

い
。

こ
れ

ら
の

方
向

性
に

つ
い

て
各

（
3
）
警

察
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

計
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

上
の

問
題

は
な

い
。

な
お

、
数

だ
け

を
単

純
に

増
や

す
だ

け
で

は
な

く
、

そ
こ

に
配

置
す

る
能

力
あ

る
警

察
官

が
伴

わ
な

け
れ

ば
意

味
が

な
い

の
で

、
そ

の
関

係
か

ら
、

増
設

し
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

が
警

官
能

力
強

化
と

あ
わ

せ
て

現
実

的
に

実
施

し
て

い
く
。

家
庭

や
商

店
を

巡
回

す
る

た
め

の
警

察
官

へ
の

研
修

が
必

要
と

な
る

。

新
聞

広
報

な
ど

多
数

あ
り

。
達

成
見

込
み

の
判

断
材

料
と

し
て

4
.5

　
参

照
（
波

及
効

果
：

広
報

状
況

な
ど

）
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

住
民

代
表

の
意

見
（
住

民
代

表
は

、
コ

ン
セ

ギ
が

機
能

し
て

い
る

と
こ

ろ
は

、
コ

ン
セ

ギ
の

代
表

。
そ

れ
以

外
は

連
絡

協
議

会
の

住
民

代
表

と
し

た
い

が
、

連
絡

協
議

会
が

存
在

し
な

い
場

合
に

つ
い

て
は

、
だ

れ
に

聞
く
べ

き
か

は
現

地
に

て
要

相
談

、
場

合
に

よ
っ

て
は

省
略

。
本

表
に

お
い

て
以

下
同

様
）

R
o
ta

ry
の

地
域

住
民

C
ar

lo
s氏

や
M

o
ru

n
b
iの

C
o
n
se

gu
i会

長
J
u
lia

氏
な

ど
非

常
に

積
極

的
な

対
応

を
期

待
で

き
る

地
域

住
民

あ
り

。
そ

れ
以

外
で

も
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
ア

レ
ン

ジ
可

能
。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

交
番

勤
務

員
や

住
民

代
表

者
か

ら
の

聞
き

取
り

に
よ

る
と

、
交

番
は

住
民

に
好

意
を

持
っ

て
受

け
入

れ
れ

て
い

る
よ

う
だ

。
巡

回
指

導
な

ど
で

個
人

情
報

の
提

供
に

当
初

と
ま

ど
い

を
感

じ
た

住
民

も
、

そ
の

意
義

を
説

明
さ

れ
、

理
解

す
る

こ
と

で
協

力
す

る
よ

う
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

但
し

、
交

番
か

ら
離

れ
て

い
る

住
民

に
つ

い
て

は
よ

り
ア

ク
セ

ス
の

い
い

住
民

と
は

条
件

が
異

な
る

よ
う

だ
。

ロ
ー

カ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

依
頼

し
た

住
民

意
識

調
査

結
果

は
必

ず
し

も
単

純
に

住
民

が
交

番
を

認
識

し
安

全
を

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

い
う

単
純

な
結

果
を

示
し

て
は

い
な

い
が

、
調

査
の

対
象

母
体

が
全

人
口

＋
当

該
地

域
通

行
者

お
よ

び
勤

務
者

と
し

て
い

る
こ

と
も

あ
わ

せ
て

、
1
年

間
の

相
違

が
意

識
レ

ベ
ル

に
現

れ
る

こ
と

は
極

め
て

難
し

い
ｔ想

像
さ

れ
る

。

達
成

見
込

み
の

判
断

材
料

と
し

て
5
.4

　
参

照
（
住

民
の

受
け

入
れ

度
）

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

住
民

代
表

の
意

見
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

同
上

ま
た

視
察

時
に

は
、

事
前

に
ア

レ
ン

ジ
さ

れ
た

住
民

代
表

以
外

の
地

域
住

民
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

こ
と

も
可

能
。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

を
含

む
）
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

度
(見

込
み

）
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

に
よ

っ
て

交
番

制
度

の
組

織
的

枠
組

が
強

化
さ

れ
る

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
に

関
し

て
は

、
後

発
の

1
2
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

に
関

し
て

も
、

特
別

な
事

情
を

抱
え

る
1
交

番
を

除
き

す
べ

て
良

い
交

番
活

動
状

態
を

現
出

し
て

い
る

。
こ

の
点

は
、

太
田

短
期

専
門

家
も

短
期

間
で

こ
こ

ま
で

の
成

果
が

良
く
出

せ
た

も
の

だ
と

の
報

告
を

寄
せ

て
い

る
。

2
0
0
5
年

当
初

に
提

案
し

た
6
つ

の
提

案
の

交
番

内
容

に
か

か
る

5
点

す
べ

て
（
受

け
持

ち
範

囲
の

設
定

、
巡

回
連

絡
、

交
番

新
聞

発
行

、
掲

示
板

、
管

内
地

図
作

成
）
が

後
発

交
番

で
実

行
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

特
殊

な
事

情
に

な
る

1
ヶ

所
と

は
、

コ
ン

コ
ル

ジ
ア

交
番

の
こ

と
で

あ
る

が
、

大
規

模
商

業
地

域
に

あ
り

、
1
日

の
通

行
人

数
が

数
万

人
、

す
り

や
万

引
き

な
ど

多
数

で
あ

り
、

さ
ら

に
、

書
類

を
置

く
ス

ペ
ー

ス
が

な
い

ほ
ど

施
設

が
小

さ
く
、

交
番

活
動

の
実

施
そ

の
も

の
が

困
難

な
環

境
に

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

後
発

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
の

成
功

の
要

因
は

、
州

軍
警

察
の

取
り

組
み

が
熱

心
で

あ
る

こ
と

、
ブ

ラ
ジ

ル
人

が
講

師
と

な
っ

て
集

中
講

義
が

1
2
交

番
に

対
し

て
行

わ
れ

て
き

た
こ

と
に

あ
る

。
石

井
専

門
家

が
こ

れ
ら

1
2
交

番
を

ま
わ

っ
て

勤
務

員
に

質
問

し
て

確
認

す
る

と
、

的
確

な
回

答
が

か
え

っ
て

き
て

、
教

育
の

質
の

高
さ

が
裏

付
け

ら
れ

る
と

感
じ

て
い

る
。

P
M

：
後

発
1
2
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

の
中

に
は

、
先

行
8
交

番
よ

り
も

優
れ

て
い

る
も

の
も

現
れ

て
い

る
。

こ
う

れ
は

、
交

番
署

長
の

能
力

が
交

番
の

能
力

そ
の

も
の

に
影

響
す

る
要

因
で

あ
る

か
ら

だ
が

、
こ

の
こ

と
を

例
に

、
後

発
交

番
が

遅
れ

て
い

る
こ

と
は

な
く
、

先
行

8
交

番
に

並
ぶ

力
を

つ
け

て
い

る
と

言
え

る
。

8
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

を
モ

デ
ル

に
し

て
軍

警
察

が
改

善
を

は
か

る
1
2
交

番
の

運
用

が
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

と
同

様
の

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

る
（
指

標
1
）
こ

と
を

示
す

デ
ー

タ
・
情

報
＝

具
体

的
に

は
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
示

さ
れ

る
項

目
に

つ
い

て
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
（
あ

る
い

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
と

し
て

集
計

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
そ

の
も

の
を

確
認

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
現

物
確

認
）
、

全
2
0
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

対
象

の
簡

易
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

（
本

表
で

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
の

人
員

を
指

す
）

石
井

専
門

家
、

太
田

専
門

家
、

平
塚

専
門

家
等

の
報

告
書

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
デ

ー
タ

あ
り

。

研
修

の
実

施
実

績
は

2
3
日

ま
で

に
軍

警
察

が
準

備
。

D
V

D
教

材
は

最
近

に
な

り
完

成
さ

れ
た

。
現

物
あ

り
。

そ
の

他
、

作
成

さ
れ

た
教

材
は

送
付

済
リ

ス
ト

の
と

お
り

。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
含

む
）
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）
、

ア
ン

ケ
ー

ト

交
番

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
関

し
て

は
、

3
ヶ

月
に

1
回

の
頻

度
で

実
施

す
る

こ
と

を
目

標
に

し
て

き
た

が
、

実
際

に
は

そ
こ

ま
で

の
頻

度
で

は
実

施
で

き
て

い
な

い
。

日
本

人
専

門
家

が
自

分
だ

け
で

行
っ

て
い

る
こ

と
は

な
く
、

必
ず

ブ
ラ

ジ
ル

人
C

/
P

と
共

に
実

施
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ブ
ラ

ジ
ル

人
も

十
分

に
交

番
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

学
ん

で
き

て
い

る
。

彼
ら

の
自

信
も

十
分

に
存

在
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

が
、

一
方

で
、

日
本

人
の

目
か

ら
す

る
と

、
交

番
活

動
の

内
容

・
質

ま
で

見
極

め
る

た
め

に
は

、
ど

う
し

て
も

交
番

勤
務

員
の

経
験

が
な

い
と

難
し

い
と

の
観

点
か

ら
は

不
安

が
残

る
。

但
し

、
こ

の
点

は
、

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

な
ど

構
造

的
な

問
題

に
も

絡
む

点
で

あ
り

、
簡

単
な

解
決

策
が

示
せ

る
わ

け
で

は
な

い
。

現
在

、
士

官
学

校
の

4
年

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
中

に
イ

ン
タ

ー
ン

と
し

て
交

番
勤

務
を

1
ヶ

月
間

入
れ

る
と

い
う

改
善

が
行

わ
れ

よ
う

と
し

て
い

る
が

、
日

本
人

か
ら

す
る

と
、

わ
ず

か
1
ヶ

月
間

で
交

番
の

真
髄

を
学

び
取

る
こ

と
は

難
し

い
と

感
じ

る
。

【
ブ

ラ
ジ

ル
事

務
所

を
交

え
た

協
議

議
事

録
よ

り
：
兵

士
レ

ベ
ル

で
は

、
卒

業
後

の
約

半
年

間
を

交
番

勤
務

に
す

る
予

定
だ

が
、

必
ず

し
も

そ
の

た
め

に
十

分
な

数
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
が

あ
る

現
状

で
は

な
い

】
交

番
勤

務
員

の
現

任
教

養
（
In

-
se

rv
ic

e
 t

ra
in

in
g)

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

が
決

済
済

み
で

あ
る

。
ま

た
、

士
官

学
校

の
卒

然
教

養
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

は
、

現
在

決
裁

中
と

な
っ

て
い

る
。

P
M

:：
自

分
は

3
人

目
の

P
M

で
あ

る
（
2
0
0
7
年

3
月

任
命

で
約

半
年

間
経

て
い

る
）
が

、
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

中
に

P
M

と
し

て
任

命
さ

れ
る

前
か

ら
交

番
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

こ
と

は
良

く
知

っ
て

い
た

。
（
2
0
0
0
年

に
国

別
研

修
に

参
加

）

人
材

育
成

・
指

導
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

確
認

：
後

発
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

（
追

加
の

1
2
ヶ

所
）
が

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

レ
ベ

ル
の

結
果

を
創

出
す

る
に

当
た

り
、

先
行

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
（
当

初
か

ら
の

8
ヶ

所
）
関

係
者

ブ
ラ

ジ
ル

人
の

能
力

が
活

用
さ

れ
、

彼
ら

が
中

心
的

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

か
、

整
備

さ
れ

た
人

材
育

成
の

教
材

（
例

：
作

成
さ

れ
た

D
V

D
）
が

活
用

さ
れ

て
い

る
か

、
に

つ
い

て
の

事
実

「
交

番
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
」
が

自
分

た
ち

（
日

本
人

専
門

家
の

同
伴

な
し

で
）
で

ど
の

程
度

で
き

う
る

の
か

を
示

す
情

報
（
例

：
交

番
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

経
験

し
た

者
の

数
や

当
該

者
の

意
見

＝
自

己
評

価
）

州
軍

警
察

独
自

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。
独

自
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

表
あ

り
。

同
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
デ

ー
タ

報
告

書
も

あ
り

。
自

己
評

価
に

つ
い

て
は

、
石

井
専

門
家

が
聞

き
取

り
調

査
（
3
0
人

）
を

行
っ

た
報

告
書

あ
り

。

モ
ト

ロ
ー

ラ
賞

と
は

、
ハ

ニ
エ

リ
交

番
は

U
N

か
ら

世
界

一
危

険
と

い
わ

れ
た

地
域

に
設

置
さ

れ
た

交
番

で
あ

る
が

、
飲

み
屋

を
夜

1
0
時

に
は

閉
店

す
る

な
ど

の
努

力
を

重
ね

た
結

果
、

治
安

が
大

き
く
改

善
し

、
モ

ト
ロ

ー
ラ

賞
第

二
位

を
獲

得
し

た
。

組
織

と
し

て
こ

の
よ

う
な

小
さ

な
単

位
で

の
受

賞
は

他
に

例
を

み
な

い
。

P
M

:「
住

民
の

近
く
に

あ
る

」
と

い
う

観
点

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

た
と

考
え

る
。

な
ぜ

な
ら

、
住

民
の

そ
ば

に
あ

ら
ん

と
す

る
日

本
モ

デ
ル

を
、

本
邦

研
修

者
が

中
心

と
な

っ
て

導
入

し
た

の
で

あ
り

、
多

種
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
も

日
本

の
も

の
を

お
手

本
に

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
も

の
を

既
に

作
成

し
て

使
用

し
て

い
る

。
そ

れ
ま

で
、

北
米

人
の

書
い

た
著

書
を

バ
イ

ブ
ル

と
し

て
使

用
し

て
い

た
状

況
か

ら
、

あ
く
ま

で
も

日
本

モ
デ

ル
を

導
入

し
た

（
’
9
8
年

以
来

）
そ

の
こ

と
事

態
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
一

つ
の

証
左

で
あ

る
。

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
と

お
じ

て
、

こ
の

導
入

さ
れ

た
日

本
モ

デ
ル

を
確

立
す

る
た

め
に

、
日

本
を

お
手

本
に

S
P

用
に

修
正

し
た

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
、

研
修

が
実

施
さ

れ
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
変

更
さ

れ
、

と
い

う
こ

と
に

な
る

。

2
0
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
の

周
辺

住
民

の
交

番
に

対
す

る
信

頼
が

向
上

し
て

い
る

（
指

標
2
）
こ

と
を

示
す

デ
ー

タ
・
情

報
、

あ
れ

ば
エ

ピ
ソ

ー
ド

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

）
、

あ
れ

ば
自

己
評

価
表

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

地
域

住
民

か
ら

届
け

ら
れ

た
感

謝
の

手
紙

（
複

数
）

住
民

か
ら

表
彰

を
受

け
た

事
例

ブ
ラ

ジ
ル

全
国

の
治

安
に

対
す

る
取

り
組

み
を

顕
彰

す
る

モ
ト

ロ
ー

ラ
賞

の
受

賞

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
含

む
）
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）

附
属

資
料

３

結
果

記
入

済
み

評
価

グ
リ

ッ
ド

： 
ブ

ラ
ジ

ル
国

地
域

警
察

活
動

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
評

価
調

査
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
達

成
度

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

１
既

存
の

交
番

制
度

に
お

け
る

組
織

機
能

が
強

化
・
改

善
さ

れ
る

。

成
果

品
リ

ス
ト

に
よ

る
と

、
地

域
警

察
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
運

用
編

）
や

地
域

警
察

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
部

外
用

）
が

既
に

存
在

し
て

い
る

（
作

成
さ

れ
て

い
る

）
。

交
番

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

中
間

評
価

時
に

提
案

さ
れ

た
も

の
を

も
と

に
、

既
に

ブ
ラ

ジ
ル

側
で

独
自

に
検

討
さ

れ
修

正
し

た
も

の
（
そ

の
点

か
ら

は
よ

り
S
P

の
現

状
に

沿
っ

た
）
が

存
在

し
て

お
り

、
現

物
を

確
認

し
た

。
な

お
、

中
間

評
価

時
に

提
案

さ
れ

た
交

番
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
項

目
は

、
日

本
人

専
門

家
が

そ
の

日
本

的
視

点
か

ら
項

目
を

絞
り

込
ん

だ
結

果
1
0
項

目
に

絞
り

込
み

（
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
も

の
は

S
P

の
現

状
か

ら
し

て
多

す
ぎ

る
と

判
断

）
、

使
用

し
て

い
る

。
5
段

階
評

価
は

モ
ニ

タ
ー

す
る

側
が

判
断

す
る

も
の

で
あ

る
が

、
こ

れ
に

つ
い

て
は

現
在

数
値

で
の

判
断

を
行

っ
て

い
な

い
。

交
番

勤
務

員
の

現
任

教
養

（
In

-
se

rv
ic

e
 t

ra
in

in
g)

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

が
決

済
済

み
で

あ
る

。
ま

た
、

士
官

学
校

の
卒

然
教

養
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

は
、

現
在

決
済

中
と

な
っ

て
い

る
。

若
手

（
兵

士
＝

so
ld

ad
o
）
が

卒
業

す
る

と
ま

ず
交

番
勤

務
に

着
任

さ
せ

る
と

い
う

方
式

は
さ

れ
よ

う
と

し
て

い
る

。
交

番
に

た
い

す
る

古
い

考
え

方
を

持
っ

て
い

る
世

代
を

、
柔

軟
な

若
手

で
リ

プ
レ

イ
ス

し
て

い
く
こ

と
で

、
組

織
変

革
の

ペ
ー

ス
を

上
げ

る
こ

と
が

交
番

制
度

の
定

着
に

貢
献

す
る

と
の

考
え

方
に

基
づ

い
て

い
る

。
交

番
勤

務
委

員
が

使
用

す
る

各
種

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
現

物
確

認
済

み
）
が

既
に

作
成

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
、

指
導

・
管

理
者

層
で

あ
る

士
官

レ
ベ

ル
が

参
照

す
る

資
料

（
交

番
活

動
を

実
施

す
る

た
め

に
士

官
が

ど
の

よ
う

に
行

動
す

る
べ

き
か

、
隊

長
権

限
そ

の
他

が
示

さ
れ

る
）
 N

o
ta

 d
e
 I
n
st

ru
c
io

n
が

作
成

さ
れ

使
用

さ
れ

て
い

る
。

士
官

学
校

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

も
交

番
活

動
が

取
り

込
ま

れ
て

お
り

、
す

で
に

交
番

活
動

を
推

進
す

る
「
ム

ル
テ

ィ
プ

リ
カ

ド
ー

ル
」
が

7
3
名

育
成

さ
れ

て
い

る
。

士
官

で
あ

り
、

こ
の

内
の

多
く
は

本
邦

研
修

も
受

け
て

い
る

。
国

家
保

安
局

の
予

算
が

配
置

さ
れ

て
実

施
し

て
い

る
（
保

安
局

は
予

算
を

供
与

す
る

の
み

で
、

内
容

や
や

り
方

な
ど

は
各

州
に

ま
か

せ
て

い
る

）
「
プ

ロ
モ

ト
ー

ル
」
の

養
成

に
関

し
て

は
、

国
道

警
察

な
ど

州
軍

警
察

以
外

の
人

材
も

含
ん

で
い

る
が

1
,0

2
8
名

を
育

成
し

た
。

7
3
名

の
ム

ル
テ

ィ
プ

リ
カ

ド
ー

ル
は

、
プ

ロ
モ

ト
ー

ル
育

成
の

講
師

と
も

な
っ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

S
P

が
そ

の
よ

う
な

や
り

方
を

独
自

に
行

っ
て

い
る

の
で

あ
り

、
む

し
ろ

、
S
P

の
や

り
方

が
ブ

ラ
ジ

ル
全

土
（
連

邦
政

府
国

家
保

安
局

側
）
に

影
響

を
与

え
る

と
い

う
こ

と
に

も
な

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

交
番

勤
務

員
向

け
の

運
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

使
用

さ
れ

る
よ

う
に

な
る

（
指

標
1
）
と

い
う

状
況

が
実

現
し

て
い

る
事

実
を

示
す

デ
ー

タ
・
情

報
（
「
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
が

あ
る

か
な

い
か

を
ま

ず
確

認
し

、
「
運

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
と

し
て

存
在

し
な

い
場

合
で

も
、

各
交

番
に

存
在

す
る

「
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
的

位
置

づ
け

の
も

の
を

見
せ

て
頂

く
。

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

、
専

門
家

委
員

会
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

運
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

P
ro

c
e
di

m
e
n
to

 O
pe

ra
c
io

n
al

と
呼

ば
れ

て
い

る
。

た
だ

し
交

番
勤

務
員

に
は

同
名

を
伝

え
て

も
理

解
し

な
い

可
能

性
が

あ
り

、
実

物
を

見
せ

て
質

問
す

る
必

要
あ

り
。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

直
接

観
察

（
視

察
）

簡
易

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
今

後
確

認
：
　

相
談

件
数

は
、

少
な

く
と

も
現

状
維

持
、

過
半

数
は

増
加

の
傾

向
に

あ
る

。

犯
罪

件
数

は
届

出
件

数
が

増
加

す
る

に
伴

い
増

加
す

る
こ

と
も

あ
り

え
る

こ
と

、
統

計
能

力
そ

の
も

の
の

強
化

が
数

値
に

影
響

す
る

こ
と

等
を

考
慮

す
る

と
、

相
談

件
数

の
変

化
を

見
る

こ
と

が
適

切
。

そ
の

観
点

か
ら

相
談

件
数

に
限

定
し

て
み

る
と

、
各

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
に

よ
り

相
違

は
あ

る
も

の
の

全
般

的
に

は
、

安
定

し
た

数
値

の
移

り
変

わ
り

の
中

に
も

微
増

な
が

ら
増

加
傾

向
に

あ
る

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
に

対
す

る
住

民
か

ら
の

届
出

件
数

（
相

談
を

含
む

）
が

確
実

に
増

加
す

る
（
指

標
2
）
こ

と
を

示
す

た
め

に
届

出
件

数
の

推
移

（
少

な
く
と

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

と
現

在
の

数
値

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

、
全

2
0
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

対
象

の
簡

易
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

犯
罪

統
計

及
び

届
出

件
数

と
り

ま
と

め
表

（
四

半
期

毎
）
あ

り

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
含

む
）
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）
、

ア
ン

ケ
ー

ト

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

２
交

番
制

度
に

か
か

わ
る

警
察

官
の

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。

サ
ン

パ
ウ

ロ
市

に
は

8
0
交

番
が

あ
る

が
、

平
均

1
3
人

の
配

置
が

な
さ

れ
て

い
る

の
で

、
合

計
で

約
1
,0

4
0
名

（
1
3
人

×
8
0
交

番
）
の

交
番

勤
務

員
が

存
在

す
る

。
こ

の
人

た
ち

の
内

、
現

在
何

人
が

研
修

を
受

け
た

の
か

を
確

認
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

厳
密

な
意

味
で

の
交

番
活

動
に

関
す

る
研

修
を

受
け

た
人

数
は

、
直

接
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

に
勤

務
す

る
人

間
を

中
心

と
す

る
3
4
5
名

（
後

、
5
4
6
名

に
修

正
）
。

Ｓ
Ｐ

に
は

パ
イ

ロ
ッ

ト
2
0
交

番
を

含
め

5
5
交

番
が

あ
る

た
め

、
3
5
交

番
に

勤
務

す
る

約
3
0
0
名

近
く
が

ま
だ

受
け

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
る

が
、

2
0
0
8
年

に
順

次
研

修
を

実
施

し
て

い
く
予

定
。

ま
た

、
地

域
警

察
活

動
に

関
す

る
研

修
や

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

も
含

め
れ

ば
、

州
軍

警
察

の
中

の
4
万

5
千

名
が

参
加

し
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

市
の

交
番

勤
務

員
全

員
が

地
域

警
察

活
動

の
研

修
に

参
加

し
た

こ
と

（
指

標
1
）
を

示
す

デ
ー

タ
・
情

報
＊

全
研

修
者

中
の

士
官

の
割

合
が

わ
か

る
よ

う
に

表
示

願
う ＊

研
修

に
参

加
し

た
結

果
、

能
力

が
強

化
さ

れ
た

と
い

う
事

実
を

示
す

デ
ー

タ
・
情

報
（
研

修
に

参
加

し
た

事
実

の
み

で
は

活
動

指
標

に
近

い
た

め
）
　

と
し

て
、

交
番

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
や

自
己

評
価

な
ど

。

研
修

参
加

者
リ

ス
ト

、
交

番
署

長
・
交

番
勤

務
員

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ

士
官

以
下

を
対

象
と

し
た

普
及

員
研

修
（
国

家
保

安
局

予
算

で
実

施
）
受

講
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

あ
り

。
石

井
専

門
家

が
実

施
し

た
聞

き
取

り
ア

ン
ケ

ー
ト

も
あ

り
。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

交
番

勤
務

員
の

現
任

教
養

（
In

-
se

rv
ic

e
 t

ra
in

in
g)

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

が
決

済
済

み
で

あ
る

。
ま

た
、

士
官

学
校

の
卒

前
教

養
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

は
、

現
在

決
済

中
と

な
っ

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

定
で

、
来

年
の

士
官

学
校

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

1
学

年
と

4
学

年
に

地
域

警
察

を
学

ぶ
内

容
が

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

。
（
士

官
学

校
の

1
学

年
は

約
1
5
0
名

）

「
地

域
警

察
」
の

定
義

を
確

定
す

る
必

要
が

あ
っ

た
が

、
本

邦
研

修
に

参
加

し
た

者
が

中
心

と
な

り
、

日
本

を
ま

っ
た

く
同

様
に

は
で

き
な

い
も

の
の

、
日

本
の

も
の

を
お

手
本

に
サ

ン
パ

ウ
ロ

に
適

合
さ

せ
た

も
の

を
決

定
し

た
。

こ
の

定
義

に
基

づ
き

、
士

官
学

校
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
取

り
入

れ
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

、
地

域
警

察
活

動
に

係
る

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

正
規

の
研

修
と

し
て

開
始

さ
れ

る
て

い
る

(指
標

2
)こ

と
を

示
す

事
実

、
情

報
。

（
も

し
あ

れ
ば

、
正

規
と

い
う

位
置

づ
け

で
は

な
い

に
し

て
も

そ
の

よ
う

な
研

修
が

実
質

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

、
あ

る
い

は
、

今
後

正
規

に
な

っ
て

い
く
動

き
が

あ
る

か
を

示
す

事
実

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

記
録

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家

人
材

育
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

士
官

対
象

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
決

裁
中

で
、

S
o
ld

ad
o
、

S
u
rg

e
n
t対

象
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

承
認

済
と

の
こ

と
。

→
こ

れ
ら

の
文

書
は

ポ
語

で
提

供
可

能
。

分
量

が
多

い
た

め
翻

訳
し

ま
せ

ん
が

、
必

要
に

応
じ

通
訳

に
内

容
を

説
明

し
て

い
た

だ
こ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

投
入

の
実

績
ブ

ラ
ジ

ル
側

必
要

な
人

員
が

配
置

さ
れ

て
い

る
。

＊
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

S
P

軍
警

察
の

負
担

で
は

な
い

が
法

務
省

国
家

保
安

局
と

連
携

し
て

、
地

域
警

察
普

及
員

研
修

（
1
,0

2
8
人

）
を

実
施

（
こ

れ
に

は
、

日
本

側
か

ら
の

投
入

は
な

し
）
。

＊
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
経

費
と

資
材

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ト
イ

レ
付

の
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

の
執

務
室

、
及

び
執

務
環

境
が

提
供

さ
れ

て
い

る
。

＊
日

本
人

専
門

家
執

務
室

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

日
本

側

長
期

専
門

家
2
名

、
短

期
専

門
家

4
名

＊
専

門
家

派
遣

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修

に
て

3
１

名
が

本
邦

研
修

に
参

加
し

て
い

る
。

な
お

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

予
算

で
は

な
い

が
、

開
始

以
前

に
国

別
特

設
研

修
に

て
1
0
人

が
地

域
警

察
関

連
の

本
邦

研
修

を
受

講
し

て
い

る
。

＊
研

修
員

受
入

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

供
与

機
材

と
し

て
パ

ソ
コ

ン
や

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
な

ど
、

計
2
,9

9
7
,4

8
1
円

（
4
8
,6

2
8
.8

3
レ

ア
ル

）
 の

資
機

材
が

、
8
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

に
対

し
て

供
与

さ
れ

た
（
2
0
0
7
年

1
1
月

現
在

）
こ

れ
に

加
え

て
追

加
さ

れ
た

1
2
パ

イ
ロ

ッ
ト

交
番

に
対

し
て

、
3
,6

0
0
,4

6
4
円

（
5
8
,4

1
1
.1

6
レ

ア
ル

）
が

帰
国

研
修

員
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

た
め

の
費

用
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

実
施

の
た

め
に

供
与

さ
れ

た
。

＊
供

与
機

材
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 在
外

事
業

強
化

費
と

し
て

、
2
0
0
7
年

1
1
月

末
ま

で
に

、
計

3
2
,3

9
3
,3

0
4
円

（
5
2
5
,5

2
4
.0

8
レ

ア
ル

）
が

、
支

出
さ

れ
た

。
＊

現
地

コ
ス

ト
負

担
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

実
施

プ
ロ

セ
ス

活
動

の
進

捗
状

況
P

O
に

指
定

さ
れ

た
す

べ
て

の
活

動
は

終
え

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

状
況

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
状

況
四

半
期

報
告

書
を

提
出

す
る

必
要

性
も

あ
り

、
常

に
P

D
M

は
意

識
し

て
参

照
し

て
い

る
。

但
し

、
具

体
的

な
活

動
を

中
心

に
見

て
い

る
。

そ
の

観
点

か
ら

は
む

し
ろ

P
O

を
中

心
に

見
て

い
る

。
ま

た
、

ブ
ラ

ジ
ル

C
/
P

側
に

も
常

に
、

P
D

M
の

リ
マ

イ
ン

ド
を

こ
と

が
る

ご
と

に
行

っ
て

い
る

が
、

指
標

に
関

し
て

は
あ

ま
り

意
識

し
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
と

推
測

す
る

。
特

に
、

週
間

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

な
ど

の
定

例
会

を
持

つ
わ

け
で

は
な

い
が

、
必

要
に

応
じ

て
即

座
に

連
携

・
対

応
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
頻

度
に

す
る

と
2
日

に
1
回

は
打

ち
合

わ
せ

て
い

る
。

州
軍

警
察

で
は

、
そ

の
ひ

と
つ

に
地

域
警

察
活

動
を

含
む

7
つ

の
生

産
性

（
実

績
？

）
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
を

も
っ

て
お

り
、

そ
れ

ら
を

も
と

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。

Ｐ
Ｄ

Ｍ
上

の
指

標
は

、
日

本
側

か
ら

の
提

案
で

あ
っ

た
が

、
そ

れ
を

受
け

て
十

分
に

議
論

し
た

の
で

、
勝

手
に

ど
ち

ら
か

が
決

め
た

と
い

う
も

の
で

は
な

い
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
仕

組
み

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家

石
井

専
門

家
及

び
平

塚
専

門
家

・
太

田
専

門
家

の
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

専
門

委
員

会
の

活
動

状
況

専
門

家
委

員
会

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

大
い

に
貢

献
し

た
と

考
え

る
。

例
え

ば
、

「
交

番
設

置
基

準
」
「
交

番
運

用
基

準
」
の

基
礎

を
専

門
委

員
会

で
作

成
し

た
。

専
門

委
員

会
の

設
置

に
関

し
て

「
い

つ
そ

の
存

在
を

終
結

す
る

か
」
に

つ
い

て
は

言
及

さ
れ

て
お

ら
ず

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
存

続
し

て
は

な
ら

な
い

理
由

は
な

い
。

こ
の

よ
う

な
役

割
を

果
た

し
た

専
門

委
員

会
は

現
在

は
、

C
P

C
に

の
み

あ
り

、
そ

れ
で

は
S
P

州
全

土
に

む
け

た
普

及
に

は
限

界
が

あ
り

、
今

後
は

こ
の

C
P

C
専

門
員

階
の

経
験

を
活

か
し

大
S
P

圏
や

地
方

警
察

に
も

広
げ

る
べ

き
で

あ
る

。
と

は
言

え
、

新
た

な
委

員
会

を
設

置
す

る
よ

り
も

、
既

存
の

グ
ル

ー
プ

に
役

割
を

与
え

る
と

い
う

よ
う

な
負

荷
の

最
も

少
な

い
形

で
実

施
す

る
こ

と
が

持
続

性
を

高
め

る
と

考
え

る
。

専
門

委
員

会
の

成
功

の
要

因
は

、
ジ

ョ
ゼ

・
ホ

ベ
ル

ト
や

カ
ス

ト
ロ

な
ど

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
個

人
的

資
質

の
問

題
と

も
言

え
る

が
、

一
方

で
こ

れ
ら

の
優

秀
な

個
人

は
本

邦
研

修
で

大
い

に
動

機
づ

け
ら

れ
た

点
か

ら
す

る
と

、
本

邦
研

修
の

果
た

し
た

役
割

は
極

め
て

大
き

い
。

他
国

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
な

ど
）
の

例
と

比
べ

て
も

、
ブ

ラ
ジ

ル
人

C
/
P

の
探

究
心

は
大

き
い

が
そ

の
背

景
に

は
、

日
系

人
社

会
へ

の
信

頼
の

存
在

、
長

期
専

門
家

と
し

て
赴

任
に

し
て

い
る

日
本

人
専

門
家

を
通

じ
た

日
本

警
察

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

と
い

う
も

の
が

あ
っ

た
と

い
え

る
。

な
お

、
長

期
専

門
家

（
後

期
）
が

、
専

門
委

員
会

に
出

席
し

て
い

な
い

理
由

は
、

前
半

期
の

長
期

専
門

家
に

期
待

さ
れ

る
こ

と
と

は
異

な
り

、
む

し
ろ

自
立

発
展

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

で
で

き
る

こ
と

は
そ

ち
ら

に
主

体
的

に
行

う
こ

と
を

ま
か

せ
て

い
く
と

い
う

ス
タ

ン
ス

で
あ

る
た

め
。

助
言

が
必

要
で

あ
れ

ば
助

言
は

し
て

い
る

。

平
均

す
る

と
1
～

2
ヶ

月
に

1
回

程
度

の
頻

度
と

な
る

が
、

必
要

が
あ

れ
ば

（
例

：
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

の
際

は
2
0
日

間
、

国
際

セ
ミ

ナ
ー

の
際

は
1
週

間
）
舞

地
に

集
ま

っ
て

作
業

し
た

こ
と

も
あ

っ
た

。
そ

の
成

果
は

数
多

い
。

専
門

医
委

員
会

メ
ン

バ
ー

へ
の

グ
ル

ー
プ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

結
果

参
照

の
こ

と
。

外
部

条
件

の
変

化
へ

の
対

応
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家

石
井

専
門

家
は

専
門

委
員

会
に

は
参

加
し

て
い

な
い

の
で

、
記

録
な

し
。

州
軍

警
察

に
議

事
録

等
の

提
出

依
頼

は
可

能
。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

報
告

書
は

必
ず

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

に
翻

訳
す

る
が

、
そ

の
際

に
前

回
に

指
摘

さ
れ

た
問

題
点

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
取

り
組

ん
だ

か
、

ま
た

、
そ

の
結

果
は

ど
う

な
っ

た
か

と
い

う
報

告
項

目
を

設
け

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
指

摘
さ

れ
た

問
題

点
に

関
し

て
は

、
改

善
の

変
化

が
示

さ
れ

る
な

ど
対

応
し

て
お

り
、

そ
の

意
味

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
る

シ
ス

テ
ム

と
言

え
る

。
ま

た
、

問
題

点
の

解
決

と
い

う
観

点
か

ら
は

、
2
日

に
一

回
の

割
合

で
行

わ
れ

る
打

ち
合

わ
せ

で
も

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
る

と
言

え
る

。

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

状
況

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

間
、

関
係

機
関

間
の

関
係

良
好

。
C

P
C

と
大

S
P

圏
、

地
方

警
察

と
い

う
3
者

間
の

連
携

も
問

題
な

い
が

、
警

察
組

織
そ

の
も

の
が

基
本

的
に

は
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
な

連
携

で
あ

る
。

そ
の

際
、

ど
う

し
て

も
情

報
の

伝
達

が
最

も
早

い
ペ

ー
ス

で
伝

わ
る

の
は

C
P

C
で

あ
る

の
は

事
実

。
C

P
C

の
も

と
に

1
6
交

番
、

大
S
P

圏
の

も
と

に
2
交

番
、

地
方

警
察

の
も

と
に

2
交

番
が

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
に

な
っ

て
い

る
が

、
こ

の
3
組

織
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
い

。
自

分
自

身
が

前
任

の
職

は
地

方
警

察
部

門
に

い
た

際
に

も
、

他
警

察
管

轄
の

交
番

活
動

の
情

報
は

届
い

て
い

た
と

い
う

事
実

も
あ

る
。

今
後

現
在

2
9
あ

る
駐

在
所

を
6
8
箇

所
に

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

市
で

は
5
4
箇

所
の

交
番

を
8
0
箇

所
に

、
州

全
体

で
は

2
6
8
交

番
を

5
0
0
～

6
0
0
程

度
の

箇
所

に
増

設
し

て
い

き
た

い
。

こ
れ

ら
の

方
向

性
に

つ
い

て
各

（
3
）
警

察
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

計
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

上
の

問
題

は
な

い
。

な
お

、
数

だ
け

を
単

純
に

増
や

す
だ

け
で

は
な

く
、

そ
こ

に
配

置
す

る
能

力
あ

る
警

察
官

が
伴

わ
な

け
れ

ば
意

味
が

な
い

の
で

、
そ

の
関

係
か

ら
、

増
設

し
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

が
警

官
能

力
強

化
と

あ
わ

せ
て

現
実

的
に

実
施

し
て

い
く
。

直
接

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
で

あ
る

カ
ス

ト
ロ

中
佐

が
、

大
佐

に
な

る
た

め
に

学
校

に
入

っ
て

い
る

こ
と

に
お

ち
え

、
時

間
が

そ
ち

ら
に

と
ら

れ
る

と
い

う
こ

と
は

あ
る

が
、

必
要

な
と

き
は

優
先

度
を

つ
け

て
対

応
し

て
く
れ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
に

影
響

を
も

た
ら

す
よ

う
な

性
質

の
も

の
で

は
な

い
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

状
況

（C
P

C
と

大
S
P

圏
警

察
指

令
本

部
と

地
方

警
察

指
令

本
部

の
関

係
含

む
）

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家

石
井

専
門

家
に

よ
る

各
種

議
事

録
・
活

動
記

録

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）

相
手

国
実

施
機

関
（
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

）
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

極
め

て
高

い
。

ブ
ラ

ン
ダ

ウ
ン

司
令

官
と

い
う

地
位

の
人

が
現

場
（
交

番
）
に

出
て

く
る

と
い

う
こ

と
は

ブ
ラ

ジ
ル

社
会

に
あ

っ
て

は
す

ご
い

こ
と

だ
。

司
令

官
も

過
去

の
失

敗
と

い
う

経
験

も
あ

り
、

後
戻

り
は

で
き

な
い

と
の

決
意

に
立

っ
て

い
る

。
従

っ
て

、
確

実
に

成
果

が
出

る
よ

う
に

進
め

て
い

る
。

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
の

参
加

の
度

合
い

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

直
接

観
察

（
視

察
）

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

あ
た

り
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

機
関

に
よ

る
予

算
や

資
機

材
の

配
置

不
足

は
観

察
さ

れ
な

い
。

予
算

の
手

当
て

、
も

し
く
は

交
番

勤
務

員
・
資

機
材

の
配

置
な

ど
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
資

質
は

極
め

て
高

い
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
適

正
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

外
部

要
因

の
変

化
特

に
変

化
は

な
い

。
も

し
、

何
ら

か
の

変
化

が
あ

れ
ば

。
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

幹
部

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

直
接

観
察

（
視

察
）
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

1
. 
妥

当
性

1
.1

 上
位

目
標

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

の
開

発
政

策
な

ど
上

位
政

策
・

方
針

と
の

整
合

性

州
軍

警
察

の
方

針
と

整
合

し
て

い
る

。
州

軍
警

察
と

し
て

は
、

2
6
8
交

番
を

将
来

的
に

5
0
0
か

ら
6
0
0
程

度
に

増
設

し
て

い
き

た
い

。
サ

ン
パ

ウ
ロ

市
内

で
は

、
現

在
5
4
交

番
が

あ
る

が
、

約
8
0
交

番
に

増
や

し
て

い
き

た
い

。
但

し
、

施
設

と
し

て
の

設
置

数
を

増
や

す
だ

け
で

な
く
、

内
容

的
に

機
能

す
る

よ
う

に
、

人
材

を
育

成
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
開

発
計

画
に

お
け

る
治

安
分

野
に

関
す

る
政

策
、

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
の

方
針

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

開
発

計
画

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

の
方

針
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

被
援

助
国

の
ニ

ー
ズ

、
政

策
と

の
整

合
性

、
日

本
の

援
助

事
業

と
し

て
の

妥
当

性
が

あ
る

か
。

ブ
ラ

ジ
ル

国
全

体
の

方
針

と
も

整
合

し
て

い
る

。
連

邦
政

府
作

成
の

「
国

家
統

一
公

共
保

安
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
や

「
公

共
保

安
の

た
め

の
市

民
連

携
国

家
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
な

ど
（
日

本
語

要
約

版
作

成
依

頼
済

み
）

連
邦

政
府

の
治

安
分

野
に

関
す

る
政

策
、

国
家

プ
ロ

グ
ラ

ム
公

共
保

安
の

た
め

の
市

民
連

携
国

家
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

1
.2

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

と
の

整
合

性

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
は

、
直

接
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

便
益

を
受

け
る

者
と

し
て

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

の
警

察
官

で
あ

る
。

9
8
年

以
降

、
日

本
型

モ
デ

ル
の

交
番

を
導

入
し

て
き

た
が

、
従

来
の

欧
米

型
交

番
と

異
な

る
こ

と
か

ら
、

州
軍

警
察

官
と

い
う

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

と
言

え
る

。
ま

た
、

二
次

的
な

便
益

者
で

あ
る

が
（
そ

の
意

味
で

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
で

は
な

く
、

最
終

受
益

者
に

近
い

が
）
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
の

カ
バ

ー
す

る
地

域
の

住
民

に
と

っ
て

も
地

域
の

安
全

、
ま

た
、

安
心

感
を

得
る

こ
と

は
極

め
て

ニ
ー

ズ
が

高
い

事
項

で
あ

る
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
含

む
）

交
番

活
動

に
か

か
る

警
察

官
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
調

査
報

告
書

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
資

料
レ

ビ
ュ

ー

1
.3

 上
位

目
標

の
日

本
の

開
発

援
助

政
策

と
の

整
合

性
日

本
側

の
援

助
方

針
に

整
合

し
て

い
る

。
日

本
の

国
別

援
助

方
針

（
方

針
が

策
定

さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

、
援

助
実

施
指

針
）

J
IC

A
の

関
係

資
料

資
料

レ
ビ

ュ
ー

1
.4

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
の

妥
当

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
デ

ザ
イ

ン
に

関
し

て
現

地
で

は
大

き
な

問
題

は
観

察
さ

れ
な

い
。

指
標

に
関

し
て

は
、

中
間

評
価

時
に

日
本

側
か

ら
の

提
案

で
あ

っ
た

が
、

ブ
ラ

ジ
ル

側
と

議
論

を
し

た
結

果
と

し
て

決
定

し
た

の
で

あ
り

、
納

得
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ザ
イ

ン
の

経
緯

J
IC

A
の

関
係

資
料

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

J
IC

A
ブ

ラ
ジ

ル
事

務
所

担
当

者
、

必
要

が
あ

れ
ば

J
IC

A
本

部
前

担
当

者

2
. 
有

効
性

 （
目

標
達

成
度

）

2
.1

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

合
い

実
績

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
見

込
み

参
照

。
実

績
参

照
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

資
料

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
得

ら
れ

て
い

る
か

？
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
有

効
で

あ
る

か
？

2
.2

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
の

関
連

州
軍

警
察

の
警

察
官

個
人

の
能

力
強

化
「
交

番
制

度
に

か
か

わ
る

警
察

官
の

能
力

が
強

化
さ

れ
る

」
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
）
と

、
組

織
と

し
て

の
強

化
、

す
な

わ
ち

交
番

シ
ス

テ
ム

の
強

化
「
既

存
の

交
番

制
度

に
お

け
る

組
織

機
能

が
強

化
・
改

善
さ

れ
る

」
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1
）
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

貢
献

し
て

い
る

。
個

々
人

の
能

力
強

化
は

、
研

修
を

受
け

る
こ

と
が

大
き

な
柱

で
あ

る
が

、
実

際
に

研
修

で
受

け
た

こ
と

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

交
番

所
長

の
指

示
や

勤
務

員
に

対
す

る
い

わ
ば

Ｏ
Ｊ

Ｔ
、

さ
ら

に
は

、
実

地
で

必
要

と
さ

れ
る

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

や
時

に
参

照
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

の
整

備
、

な
ど

は
組

織
と

し
て

の
機

能
が

強
化

・
改

善
さ

れ
た

こ
と

と
い

え
る

。
こ

れ
ら

を
通

じ
て

、
よ

り
大

き
な

組
織

的
能

力
、

す
な

わ
ち

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
の

交
番

シ
ス

テ
ム

の
組

織
的

枠
組

み
が

強
化

さ
れ

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

各
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

貢
献

度
合

い
（
警

官
と

し
て

の
個

々
人

の
能

力
強

化
と

警
察

と
い

う
組

織
と

し
て

の
能

力
強

化
が

、
ど

の
よ

う
に

交
番

制
度

の
組

織
的

枠
組

み
強

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
を

確
認

）

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
.3

 外
部

条
件

の
影

響
外

部
条

件
に

変
化

は
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
を

妨
げ

る
事

例
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
促

進
す

る
事

例

3
. 
 効

率
性

3
.1

日
本

側
投

入
の

適
正

度
日

本
人

長
期

専
門

家
1
名

体
制

は
き

つ
い

と
感

じ
て

い
る

（
両

専
門

家
と

も
）
。

（
１

）
地

域
警

察
と

一
概

に
言

っ
て

も
カ

バ
ー

す
る

範
囲

は
広

い
。

1
名

で
多

岐
に

わ
た

る
指

導
は

容
易

で
は

な
い

。
技

術
指

導
を

実
施

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

が
、

必
ず

し
も

個
人

の
職

務
経

験
の

中
に

す
べ

て
が

網
羅

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
。

例
え

ば
、

O
J
T
で

指
導

す
る

立
場

に
あ

っ
て

も
、

警
察

学
校

で
の

教
鞭

経
験

が
な

い
こ

と
か

ら
、

具
体

的
な

教
材

作
成

へ
の

助
言

が
弱

い
も

の
に

な
る

な
ど

、
（
２

）
警

察
は

階
級

社
会

で
あ

る
が

、
ヒ

エ
ラ

ル
キ

ー
の

中
で

上
層

部
に

当
た

る
人

々
を

対
象

に
す

る
役

割
と

交
番

レ
ベ

ル
で

の
技

術
指

導
と

を
同

時
並

行
で

実
施

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

点
は

容
易

で
は

な
い

。
ま

た
、

日
本

の
警

察
代

表
と

し
て

、
P

D
M

に
必

ず
し

も
示

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

も
求

め
ら

れ
る

の
が

現
状

、
（
３

）
日

本
側

（
J
IC

A
)か

ら
、

ど
の

よ
う

な
立

場
の

人
が

赴
任

す
る

の
か

を
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
を

含
め

、
事

前
に

十
分

に
ブ

ラ
ジ

ル
に

対
し

て
説

明
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

、
（
４

）
会

計
を

含
む

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ス

を
も

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

も
し

、
そ

れ
ら

を
担

う
調

整
員

が
配

置
さ

れ
て

い
る

と
助

か
る

。

専
門

家
派

遣
（
人

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

分
野

）
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

で
あ

る
か

。
（
投

入
さ

れ
た

資
源

量
に

見
合

っ
た

成
果

が
達

成
さ

れ
て

い
る

か
。

）

パ
ソ

コ
ン

に
関

し
て

は
、

統
計

情
報

な
ど

の
収

集
・
分

析
な

ど
の

た
め

に
も

、
今

後
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
州

全
体

へ
の

導
入

も
含

め
て

検
討

し
て

い
る

。
（
ブ

ラ
ン

ダ
ウ

ン
司

令
官

発
言

）
供

与
機

材
（
種

類
、

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
）
の

適
正

（
特

に
、

「
パ

ソ
コ

ン
」
な

ど
大

き
く
普

及
拡

大
す

る
際

、
す

べ
て

に
供

与
し

え
な

い
と

考
え

ら
れ

る
も

の
を

投
下

し
た

こ
と

の
是

非
）

専
門

家
委

員
会

委
員

、
州

軍
警

察
幹

部
（
参

謀
本

部
）

交
番

活
動

強
化

の
拡

大
に

向
け

、
施

設
機

材
整

備
な

ど
に

関
す

る
今

後
の

予
算

措
置

見
込

み

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

研
修

員
受

入
（
タ

イ
ミ

ン
グ

、
人

数
、

研
修

内
容

）
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3
.2

 ブ
ラ

ジ
ル

側
投

入
の

適
正

度
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
と

し
て

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
総

司
令

官
が

任
命

さ
れ

、
そ

の
下

に
、

首
都

警
察

総
司

令
官

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

し
て

任
命

さ
れ

て
い

る
。

首
都

警
察

司
令

本
部

内
に

、
特

に
本

案
件

の
た

め
に

配
属

さ
れ

た
実

務
レ

ベ
ル

で
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
を

含
め

る
と

7
名

と
な

っ
て

い
る

。

C
/
P

の
配

置
（
人

数
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

分
野

）
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

州
軍

警
察

の
予

算
そ

の
も

の
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

特
定

し
た

算
出

が
困

難
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

機
関

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

必
要

な
施

設
（
日

本
人

専
門

家
執

務
室

）
は

供
与

さ
れ

た
。

提
供

さ
れ

た
施

設
設

備
の

適
正

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

3
.3

 投
入

の
活

用
度

人
材

（
特

に
帰

国
研

修
員

の
取

り
組

み
）

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

大
き

な
資

機
材

は
導

入
し

て
い

な
い

が
、

Ｐ
Ｃ

に
関

し
て

は
、

統
計

情
報

な
ど

の
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

や
交

番
の

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
編

集
な

ど
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

資
材

・
機

材
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

業
務

費
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

3
.4

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

実
質

的
な

活
動

推
進

者
で

あ
る

、
専

門
委

員
会

は
機

能
し

て
お

り
、

多
く
の

成
果

を
残

し
て

い
る

。
後

半
に

投
じ

ら
れ

た
日

本
人

専
門

家
は

、
こ

の
専

門
委

員
会

に
自

立
発

展
性

確
保

の
観

点
か

ら
意

図
的

に
参

加
し

て
い

な
い

が
、

必
要

に
応

じ
て

助
言

を
出

す
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

合
同

調
整

委
員

会
は

、
正

式
に

は
Ａ

Ｂ
Ｃ

も
そ

の
メ

ン
バ

ー
に

な
っ

て
い

る
が

、
こ

の
意

味
で

合
同

調
整

委
員

会
は

こ
れ

ま
で

に
一

度
も

開
催

さ
れ

て
い

な
い

。
必

要
に

応
じ

て
ブ

ラ
ジ

リ
ア

事
務

所
か

ら
、

担
当

者
や

ブ
ラ

ジ
ル

事
務

所
長

が
サ

ン
パ

ウ
ロ

に
来

て
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
を

含
め

た
協

議
を

行
っ

て
き

て
い

る
。

専
門

家
委

員
会

、
合

同
調

整
委

員
会

の
実

施
状

況
（
開

催
し

て
い

な
い

場
合

は
そ

の
背

景
、

お
よ

び
代

替
と

な
る

会
議

【
例

：
ブ

ラ
ジ

ル
事

務
所

と
の

協
議

】
の

回
数

や
議

事
録

な
ど

）

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

各
委

員
会

の
議

事
録

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

3
.5

 投
入

に
よ

る
成

果
達

成
度

限
ら

れ
た

投
入

に
対

し
て

十
分

な
成

果
を

生
み

出
し

て
い

る
点

か
ら

、
現

地
J
IC

A
事

務
所

を
含

む
現

地
関

係
者

間
は

効
率

性
が

高
い

と
感

じ
て

い
る

。
費

用
対

効
果

の
達

成
度

合
い

・量
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

4
. 
 イ

ン
パ

ク
ト

4
.1

 サ
ン

パ
ウ

ロ
州

で
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

イ
ト

以
外

の
地

域
へ

の
影

響
度

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

政
策

の
意

思
決

定
に

直
接

関
わ

る
者

の
意

見
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
、

州
政

府
の

意
思

決
定

に
関

わ
る

高
官

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
間

接
的

・
波

及
的

効
果

は
あ

る
か

？

4
.2

 予
想

し
な

か
っ

た
プ

ラ
ス

の
影

響
連

邦
で

は
、

す
で

に
1
1
州

で
交

番
普

及
員

の
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

日
系

人
社

会
に

喜
ん

で
頂

け
た

。
日

系
人

の
交

番
視

察
を

実
施

し
、

日
系

社
会

に
広

が
る

こ
と

で
、

そ
の

後
押

し
が

住
民

全
体

の
後

押
し

（
日

系
人

社
会

が
社

会
的

信
用

を
得

て
い

る
こ

と
も

あ
り

）
と

な
っ

た
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

イ
ト

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

内
外

へ
の

波
及

効
果

の
事

例
、

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
、

お
よ

び
他

州
（
海

外
含

む
）
へ

の
影

響
な

ど
　

　
地

域
警

察
に

強
い

関
心

を
持

つ
中

米
各

国
を

巻
き

込
ん

だ
国

際
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

セ
ミ

ナ
ー

実
施

報
告

書
お

よ
び

出
張

報
告

書
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

住
民

代
表

資
料

レ
ビ

ュ
ー

4
.3

 予
想

し
な

か
っ

た
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

特
に

な
し

。
パ

イ
ロ

ッ
ト

サ
イ

ト
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
内

、
関

連
機

関
（
行

政
機

関
、

住
民

関
連

団
体

等
も

含
む

）
で

の
事

例
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

住
民

代
表

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

4
.4

 外
部

条
件

に
よ

る
影

響
外

部
条

件
に

変
化

は
な

く
、

州
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
は

、
パ

ト
カ

ー
9
0
0
台

を
新

た
に

投
入

す
る

な
ど

、
引

き
続

き
強

い
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

が
確

認
さ

れ
た

。
上

位
目

標
到

達
へ

影
響

を
及

ぼ
し

た
外

部
条

件
 (
「
地

域
警

察
活

動
に

関
す

る
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
政

府
の

強
い

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
が

維
持

・
継

続
さ

れ
る

」
は

P
D

M
上

に
明

記
)

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

4
.5

 波
及

効
果

日
本

の
テ

レ
ビ

局
の

取
材

が
2
回

あ
っ

た
。

2
0
0
7
年

5
月

に
N

H
K

で
、

コ
ン

コ
ル

ジ
ア

交
番

の
開

所
式

を
含

む
内

容
が

放
映

さ
れ

た
。

ま
た

、
2
0
0
8
年

1
～

2
月

頃
（
こ

れ
か

ら
）
、

せ
き

ぐ
ち

と
も

ひ
ろ

の
地

球
散

歩
道

ブ
ラ

ジ
ル

編
で

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
出

る
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
と

指
定

さ
れ

て
い

な
い

交
番

で
あ

っ
て

も
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
の

内
容

を
導

入
し

て
い

る
交

番
も

あ
る

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

イ
ト

外
の

住
民

や
住

民
団

体
、

行
政

区
、

行
政

組
織

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

状
況

、
広

報
状

況
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

新
聞

な
ど

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

で
の

報
道

実
績

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
資

料
レ

ビ
ュ

ー

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
上

位
目

標
達

成
見

込
み

の
根

拠
と

同
じ

。
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

5
. 
 自

立
発

展
性

5
.1

 政
策

的
支

援
の

継
続

、
組

織
運

営
能

力
連

邦
政

府
で

0
7
年

か
ら

1
0
年

の
予

算
と

し
て

承
認

さ
れ

た
、

地
域

警
察

活
動

推
進

の
た

め
の

予
算

は
3
5
億

円
。

但
し

、
こ

れ
は

連
邦

政
府

予
算

で
あ

り
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
軍

警
察

の
予

算
で

は
な

い
。

連
邦

国
家

保
安

局
の

地
域

警
察

強
化

に
か

か
る

政
策

お
よ

び
予

算
措

置
、

専
門

家
委

員
会

の
今

後
の

運
営

方
向

性
、

そ
れ

に
関

す
る

関
係

者
意

見

地
域

警
察

強
化

に
か

か
る

連
邦

政
府

政
策

及
び

予
算

、
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
お

よ
び

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
の

政
策

・
方

針
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

今
後

も
持

続
し

て
い

く
か

？
　

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
最

大
限

活
か

し
て

い
く
に

は
何

が

連
邦

で
は

、
す

で
に

1
1
州

で
交

番
普

及
員

の
研

修
を

行
っ

て
い

る
。

警
察

学
校

で
の

正
式

「
教

科
」
と

し
て

交
番

制
度

が
教

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
、

「正
式

」
な

独
立

科
目

に
な

っ
て

い
な

い
場

合
で

も
実

質
的

に
ど

の
程

度
教

養
さ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
の

事
実

5
.2

 サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
の

運
営

財
源

の
確

保
の

可
能

性

連
邦

政
府

で
0
7
年

か
ら

1
0
年

の
予

算
と

し
て

承
認

さ
れ

た
、

地
域

警
察

活
動

推
進

の
た

め
の

予
算

は
3
5
億

円
。

そ
の

内
訳

は
交

番
建

設
経

費
2
.9

億
円

、
研

修
実

施
経

費
0
.2

億
円

、
交

番
資

機
材

整
備

0
.3

億
円

、
地

域
住

民
に

対
す

る
教

育
費

0
.1

億
円

。
た

だ
し

、
こ

れ
は

連
邦

政
府

予
算

で
あ

っ
て

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
の

予
算

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
「
地

域
警

察
活

動
」
と

い
う

用
語

や
交

番
と

い
う

言
葉

が
出

て
き

ま
す

が
、

昨
日

の
会

議
で

も
触

れ
ら

れ
た

と
お

り
、

「
地

域
警

察
活

動
」
と

い
う

用
語

は
、

ブ
ラ

ジ
ル

で
は

ま
だ

き
ち

ん
と

定
義

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
自

身
も

、
「
連

邦
政

府
が

考
え

て
い

る
「
地

域
警

察
活

動
」
と

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

の
「
地

域
警

察
活

動
」
と

は
一

致
し

て
い

な
い

部
分

も
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

協
力

す
る

上
で

は
注

意
が

必
要

。
」
と

発
言

し
て

い
る

く
ら

い
な

の
で

、
本

当
は

も
っ

と
先

方
が

考
え

て
い

る
中

身
に

つ
い

て
の

情
報

が
必

要
だ

と
本

邦
で

は
考

え
て

い
ま

す
。

地
域

警
察

」
と

は
何

か
を

定
義

す
る

ま
で

は
、

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

取
り

入
れ

た
り

、
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

改
正

が
で

き
な

か
っ

た
が

、
本

邦
研

修
で

得
た

知
識

・
経

験
を

も
と

に
（
日

本
と

ま
っ

た
く
同

じ
に

は
で

き
な

い
が

）
Ｓ

Ｐ
な

り
の

も
の

を
考

え
、

そ
れ

を
も

と
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

な
ど

も
行

っ
た

。
（
Ｃ

／
Ｐ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
か

ら
）

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

軍
警

察
の

予
算

は
、

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

か
ら

配
置

さ
れ

る
予

算
で

あ
る

が
、

終
了

時
評

価
調

査
中

に
行

わ
れ

た
警

察
学

校
卒

業
式

に
お

い
て

、
パ

ト
カ

ー
9
0
0
台

の
贈

呈
式

が
行

わ
れ

た
が

、
こ

の
よ

う
な

相
当

額
の

予
算

を
地

域
警

察
活

動
に

直
接

結
び

つ
く
こ

と
に

配
置

し
て

い
る

こ
と

は
、

予
算

的
裏

づ
け

を
得

た
州

政
府

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

と
観

察
で

き
る

。

予
算

の
確

保
、

財
政

支
援

の
継

続
性

サ
ン

パ
ウ

ロ
州

、
州

軍
警

察
の

政
策

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

機
材

（
供

与
パ

ソ
コ

ン
な

ど
）
の

保
守

、
維

持
管

理
シ

ス
テ

ム
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

5
.3

 移
転

し
た

技
術

の
定

着
と

普
及

の
仕

組
み

太
田

短
期

専
門

家
が

提
言

し
た

以
下

の
点

に
つ

い
て

、
何

ら
か

の
ア

ク
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

て
い

る
か

い
な

か
に

つ
い

て
は

；
 （

１
）
日

本
で

の
研

修
を

終
了

し
た

者
の

セ
ミ

ナ
ー

講
師

と
し

て
の

活
用

国
家

保
安

局
の

支
援

で
実

施
、

育
成

す
る

（
S
P

州
で

は
1
0
0
0
名

）
「
プ

ロ
モ

ト
ー

ル
」
（
地

域
警

察
推

進
委

員
）
や

S
P

州
警

察
が

主
体

と
な

っ
て

実
施

、
育

成
し

て
い

る
「
ム

ル
チ

プ
リ

カ
ド

ー
ル

」
（
地

域
警

察
推

進
委

員
を

育
成

す
る

指
導

者
）
と

い
う

位
置

づ
け

で
、

交
番

制
度

を
具

現
化

し
て

い
く
人

材
で

あ
る

。
こ

の
人

材
の

育
成

指
導

者
に

は
す

べ
て

、
日

本
で

の
研

修
を

受
け

た
ブ

ラ
ジ

ル
人

が
行

っ
て

い
る

。
す

な
わ

ち
、

こ
れ

ら
の

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
で

、
本

邦
研

修
を

受
け

た
人

々
の

講
師

と
し

て
の

活
用

が
既

に
行

わ
れ

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

中
で

は
、

3
0
人

（
年

間
1
0
人

×
3
年

間
）
だ

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

以
前

に
国

別
特

設
研

修
に

て
3
0
人

が
受

講
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

本
邦

研
修

経
験

者
は

6
0
名

に
昇

る
。

内
退

職
な

ど
で

若
干

名
か

け
る

も
の

の
約

6
0
名

が
講

師
と

し
て

活
用

さ
れ

る
に

到
っ

て
い

る
。

現
在

9
万

人
近

い
州

軍
警

察
人

員
が

い
る

が
、

理
想

的
に

は
そ

れ
ら

の
人

々
す

べ
て

が
こ

の
よ

う
な

研
修

（
プ

ロ
も

ト
ー

ル
や

ム
ル

テ
ィ

プ
リ

カ
ド

ー
ル

研
修

）
を

受
け

る
べ

き
で

あ
る

が
、

J
IC

A
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

存
在

し
た

が
故

に
こ

の
よ

う
な

制
度

が
で

き
た

と
言

え
る

。
 （

２
）
指

導
員

制
度

の
採

用
「
フ

ィ
ス

カ
リ

ザ
ド

ー
ル

」
と

い
う

よ
り

監
督

者
的

位
置

に
あ

る
交

番
を

回
っ

て
指

導
す

る
役

割
を

担
っ

た
ポ

ス
ト

が
検

討
さ

れ
つ

つ
は

あ
る

。
こ

の
ポ

ス
ト

は
、

「
プ

ロ
モ

ト
ー

ル
」
や

「
ム

ル
テ

ィ
プ

リ
カ

ド
ー

ル
」
が

あ
る

程
度

育
成

さ
れ

て
き

た
段

階
で

設
置

さ
れ

て
い

く
も

の
で

あ
る

。
従

っ
て

今
後

将
来

的
な

構
想

の
中

で
よ

り
具

体
的

な
も

の
に

な
る

で
あ

ろ
う

が
、

現
在

幹
部

の
間

で
も

人
に

よ
っ

て
表

現
ぶ

り
が

異
な

る
こ

と
か

ら
ま

だ
十

分
に

は
煮

詰
ま

っ
て

い
な

い
段

階
で

あ
る

。
そ

の
動

詞
の

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

ニ
ュ

ア
ン

ス
（
悪

い
と

こ
ろ

を
見

つ
け

る
）
か

ら
、

V
is

it
a 

T
e
c
h
n
ic

aと
名

称
変

更
し

た
が

、
S
S
P

の
欠

点
を

補
う

た
め

の
制

度
を

2
0
0
7
年

1
1
月

か
ら

既
に

実
施

を
開

始
し

た
。

こ
れ

は
、

本
邦

研
修

経
験

者
の

活
用

と
い

う
提

言
を

受
け

た
も

の
で

あ
る

。

C
/
P

お
よ

び
研

修
を

受
講

し
た

者
の

定
着

度
、

配
置

と
活

用
度

（
交

番
へ

の
配

置
お

よ
び

交
番

関
連

人
材

育
成

部
門

へ
の

配
置

）
＊

人
材

育
成

を
促

進
強

化
す

る
具

体
的

方
策

の
提

言
に

関
し

て
今

後
の

取
り

組
み

の
可

能
性

は
あ

る
の

か
（
例

：
①

本
邦

研
修

修
了

者
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

実
施

、
②

本
邦

研
修

修
了

者
の

教
養

部
門

へ
の

配
置

、
③

指
導

員
制

度
の

導
入

な
ど

）

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

直
接

観
察

（
視

察
）

 （
３

）
地

域
警

察
指

導
官

等
の

育
成

と
積

極
的

運
用

最
近

設
置

さ
れ

た
ポ

ス
ト

と
し

て
S
S
P

と
い

う
巡

視
監

督
制

度
が

で
き

て
い

る
。

報
告

が
な

さ
れ

て
い

る
か

な
ど

数
字

を
用

い
て

客
観

的
な

と
こ

ろ
は

確
認

す
る

も
の

の
内

容
（
質

的
ん

）
ま

で
は

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

日
本

の
指

導
間

は
質

や
解

決
方

法
ま

で
も

指
導

す
る

役
割

が
あ

る
こ

と
か

ら
S
S
P

と
は

異
な

る
。

本
邦

研
修

を
受

講
し

た
北

さ
ん

は
日

本
で

言
う

と
こ

ろ
の

指
導

員
制

度
は

S
P

に
は

な
い

の
で

将
来

必
要

だ
と

発
言

し
て

い
る

。
 （

４
）
地

域
リ

ー
ダ

ー
（
警

察
と

住
民

の
パ

イ
プ

役
）
の

選
出

・
活

用
ど

の
交

番
に

も
地

域
に

必
ず

サ
ポ

ー
タ

ー
が

い
る

。
日

本
で

い
う

交
番

連
絡

協
議

会
が

必
ず

し
も

で
き

な
く
と

も
、

現
在

す
で

に
い

る
サ

ポ
ー

タ
ー

を
活

用
す

る
こ

と
が

S
P

の
実

情
に

あ
っ

て
い

る
。

 （
５

）
コ

ン
セ

ー
ギ

に
対

す
る

教
養

現
に

ブ
ラ

ン
ダ

ウ
ン

司
令

官
は

こ
れ

を
行

っ
て

い
る

。
コ

ン
セ

ー
ギ

に
よ

っ
て

も
温

度
差

は
あ

る
。

石
井

専
門

家
と

し
て

は
、

こ
れ

を
必

ず
し

も
行

う
必

要
が

あ
る

の
か

に
つ

い
て

は
難

し
い

面
も

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。
 （

６
）
住

民
と

の
合

同
パ

ト
ロ

ー
ル

ブ
ラ

ジ
ル

の
法

律
上

、
こ

れ
は

で
き

な
い

。
す

な
わ

ち
、

諮
問

が
パ

ト
ロ

ー
ル

行
為

が
で

き
な

い
。

従
っ

て
、

当
初

は
推

進
に

賛
成

し
て

い
た

が
、

現
在

は
日

本
人

専
門

家
と

し
て

も
こ

れ
は

主
張

し
て

い
な

い
。

 （
７

）
交

番
協

議
会

の
結

成
　

既
に

（
４

）
に

て
論

じ
た

と
お

り
。

交
番

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
、

中
間

評
価

時
に

提
案

さ
れ

た
も

の
を

も
と

に
、

既
に

ブ
ラ

ジ
ル

側
で

独
自

に
検

討
さ

れ
修

正
し

た
も

の
（
そ

の
点

か
ら

は
よ

り
S
P

の
現

状
に

沿
っ

た
）
が

存
在

し
て

お
り

、
現

物
を

確
認

し
た

。
な

お
、

中
間

評
価

時
に

提
案

さ
れ

た
交

番
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
項

目
は

、
日

本
人

専
門

家
が

そ
の

日
本

的
視

点
か

ら
項

目
を

絞
り

込
ん

だ
結

果
1
0
項

目
に

絞
り

込
み

（
オ

リ
ジ

ナ
ル

な
も

の
は

S
P

の
現

状
か

ら
し

て
多

す
ぎ

る
と

判
断

）
、

使
用

し
て

い
る

。
5
段

階
評

価
は

モ
ニ

タ
ー

す
る

側
が

判
断

す
る

も
の

で
あ

る
が

、
こ

れ
に

つ
い

て
は

現
在

数
値

で
の

判
断

を
行

っ
て

い
な

い
。

指
導

員
に

つ
い

て
は

S
S
P

（
プ

ロ
グ

ラ
ム

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

）
が

内
容

・
質

ま
で

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

の
指

摘
を

得
て

、
V

is
it
a 

T
e
c
h
n
ic

aと
名

称
変

更
し

た
が

、
S
S
P

の
欠

点
を

補
う

た
め

の
制

度
を

2
0
0
7
年

1
1
月

か
ら

既
に

実
施

を
開

始
し

た
が

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
改

善
し

、
本

邦
研

修
経

験
者

が
こ

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
役

を
果

た
せ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

交
番

活
動

の
定

着
の

裏
に

は
、

日
本

モ
デ

ル
を

サ
ン

パ
ウ

ロ
の

実
態

に
即

す
る

よ
う

に
適

用
（
若

干
の

修
正

）
を

し
た

上
で

実
用

化
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

。
勤

務
シ

フ
ト

制
の

時
間

、
住

民
と

の
共

同
パ

ト
ロ

ー
ル

は
実

施
し

な
い

、
受

け
持

ち
区

は
通

り
で

分
け

る
、

活
動

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
柔

軟
性

を
持

た
せ

た
運

用
、

な
ど

（
詳

細
は

別
途

、
Ｓ

Ｐ
へ

の
ア

ド
プ

と
、

カ
ス

ト
ロ

中
佐

の
プ

レ
ゼ

ン
よ

り
、

を
参

照
の

こ
と

）

交
番

活
動

の
定

着
度

（
交

番
活

動
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
ど

の
程

度
活

用
、

定
着

し
て

い
る

か
。

移
転

さ
れ

た
内

容
は

適
正

技
術

＝
サ

ン
パ

ウ
ロ

州
の

い
て

継
続

可
能

な
水

準
・
内

容
で

あ
る

の
か

）

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）

交
番

活
動

に
係

る
交

番
勤

務
員

の
自

己
評

価
（
交

番
活

動
に

関
す

る
も

の
、

研
修

を
供

与
す

る
立

場
に

あ
る

者
に

対
し

て
は

知
識

・
ス

キ
ル

の
伝

達
度

）

C
/
P

、
交

番
署

長
・
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
資

料
レ

ビ
ュ

ー

見
せ

て
も

ら
っ

た
小

さ
い

冊
子

に
巡

回
連

絡
の

実
施

要
領

は
含

ま
れ

て
い

る
. 
交

番
用

に
も

、
住

民
用

に
も

含
ま

れ
て

い
る

。
士

官
用

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
N

o
ta

 d
e
 I
n
st

ru
c
io

n
）

に
も

含
ま

れ
て

い
る

。
地

域
警

察
活

動
の

根
幹

を
な

す
「
巡

回
連

絡
」
の

実
施

要
領

に
関

す
る

詳
細

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
今

後
策

定
さ

れ
る

予
定

（
あ

れ
ば

）

C
/
P

、
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
資

料
レ

ビ
ュ

ー

機
材

維
持

管
理

能
力

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
、

保
管

現
物

、
交

番
署

長
・
交

番
勤

務
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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評
価

項
目

調
査

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

5
.4

　
住

民
の

受
け

入
れ

度
（
住

民
参

加
型

地
域

警
察

活
動

の
度

合
い

）

交
番

と
の

共
同

で
実

施
す

る
地

域
活

動
で

ほ
と

ん
ど

必
ず

指
摘

さ
れ

る
活

動
が

フ
ァ

ベ
ー

ラ
な

ど
低

所
得

者
層

が
暮

ら
す

地
域

の
貧

困
家

庭
の

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
し

た
活

動
で

あ
る

。
ク

リ
ス

マ
ス

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

を
贈

呈
し

た
り

、
教

育
的

要
素

を
盛

り
込

ん
だ

サ
ッ

カ
ー

大
会

や
子

ど
も

祭
り

な
ど

、
貧

困
層

へ
の

配
慮

が
存

在
し

て
い

る
。

地
域

住
民

と
の

共
同

活
動

が
円

滑
に

行
わ

れ
る

た
め

の
配

慮
が

あ
る

か
（
交

番
活

動
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

地
域

活
動

な
ど

住
民

と
協

力
す

る
観

点
か

ら
配

慮
し

て
い

る
点

は
あ

る
か

。
例

：
ジ

ェ
ン

ダ
ー

配
慮

、
貧

困
家

庭
子

女
配

慮
な

ど
）

住
民

代
表

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）

日
本

と
同

様
に

交
番

連
絡

協
議

会
と

い
う

フ
ォ

ー
マ

ル
な

形
が

設
置

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

住
民

か
ら

交
番

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

る
住

民
サ

ポ
ー

タ
ー

が
存

在
し

て
い

る
。

地
域

の
商

店
主

で
あ

っ
た

り
、

交
番

の
そ

ば
に

住
む

住
民

で
あ

っ
た

り
、

ま
た

、
交

番
以

外
の

地
域

住
民

活
動

に
お

い
て

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
を

行
っ

て
い

る
住

民
で

あ
り

、
そ

の
観

点
か

ら
地

域
リ

ー
ダ

ー
は

、
も

と
も

と
の

地
域

リ
ー

ダ
ー

が
活

躍
す

る
と

同
時

に
、

こ
れ

ら
の

中
心

者
と

と
も

に
推

進
さ

れ
る

活
動

を
通

し
て

若
い

世
代

の
リ

ー
ダ

ー
も

育
成

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
今

般
の

住
民

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

の
聞

き
取

り
に

協
力

し
て

く
れ

た
人

々
は

、
7
0
代

を
除

き
2
0
代

か
ら

8
0

代
ま

で
す

べ
て

の
年

代
が

参
加

し
た

。

地
域

と
の

共
同

活
動

へ
の

住
民

参
加

状
況

（
地

域
リ

ー
ダ

ー
は

育
成

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
、

な
ど

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

記
録

、
住

民
代

表
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

直
接

観
察

（
視

察
）

日
系

人
社

会
に

喜
ん

で
頂

け
た

。
日

系
人

の
交

番
視

察
を

実
施

し
、

日
系

社
会

に
広

が
る

こ
と

で
、

そ
の

後
押

し
が

住
民

全
体

の
後

押
し

（
日

系
人

社
会

が
社

会
的

信
用

を
得

て
い

る
こ

と
も

あ
り

）
と

な
っ

た
。

パ
イ

ロ
ッ

ト
交

番
に

な
っ

て
以

来
、

巡
回

連
絡

に
よ

り
理

解
が

促
進

さ
れ

、
従

来
よ

り
も

警
官

一
人

一
人

の
顔

が
見

え
る

よ
り

身
近

な
交

番
と

な
っ

て
い

る
こ

と
、

パ
ト

ロ
ー

ル
の

回
数

が
増

え
、

警
官

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

に
よ

り
安

心
感

が
高

ま
っ

た
こ

と
な

ど
、

交
番

が
自

分
の

暮
ら

す
地

域
役

立
つ

も
の

だ
と

感
じ

て
い

る
。

成
果

実
感

（
交

番
活

動
が

自
分

の
生

活
・
地

域
社

会
に

役
立

っ
て

い
る

こ
と

を
感

じ
る

＝
短

期
的

に
効

果
の

出
る

）
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

存
在

し
、

機
能

し
て

い
る

か
の

確
認

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

文
書

、
住

民
代

表
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）
、

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

含
む

）

交
番

で
の

住
民

サ
ポ

ー
タ

ー
か

ら
の

聞
き

取
り

で
は

、
住

民
の

意
識

は
高

ま
っ

て
い

る
。

上
述

の
と

お
り

、
交

番
は

自
分

た
ち

の
暮

ら
す

地
域

に
役

立
つ

も
の

だ
と

実
感

し
て

い
る

が
、

そ
の

よ
う

な
交

番
へ

協
力

す
る

活
動

に
自

分
自

身
が

参
加

す
る

意
義

を
認

め
、

交
番

と
の

地
域

社
会

活
動

に
参

加
し

た
り

、
交

番
に

立
ち

寄
っ

た
り

と
い

う
こ

と
を

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
特

に
、

以
前

は
交

番
と

の
つ

き
あ

い
が

な
か

っ
た

住
民

も
、

巡
回

連
絡

を
す

る
警

官
の

活
動

の
結

果
と

し
て

、
交

番
を

理
解

し
、

何
ら

か
の

関
わ

り
（
活

動
）
を

も
つ

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。

住
民

の
意

識
（
交

番
を

自
分

の
暮

ら
す

地
域

に
役

立
つ

も
の

だ
と

感
じ

る
こ

と
、

さ
ら

に
、

そ
の

交
番

の
活

動
に

自
分

自
身

が
積

極
的

に
参

加
す

る
意

識
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

文
書

、
住

民
代

表
、

C
/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）
、

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

含
む

）

交
番

で
の

住
民

か
ら

の
聞

き
取

り
か

ら
は

、
コ

ン
セ

ー
ギ

は
交

番
単

位
よ

り
お

お
き

な
地

域
単

位
で

設
置

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

、
よ

り
フ

ォ
ー

マ
ル

な
、

具
体

的
に

は
、

政
治

家
や

教
会

、
商

店
主

や
有

力
住

民
な

ど
が

委
員

と
し

て
構

成
し

て
お

り
、

い
わ

ゆ
る

交
番

単
位

の
よ

り
小

さ
い

、
ま

た
、

そ
の

意
味

で
よ

り
親

近
感

の
あ

る
も

と
と

は
や

や
異

な
る

印
象

を
受

け
る

。
（
日

系
人

の
方

が
コ

ン
セ

ー
ギ

の
代

表
を

務
め

て
い

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
ら

し
い

）
。

日
本

と
同

様
に

交
番

連
絡

協
議

会
と

い
う

フ
ォ

ー
マ

ル
な

形
が

設
置

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
そ

れ
ぞ

れ
に

住
民

か
ら

交
番

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

る
住

民
サ

ポ
ー

タ
ー

が
い

る
。

こ
れ

ら
住

民
サ

ポ
ー

タ
ー

は
、

交
番

を
心

理
的

に
も

身
近

に
感

じ
て

い
る

が
、

物
理

的
に

も
身

近
に

ア
ク

セ
ス

し
て

お
り

、
上

述
し

た
と

お
り

で
あ

る
が

、
各

種
の

共
同

活
動

に
参

加
す

る
、

推
進

す
る

な
ど

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

。

連
絡

協
議

会
（
コ

ン
セ

ー
ギ

な
ど

）
の

組
織

と
し

て
の

積
極

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

連
文

書
、

住
民

代
表

、
C

/
P

、
日

本
人

専
門

家
、

交
番

署
長

・
交

番
勤

務
員

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
直

接
観

察
（
視

察
）
、

資
料

レ
ビ

ュ
ー

（
住

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

含
む

）
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 1

全 20パイロット BCS への簡易アンケート（終了時評価のための確認事項） 

 

貴 BCS での地域住民との共同活動、その他についてお伺いします。以下の表のブランクに記入、

選択肢の場合は該当するものを○で囲んで下さい。 

 質 問 

1 貴 BCS での地域住民との連絡窓口は、誰（組織・役職名など）ですか。 

 組織名： 

（個人であれば、当該地域の中での地位・位置づけ） 

役職名： 

 

2 地域住民とどのような共同活動を実施していますか。その内容を簡潔に教えて下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

3 上記活動の財源を教えて下さい。 

  

 

 

4 貴 BCS では、地域の巡回活動を実施していますか。 

 a.  はい               b.いいえ 

特記事項（あれば）： 

 

5 巡回活動に関係しますが、受け持ち区を定めていますか。 

 a.  はい                b.いいえ 

特記事項（あれば）： 

 

6 BCS 勤務員が参照する BCS を運用するためのマニュアルはありますか。 

 a.  はい                         b.いいえ 

特記事項（あれば）： 

 

7 貴 BCS への住民からの届出（相談含む）件数をその推移がわかるように）現在に到るまでの数値を教え

て下さい。なお、本プロジェクトに参加する以前の時期に該当する数値は○で囲んで下さい。 

 2005 年 12 月 

2006 年 6 月 

2006 年 12 月 

2007 年 6 月 

2007 年 11 月 
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 2

Pesquisa de Opini o Simplificada para Todas as 20 BCSs-Piloto  

(Verifica  es para a Avalia  o Final) 

 

Ser o feitas perguntas sobre as atividades conjuntas de sua BCS com os moradores da comunidade. 

Por favor, preencha a tabela abaixo e, no caso de escolha entre alternativas, assinale a resposta 

com ○. 

 Pergunta 

1 Quem   o contato entre a sua BCS e os moradores da comunidade (entidade, cargo etc.)? 

 Entidade: 

(Se for uma pessoa f sica, sua posi  o ou papel na comunidade) 

Cargo: 

 

2 Quais s o as atividades conjuntas realizadas com os moradores da comunidade? Descreva de forma 

sucinta. 

  

 

 

 

 

 

 

3 Qual   a fonte dos recursos financeiros para as atividades acima? 

  

 

4 Na sua BCS s o feitas atividades de patrulhamento na comunidade? 

 a. Sim b. N o 

Observa  es (se o caso): 

 

5 Em rela  o  s atividades de patrulhamento, est o definidas as  reas de responsabilidade de cada 

um? 

 a. Sim b. N o 

Observa  es (se o caso): 

 

6 H  um manual de opera  o da BCS que o policial da BCS possa consultar? 

 a. Sim b. N o 

Observa  es (se o caso): 

 

7 Informe a quantidade de ocorr ncias registradas por solicita  o do morador em sua BCS (incluindo 

as consultas realizadas) para que seja poss vel saber a sua evolu  o. Os valores da  poca anterior 

  participa  o deste projeto, dever o ser destacados com ○. 

 Dez/2005 

Jun/2006 

Dez/2006 

Jun/2007 

Nov/2007 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
交番名 プラサロータリー ビラデメルセス プラサオスカール プリメーロデマイオ ハルディンブリタニア ノーサセノーラドカルモ ハルディンラニエリ サンホセドベレン コンコルジア ラルゴドジャポン ピラジュサラ バスデリマ カンポグランジ モルンビ ビエイラドコウト アウトダポンチ カザブランカ ビラフォルモーザ グメルシンド ジャルジンマイマ

連隊名・大隊名・中隊名
第1連隊
第13大隊
第2中隊

第2連隊
第3大隊
第3中隊

第3連隊
第5大隊
第1中隊

第4連隊
第2大隊
第4中隊

第5連隊
第4大隊
第4中隊

第9連隊
第28大隊
第2中隊

第10連隊
第37大隊
第4中隊

第11連隊
第8大隊
第4中隊

第1連隊
第13大隊
第3中隊

第3連隊
第9大隊
第2中隊

第8連隊
第36大隊
第2中隊

第10連隊
第1大隊
第2中隊

地方警察管轄
第6大隊
第5中隊

第15連隊
第16大隊
第2中隊

第9連隊
第19大隊
第1中隊

地方警察管轄
第1大隊
第1中隊

第12連隊
第32大隊
第1中隊

第11連隊
第21大隊
第5中隊

第2連隊
第13大隊
第2中隊

第4連隊
第29大隊
第3中隊

モニタリング回数と実施者
(2007年度の交番モニタリング回

数）
但し、ここに記入された以外にもブラジル人のみ

で行っているものあり。

07.02.22 by 石井・平
塚・C/P1名
07.05.22 by 石井・C/P1
名
07.08.10 by 石井・太
田・C/P1名

07.05.24 by 石井・C/P1
名

07.02.22 by 石井・平
塚・C/P1名
07.05.22 by 石井・C/P1
名

07.05.23 by 石井・C/P1
名

07.05.25 by 石井・C/P1
名

07.05.25 by 石井・C/P1
名

07.05.24 by 石井・C/P1
名

07.03.02 by 平塚・C/P1
名
07.05.23 by 石井・C/P1
名

07.01.05 by 石井・
C/P1名
07.05.22 by 石井・
平塚・C/P1名
07.10.03 by 石井・
C/P1名

07.01.05 by 石井・C/P1
名
07.05.22 by 石井・平塚・
C/P1名
07.10.08 by 石井・C/P2
名

06.11.03 by 石井・
C/P1名
07.02.27 by 平塚・
C/P1名
07.10.10 by 石井・
C/P3名

07.01.09 by 石井・
C/P1名
07.02.28 by 石井・
平塚・C/P1名
07.10.22 by 石井・
C/P3名

07.01.10 by 石井・
C/P1名
07.02.26 by 石井・
平塚・C/P1名

07.01.09 by 石井・
C/P1名
07.02.27 by 平塚・
C/P1名
07.08.13 by 石井・太
田・C/P1名
07.10.06 by 石井・
C/P3名

07.01.09 by 石井・
C/P1名
07.02.23 by 石井・平
塚・C/P1名

07.01.12 by 石井・
C/P1名
07.02.27 by 平塚・
C/P1名
07.08.15 by 石井・
太田・C/P1名

07.10.31 by 石井・
C/P1名
07.02.23 by 石井・
平塚・C/P1名

07.01.09 by 石井・
C/P1名
07.02.23 by 石井・
平塚・C/P1名

07.01.10 by 石井・C/P1
名
07.02.26 by 石井・平塚・
C/P1名
07.08.17 by 石井・太田・
C/P1名

07.01.11 by 石井・
C/P1名
07.02.23 by 石井・平
塚・C/P1名
07.08.16 by 石井・太
田・C/P1名

最新モニタリング誰（中心者）が実施

石井専門家
ジャクソン少佐

ブランダウンCPC司令
官
石井専門家
ジャクソン少佐

ブランダウンCPC
司令官
石井専門家
ジャクソン少佐
ホビンソン大尉

ブランダウンCPC
司令官
石井専門家
バヘット中尉

ブランダウンCPC司令
官
石井専門家
ジャクソン少佐
ホビンソン大尉

相談件数推移

9367（07．4－6）
8404（07.7－9）

1150（07．1－3）
1145（07．4－6）
1200（07.7－9）

2520（07．4－6）
2618（07.7－9）

1593（07．1－3）
2600（07．4－6）
2243（07.7－9）

904（07．1－3）
1323（07．4－6）
1916（07.7－9）

93（07．4－6）
106（07.7－9）

443（07．1－3）
390（07．4－6）
404（07.7－9）

2031（07．1－3）
2177（07．4－6）
2544（07.7－9）

2986（07．1－3）
3305（07．4－6）
3425（07.7－9）

196？？ 115（07．7－9）
30（07.10－12.7）

20（07．4－6）
61（07.7－9）

1.　貴交番での地域住民との連絡窓口は、誰
（組織・役職名など）ですか。

プラサロータリー町会
町会長

コンセーギ
会長
地元商店主と住民

住民高齢者代表
コンセーギ　副会長
住民代表

個人：教習所オーナー、
サンパウロ大学社会文
化教育支援グループの
マネージャー

コンセーギ
会長

コンセギ
会長
＋住民2名の名前

コンセーギ
会長

コンセーギ
町内会

コンセーギ　会長 町内商工会　2名　会長
と副会長
コンセーギ　会長と副会
長
ライオンズクラブ　会長
日伯協会財務係

警察官？
現時点でコンセー
ギや住民代表者
がまだいない。

町内会
会長

コラソン・フェリス・
ボランティア会（町
内会名）

コンセーギ
会長

町内会
会長

地域リーダー
教会
教育者
市会議員

ビラバホス町会
町会長
身体障害者人権
運動会
会長

コンセーギと教会
会長、神父

教会
神父

バプチスト教会牧
師、コンセーギ　会
長、秘書、会員　計3
名
住民代表1名

2. 地域住民とどのような共同活動を実施してい
ますか。その内容を簡潔に教えて下さい。

ラジオ体操（毎日）、
チャレンジデー（年一
回）、図書館キャラク
ターのパレード（年1回）

交番でスポーツ（ティー
ン栄ジャーと高齢者へ
の体育活動、

クリスマス会、映画会、
市民権大会

音楽文化プロジェクト（2
日月に1回）、イースター
とクリスマスにギフト贈
る。メーデーのイベン
ト。

クリスマス、こどもの日
イベント、映画会、

クリスマス、市民権大
会、カトリック関係パ
レード

巡回連絡の祭に服や
靴、毛布を寄付してくれ
るので、老人ホームや
孤児院に寄付にいく。
イースターなど特別な
日に商店主が寄付。

「仲良しお隣さん」プロ
ジェクト

商店に交番の連
絡先を教える、商
店への巡回連絡
開始、窃盗や強
盗防止のパンフ
レットを配布

子どもの日、市民権大
会、コンセーギとライオ
ンズクラブ会議

古着キャンペー
ン、クリスマス、子
どもの日、住民か
ら寄付された本で
図書館を設置す
る。（現時点で
2000冊）

高齢者ダンス
パーティー。カポ
エーラ（アフリカか
らのダンスのよう
な格闘技）、教会
礼拝を広場で。

サイクリング大
会、コンドミニアム
門番への安全講
習会、190に電話
をした夫婦を集め
て講習会

門番への講習会、エコ
ロジカル・ウォーク、環
境保全講習会

健康診断を行うラボが
近所にあるので血圧
や糖尿病検査（健康
診断活動）、交番近所
にあるヘアーサロンが
カットなどするイベン
ト、週末の体育活動

古着配布キャン
ペーン、リアシュ
エロ（全国にある
用品店）からの寄
付でクリスマスプ
レゼント贈呈

パドロエイド（町を
守るカトリック聖
人）と5月1日のイ
ベント、子どもの
日イベント、環境
問題コンテスト

古着寄付キャン
ペーン、ホームレ
ス救済活動、貧困
な子どもへのおも
ちゃや古着贈呈
活動

孤児院支援、教会を通し
て貧しい子どもたちとの
活動

古着キャンペーン、
サッカー大会、子ど
もの日

3. 上記活動の財源を教えて下さい。

ブランク 講師は交番勤務員、ス
ペースは無料）

物による寄付 関係者の寄付 コミュニティ、企業家、ボ
ランティア

住民、コミュニティから
の寄付

物で寄付。 財源なし 企業家からの寄
付（2007年11月1
日から）

住民や商店主から 水道や電気代は
市が支払ってくれ
ている。交番内に
公衆電話があり、
住民がそれを使
用するために交
番に来る。財源は
コミュニティ。

町内会予算、教
会予算。

参加者の実費 コンセーギ、企業家、
コミュニティの支援

各業者（サロンやラ
ボ）の寄付

現物の寄付 住民および企業
の寄付

住民からの寄付 寄付 寄付

4. 貴交番では、地域の巡回活動を実施していま
すか。

巡回あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり あり ブランク あり あり あり 巡回連絡あり あり あり あり

5. 巡回活動に関係しますが、受け持ち区を定め
ていますか。

受け持ちあり あり あり あり あり なし あり あり なし 受け持ち地区が決まっ
ていない

あり あり ブランク あり あり あり 受け持ち区あり
通りごと

あり あり あり

6. 交番勤務員が参照する交番を運用するため
のマニュアルはありますか。

ないと書いているが聞
き取りではあること確認

あり あり
交通マニュアル
地域警察マニュアル

マニュアルがない。プロ
モトールの研修教材とＳ
ＩＳＵＰＡの教材を作成
中。

あり あり あり：日本の地域警察
の教科書

なし。 あり あり あり
Nota de
Instruction
署長からの指示
他のパイロット交
番が作成した資
料
地域警察の研修

あり
パイロット交番活
動のレポートと理
解

ブランク あり あり なし
地域の特徴を把
握して、様々なア
イデアを考えてい
ます。

マニュアルあり
１．ＰＭ３　－０１５
－０２－０５発心
２．日本地域警察
教科書
３．カルチージャ
４．ＣＰＰと犯罪統
計

あり あり あり

7. 貴交番への住民からの届出（相談含む）件数
をその推移がわかるように）現在に到るまでの
数値を教えて下さい。なお、本プロジェクトに参
加する以前の時期に該当する数値は○で囲ん

で下さい。

増加傾向 ブランク 漸増（依頼） ？ 増えている 漸増 減っている 増えている ボランティアの勤
務員（勤務員が任
意で勤務）であ
り、統計はなし。
95％は商業地区
であるため、住民
からの相談は少
ない。

なし 増えているが、相
談件数といううよ
りも、事件と理解
している可能性あ
り。

増加 パイロットになっ
てからは増加

増えているようだが、
正式な申請数。

現状維持？ ブランク 現状維持、若干
増

2007年9月に所長が本邦
研修参加。2007年10月
から日本モデル開始。旧
交番勤務員を交代させ
た。

ブランク

簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

パイロット交番対象簡易アンケート結果

先　行　8　パ　イ　ロ　ッ　ト　交　番 後　発　12　パ　イ　ロ　ッ　ト　交　番
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パイロット BCS 訪問調査結果 

 

今般，11 月 29 日（木）～12 月 11（火）の間，サンパウロ州軍警察プロジェクトの終了時評

価において実施した結果は，調査団とサンパウロ州軍警察（以下「軍警」）との間で合意され

た議事録（Minutes of meeting between the Japanese terminal evaluation team and the 

authorities concerned of the government of the Federative Republic of Brazil for the 

community policing project in the Federative Republic of Brazil）に附属している終了

時評価報告書（Joint terminal evaluation report on the Japanese technical cooperation 

for community policing project in the Federative Republic of Brazil, Sao Paulo, December 

11, 2007）のとおりであるが，調査団の活動のうち，警察行政に係る分野での評価について，

プロジェクトのパイロット BCS（交番制度を取り入れて地域警察活動を実施している日本の

交番的な活動単位）の活動評価を行った状況は以下のとおりである。 

なお，本評価に用いたチェックリストによる採点基準は，過去に警察分野関連の本邦研修の

際の研修先として都道府県警察により示された日本における代表的な交番と，そこでの勤務

員の活動を評価点数５＋とした。 

 

１ 今後，軍警に必要な活動 

チェックリストで評価したプロジェクトの対象であるパイロットBCSの活動については，

一元的に判断しやすくするために点数化しているが，この点数の上下は大きな問題では

ない。パイロット BCS は他の評価団員による勤務員等からの面接調査等の結果にもある

とおり，総じて良好な活動が行われており，３年間というプロジェクトの期間を考える

と極めて高い評価が与えられるべき状況と思われる。しかしながら，プロジェクトの対

象は，軍警が現在管轄している全 BCS 数（268 箇所）に比較すると 10％にも満たない状

況で，プロジェクト効果の広範な拡大と普及に向けた，軍警の具体的な施策が求められ

るところであるが，この点に関する若干の考察は以下のとおり。 

 

（１） パイロット BCS での活動の強化 

今後も継続してパイロット BCS をモデル BCS として指定して活動を充実させ，軍警が

目指す地域警察活動の実現に向けたノウハウを蓄積し，他の BCS への技術移転の場と

して効果的に活用することが望ましい。パイロット BCS を実務訓練の場とした州内研

修や，同 BCS の勤務員を他の BCS へ派遣しての実務指導等を計画的に企画し実施する

のも効果的と思われる。 

 

（２） 急な改革から，着実かつ確実な改革への変化 

今般のプロジェクトでは，当初８箇所の BCS をパイロット BCS として指定し，その後，

活動の半ばにおいて 12箇所を追加して 20 箇所としたものである。プロジェクト開始

当初は BCS 活動について，軍警の具体的な構想に関しても曖昧な部分が多かったが，

その後，軍警による「作戦マトリクス」が規定され，地域警察という概念が軍警全体

の活動の基本となることとなり，その具体的な活動の場として BCS活動が規定された。

この３年間の変化は軍警の努力の賜であり，特に最上級幹部の意識の高さとリーダー

シップにより 20 のパイロット BCS を対象とした本プロジェクトは高い成果を得たと

言える。しかし，今回訪問した５箇所のパイロット BCS でリーダー（交番長）的な立

場にある警察軍曹からこれまでの活動状況を聴取する中で，いずれの BCS においても

「プロジェクトの対象として指定されてから（あるいは指定されるにあたり），BCS で

の活動を強化するために勤務員を何人か入れ替えた」との話があった。すなわち，パ

イロット BCS の現状は，いわば優秀な警察官による活動の成果であり，地域警察活動
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を州全体に広げていくに当たっては、「入れ替えられた警察官」も粘り強く教育して

一定レベルの勤務ができるようにする必要があることから，より確実な改革に向け，

無理のない期間設定を行い，加えてその効果を実質的に評価（モニタリング）する必

要がある。 

 

（３） 中隊長・大隊長への指導の継続と強化 

これまでは，地域警察という新しい概念と，その活動を具現化するために，活動の実

施主体である BCSのリーダーや勤務員に対しての指導が繰り返されてきた経緯がある。

今回，５箇所の BCS を訪問したが，その際においても，一部の指揮官（中隊長，大隊

長）について，より意識付けを行い，今後必要となるであろう BCS 勤務員の勤務評定

方法等を早期に確立する必要があると感じた。また，BCS 活動に関する指導や巡視を，

担当者のみが行うのではなく，中隊長・大隊長が自ら理解して実施する体制を作る必

要がある。 

 

２ サンパウロ州における地域警察活動定着の見通し 

中間評価時に実施したセミナー「日本警察によるシンガポールに対する交番制度に関す

る技術協力の歴史と若干の考察」において示した「交番制度の海外への移転についての

考察」における，交番制度の導入・定着に必須となる６要素についての意見は以下のと

おり。 

 

（１） 国民の警察に対する信頼 

交番制度は，国民の警察に対する信頼に左右され，国民が警察に対して不信感を抱い

ている国では，交番制度を根付かせるのは困難である。交番制度は，国民と警察との

信頼を築くために有効であるが，もとから基盤となるある程度の信頼がないと機能し

ない。警察官の待遇を向上し，優秀な人材を採用し十分な教養を行うなど，社会的・

財政的にも一朝一夕にはできないことを地道に行い，市民のための警察活動を積み重

ねる以外に，信頼獲得の道はない。 

この点で，軍警の国民からの平均的な信頼度は，交番制度を展開するために必要な程

度を満たしていると判断できる。BCS を効果的に配置する，あるいはその所管区を適

切に指定することにより，地域住民との絆をより深め，地域警察活動の基本である地

域との協働関係をより強化してゆくことが可能と思われる 

 

（２） 政府及び警察幹部の熱意と柔軟性 

交番制度の成果は即効性に欠け，直ちに成果や結果が上るとは言い難く，その運用に

は相応の人員を要し非効率的な面もある。交番・駐在所が定着している日本ですら，

過去にそれらを廃止してパトロールで代替しようとする動きがあった。従って，政

府・警察幹部が長期的に制度を育てることを覚悟しなければ「効果がない」とした反

対勢力も出てくる。また，継続的な警察官の育成は経費や人も要し，予算・人事措置

を含め政府や警察幹部がその特性を理解して，真剣に取り組む必要があり，過去の成

功事例に学び，自国の制度・慣習・文化や国民性に応じて制度を改善してゆく柔軟性

も必要である。 

この点について，軍警では 1990 年代に「交番制度」を導入しながら挫折した経緯が

あり，その反省から上級幹部の間には「今回の失敗は許されない」という不退転の決

意がある。また，行政的な治安政策全般を担当する州保安局も軍警の方向性に理解を

示しているところ，この体制を今後も維持し，地域性に合った活動の定着を図ってゆ

く必要がある。 
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（３） 警察の理念の確立と人材の育成 

警察が，国民からの信頼を得るには「国民のための警察」と言う理念を確立・徹底し，

実践する必要がある。そのような理念を持った上で，具体的な活動で示すためには，

幹部はもちろん警察官一人一人に至る人材の育成が欠かせない。そのためには理念を

理解し，具体的な活動ができるための教養制度の充実が必要である。 

この点について軍警は包括的な警察の理念として「地域警察としてあるべき姿」をよ

り具体的に示し，作戦マトリクス全体により強く反映させてゆく必要がある。地域と

密着した活動を警察活動の中心と考えるならば，BCS での活動こそ中核として捉えら

れるべきである。今後予定されている教養制度では，士官教養，兵卒教養のいずれに

おいても BCS での実務研修が取り入れられることとなっているが，特に士官学校での

このような実務教養の導入は画期的なことで評価に値する。しかしながら，現在既に

中隊，大隊で指導的立場にある幹部の理解をより高めなければ現在のプロジェクト成

果の広範な普及と拡大は望めないため，中隊・大隊の幹部に対しての教養制度とその

効果測定のシステムを確立すべきである。 

 

（４） 一定の治安の安定と警察官の増員 

交番・駐在所は警察署から離れた場所に分散して設置されるため，警察官への襲撃や

攻撃があるような治安状況では安定した交番の運営は難しく，交番の設置には，ある

程度の治安が前提条件となる。また，各種犯罪が多発している国・地域では，その対

応のため，交番に配置する人員を確保する余裕がない場合がある。すなわち，交番制

度を本格的に導入するには，必要となる警察官の増員を要し，増員の前提として，警

察には他の既存の業務との調整，すなわち既存分野の仕事内容と人員の割り振りを合

理的に行うことが求められる。 

この点については，本プロジェクトの実施期間中に発生した，刑務所暴動に伴う警察

襲撃事件1のように，本邦内の治安と比較した場合には大きな差があり，現在のパイ

ロット BCS の設置場所に関しても，絶対的な安全の確保という点では確かに勤務員に

危険が伴う場合も考えられる場所もあるが，勤務体制が交替制の仮眠のない勤務であ

ること，施設の窓ガラスを防弾（けん銃弾対応）にしていること等，軍警側も相応の

認識を持って対応が行われている。今後は，BCS の設置場所に応じた勤務人員・体制・

所管区の設定を行い，状況によっては昼間のみの指定や，夜間勤務員の増員等の柔軟

な対応も必要と思料する。 

 

（５） 施設，装備等予算措置 

多くの国は，交番制度の治安効果を認めながら，施設数が絶対的に不足している国が

多い。警察官の増員のほか，交番施設を新設し維持することに加えて，車両等の付帯

装備の充実・維持は財政的な負担となり，これが交番制度導入・継続の大きな障害と

なっている。 

この点に関しては，軍警はすでに州内の 268 箇所に BCS の建物は準備している。今後

は，BCS に附属する設備や資機材の充実に必要な予算措置を整えなければならない。

計画的な予算の確保と効果的な備品配備を行う必要がある。 

 

（６） 交番の活動，組織運営，組織管理の効率化 

日本警察の交番活動や組織運営は，過去の貴重な経験と創意工夫の積み重ねである。

例えば，日本では，「犯罪現場への急行」，「現場到着時間の短縮」などは当然である

し，交番制度は分散配置だけに，交番勤務員の勤務管理は重要であると認識している

                                                   
1 2006 年 7月に、犯罪組織PCC がサンパウロ市内の警察施設、銀行、スーパー等の攻撃、バスの放火を行い、5名の死者が出た。 
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が，このような日本で普通に理解されていることも，国によっては必ずしも同様に理

解され確実に行われているとは限らない。国情や警察の置かれている立場は国により

異なるが，いかに交番の活動，組織運営・管理の基本を定め，効率化を図るかは，交

番制度の効果や国民からの評価に直結するものである。 

この点については，これまでの専門家の活動や，本邦研修により，日本式の交番活動・

運営に関しての基礎的な知識と理解は得られており，今後とも「日本式交番活動を模

範として，地域警察活動の充実と拡大を図ってゆきたい」とする司令官以下の上級幹

部の決意は固い。従って，軍警は今後とも日本警察からの支援に対する期待が高いも

のがある。 

 

３ チェックリストによる評価 

 終了時評価に伴い実施した５箇所のパイロット BCS についてのチェックリストによる評価

は以下のとおり。 
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交 番 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト 

対象交番名 カンポ・グランデ 

      Campo Grande 

実施日 

時 間 

2007 年 11 月 30 日 

10:30 ～ 11:45 

担当者 

終了時評価団員 警察庁 出宮良平

    

分類 評 価 項 目 評 価 特 記 事 項 

Ⅰ-1  地域の地形，交通網，危険箇所の把握状況（地図等の作成） 0 1 2 ③ 4 5 各種地図作製の取り組みあり 

Ⅰ-2  管内居住実態の把握状況 0 1 ② 3 4 5 中産階級が多い住宅街 

Ⅰ-3  受持区の把握（所帯数，範囲の妥当性） 0 1 ② 3 4 5 通りごとに担当者を指定 

Ⅰ-4  統計資料の作成状況（犯罪発生・検挙状況） 0 1 2 ③ 4 5 事件発生重点記録あり 

Ⅰ-5  交通事故の発生，取締り状況 0 1 ② 3 4 5 事故受理記録，原因分析表あり

管

内

実

態

把

握 

小計 12／25  

Ⅱ-1  通報事案の処理状況 0 1 ② 3 4 5 基本書式で対応 

Ⅱ-2  遺失物・拾得物の取り扱い状況 0 1 2 ③ 4 5 自主的な措置対応書類を作成 

Ⅱ-3  広報紙の作成，内容，配布状況 0 ① 2 3 4 5 月１回，別途臨時情報も配布 

Ⅱ-4  掲示板等の広報媒体の設置・活用状況 0 1 ２ ③ 4 5 設置場所等が適切 

Ⅱ-5  域住民，民間協力団体との連携活動状況 0 1 ② 3 4 5 地域の住民組織の結束は固い 

Ⅱ-5.1 交番連絡協議会の開催状況 ● ◎ ● ● ● ● コンセーギとの活動は低調 

Ⅱ-5.2 その他の協働活動の状況 ● ● ● ◎ ● ● 教会と恊働した講演会を開催 

交

番

活

動

状

況 

小計 11／25  

Ⅲ-1  教養・指示等に関する記録 0 1 ② 3 4 5 基本書式（指示記録）で対応 

Ⅲ-1.1 幹部の巡視に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（巡視記録）で対応 

Ⅲ-2  交番での活動の実施状況に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-2.1 勤務員引き継ぎに関する記録（事案関係・装備資機材） ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（引継記録）で対応 

Ⅲ-2.2 勤務計画に関する記録（勤務計画表，警ら要点等） ● ◎ ● ● ● ● 交番長が策定し付与 

Ⅲ-2.3 巡回連絡の実施状況の記録の保管 ● ◎ ● ● ● ● 住宅・事業所の記録を保管 

Ⅲ-2.4 インテグラ・パトロール，学校パトロールに関する記録 ● ◎ ● ● ● ● 中隊・大隊で対応（報告のみ）

Ⅲ-2.5 交番以外の活動との連携に関する記録 ◎ ● ● ● ● ● 中隊・大隊で対応（報告のみ）

Ⅲ-2.6 ＰＣの運用に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（PC運用記録）で対応

Ⅲ-2.7 福祉活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-3  通報事案に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-3.1 事件・事故の受理・対応に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.2 緊急通報（190 番）対応に関する記録 ● ◎ ● ● ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.3 保留事案に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-4  被害者の支援に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 被害者支援記録（担当者ごと）

Ⅲ-5  相談に関する記録 0 1 ② 3 4 5 交通事故以外の届け出記録あり

Ⅲ-6  地域との連携に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-6.1 交番連絡協議会に関する記録 ● ◎ ● ● ● ●  

Ⅲ-6.2 その他の協働活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

記

録

関

係 

小計 13／30  

Ⅳ-1  装備資機材の管理・保管状況 0 1 ② 3 4 5  

Ⅳ-2  勤務員の服装・規律・士気 0 1 ② 3 4 5 態度，服装は全般的に良好 

Ⅳ-3  防災に関する状況（建物内外の状況，非常持出し指定等） 0 ① 2 3 4 5 消化器，非常出口等が未整備 

Ⅳ-4  勤務員の創意工夫 0 1 2 ③ 4 5 交番長のリーダーシップがある

そ

の

他 

小計 8／20  

合計 44／100  
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福 祉 活 動 の 状 況 

プロジェクトに追加指定されたパイロット BCS の一つで，サンパウロ市の南，大西洋に面する港町のサントス市内に所在するBCS である。 

管内に居住する低所得者層の子女に対して，BCS が市民団体の調査に基づき関係機関，団体への登録などの援助を行い，クリスマスのプレゼン

トを準備している。当初は約 400 セットの準備しかできなかったが，現在では参加を希望する有志も増えて，今年は 2,500 セットを準備した。

BCS として，市民団体（コンセーギ，地域自治会）と連携して，市民団体が調査した対象者について，関係機関へ連絡すると同時に，地域の報

道機関（新聞，放送等）や交番広報紙等を通じて参加を希望する団体，機関や有志を募り，対象となる子女と一対一の関係で援助の意識が高ま

るようにしている。今回の募集には，サントス市外からも参加応募があるなど，BCS が中心に行っている福祉活動の理解の深まりと広がりを感

じている旨。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項 

日本での研修を受けたことにより，地域警察活動の多くの部分で影響を受けている。交番広報紙やポスター等は，日本へ行くまではどのような

ものを作ったら良いのか，また，果たしてそのようなことで効果があるのか，とやや懐疑的に考えていたが，日本での高い効果を知り，自国で

も行うべきだと思い直した。実際，新しい広報紙やポスターを作るたびに，地域の人々の BCS への関心が高まってくるのを実感している。 

また，日本で見た遺失・拾得物処理を参考にして，落とし物や拾い物に関する独自の様式を定めて実施を始めている。まだ，件数的には少ない

が，遺失・拾得に関しては，軍警が規定している基本書式に該当する書式がないことから，試験的に実施して効果があるようであれば上申し 

たい。この自主的な遺失・拾得の処理に関する書類（書式）は，日本で研修を受けた軍曹（交番長）がいる他のBCS においても独自に運用が 

行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名・フリガナ 性別 階  級 職  名 勤務年数 

 モイゼス・ダ・シルバ 

 Moises da Silva 
男性 一等軍曹 交番長 

現 BCS 9.5 年 

警察歴 18 年 

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

対

象

勤

務

員 

 
M F 

  
年
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交 番 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト 

対象交番名 ホタリー 

      Rotary 

実施日 

時 間 

2007 年 11 月 30 日 

15:35 ～ 16:10 

担当者 

終了時評価団員 警察庁 出宮良平

    

分類 評 価 項 目 評 価 特 記 事 項 

Ⅰ-1  地域の地形，交通網，危険箇所の把握状況（地図等の作成） 0 1 ② ３ 4 5 より充実した取り組みが必要 

Ⅰ-2  管内居住実態の把握状況 0 1 2 ③ 4 5 商業・住宅地域 

Ⅰ-3  受持区の把握（所帯数，範囲の妥当性） 0 1 ② 3 4 5 ブロックに分割して指定 

Ⅰ-4  統計資料の作成状況（犯罪発生・検挙状況） 0 1 ② 3 4 5 犯罪発生マップあり 

Ⅰ-5  交通事故の発生，取締り状況 0 1 2 ③ 4 5 基本書式で対応（事故記録） 

管

内

実

態

把

握 

小計 12／25  

Ⅱ-1  通報事案の処理状況 0 1 ② 3 4 5 基本書式で対応 

Ⅱ-2  遺失物・拾得物の取り扱い状況 0 1 ② 3 4 5 記録化しているが頻繁ではない

Ⅱ-3  広報紙の作成，内容，配布状況 0 1 2 ③ 4 5 毎月発行 

Ⅱ-4  掲示板等の広報媒体の設置・活用状況 0 1 2 ③ 4 5 掲示場所等が適切 

Ⅱ-5  地域住民，民間協力団体との連携活動状況 0 1 2 ③ 4 5 地域自治会の援助あり 

Ⅱ-5.1 交番連絡協議会の開催状況 ● ● ◎ ● ● ● 交番長定期会合に参加 

Ⅱ-5.2 その他の協働活動の状況 ● ● ● ● ◎ ● 地域自治会が積極的に関与 

交

番

活

動

状

況 

小計 13／25  

Ⅲ-1  教養・指示等に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 基本書式（指示記録）で対応 

Ⅲ-1.1 幹部の巡視に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（巡視記録）で対応 

Ⅲ-2  交番での活動の実施状況に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-2.1 勤務員引き継ぎに関する記録（事案関係・装備資機材） ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（引継記録）で対応 

Ⅲ-2.2 勤務計画に関する記録（勤務計画表，警ら要点等） ● ● ● ◎ ● ● 交番長の裁量で指定 

Ⅲ-2.3 巡回連絡の実施状況の記録の保管 ● ● ● ◎ ● ● 住宅・事業所の記録を補完 

Ⅲ-2.4 インテグラ・パトロール，学校パトロールに関する記録 ● ◎ ● ● ● ● 中隊・大隊で対応 

Ⅲ-2.5 交番以外の活動との連携に関する記録 ◎ ● ● ● ● ● 中隊・大隊で対応 

Ⅲ-2.6 ＰＣの運用に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（PC運用記録）で対応

Ⅲ-2.7 福祉活動に関する記録 ● ● ● ● ◎ ● 学校訪問，サッカー教室 

Ⅲ-3  通報事案に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.1 事件・事故の受理・対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 事件，交通事故記録あり 

Ⅲ-3.2 緊急通報（190 番）対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.3 保留事案に関する記録 ● ● ● ● ◎ ●  

Ⅲ-4  被害者の支援に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 被害者支援記録あり 

Ⅲ-5  相談に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 届け出記録あり 

Ⅲ-6  地域との連携に関する記録 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅲ-6.1 交番連絡協議会に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-6.2 その他の協働活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

記

録

関

係 

小計 17／30  

Ⅳ-1  装備資機材の管理・保管状況 0 1 2 ③ 4 5 保管，管理は適切 

Ⅳ-2  勤務員の服装・規律・士気 0 1 2 ③ 4 5 立番勤務等の姿勢は極めて良好

Ⅳ-3  防災に関する状況（建物内外の状況，非常持出し指定等） 0 ① 2 3 4 5 消化器，非常出口等が未整備 

Ⅳ-4  勤務員の創意工夫 0 1 2 ③ 4 5 交番長がリーダーシップを発揮

そ

の

他 

小計 10／20  

合計 52／100  
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福 祉 活 動 の 状 況 

管轄内は比較的富裕層が多いことから，他のBCS と比較した場合，特に目立った福祉活動は行われていないが，交番の活動に共感する地域住 

民の積極的な援助により，警ら用の自転車が寄付される等，良好な関係を保っている。 

また，プロジェクトの開始により，管内実態把握の強化が指示され，その過程で，管内にはないと思っていた学校が１校あることが判明した。

現在では，PROERD（薬物犯罪防止教育部隊）の活動の対象となっているだけでなく，BCS と学校の関係も密になり，学校側から警察に対し 

て意見を求めてくることもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項 

管轄する地域は，富裕層が比較的多い住宅，商業地域で，市の中心や繁華街も近く，プロジェクトが開始されるまでは，配置警察官の数が不十

分で，事件・事案への対応も警察側の都合を優先した住民無視の態度が多かったと地域の住民は語る。現に，BCS 聞き取り調査に参加していた

住民代表以外に，BCS 近隣の商店に赴き聴取したところ，「以前は BCS 周辺ですら，夜になると男娼の溜まり場だったが，警察活動が強化さ 

れてから一掃された。日本警察が軍警を援助していることは知っている。日本の援助が始まってから，BCS の勤務員の住民に対する態度や仕 

事に対する姿勢は明らかに大きく変化している。最近では，警察を頼もしく思っている。」と語った。実際に，BCS 建物内で交番長から状況を 

聴取している間にも，交番長を始めとした勤務員に通りすがりに声をかけてくる通行人が多くあり，いずれも管轄地域内の居住者であった。以

前は警察官から住民に近づくことはなかったが，家に訪ねて来たり，地域集会に警察官が参加したりして，警察と住民との距離は明らかに近く

なっているとのこと。 

交番長自身「日本研修へ行くまでは，交番活動とはどんなことか判らなかった。日本（石川県警）で交番の警察官が警ら中にすれ違う地域の人々

に声をかけて挨拶しているのを見て，これならサンパウロでもできると思い，帰国後，直ちに交番勤務員全員で始めた。最初は地域の人の方が

戸惑っているようだったが，今では散歩の途中に BCS に立ち寄って話をしたり，ちょっとした差し入れを持って来たりしてくれる人もいる。 

プロジェクトが始まる前は，そんな人は一人もいなかった。」と語った。 

 

 

 

氏名・フリガナ 性別 階  級 職  名 勤務年数 

 ジョージ 

 Jorge 
男性 三等軍曹 交番長 

現 BCS 2 年 

警察歴 12 年 

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

対

象

勤

務

員 

 
M F 

  
年
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交 番 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト 

対象交番名 カサ・ブランカ 

      Casa Blanca 

実施日 

時 間 

2007 年 12 月 1 日 

10:15 ～ 11:30 

担当者 

終了時評価団員 警察庁 出宮良平

    

分類 評 価 項 目 評 価 特 記 事 項 

Ⅰ-1  地域の地形，交通網，危険箇所の把握状況（地図等の作成） 0 1 2 ③ 4 5 犯罪発生地図等あり 

Ⅰ-2  管内居住実態の把握状況 0 1 2 ③ 4 5 地域定住者が多い 

Ⅰ-3  受持区の把握（所帯数，範囲の妥当性） 0 1 ② 3 4 5 ブロックに分割し割当 

Ⅰ-4  統計資料の作成状況（犯罪発生・検挙状況） 0 1 ② 3 4 5 中隊からの情報 

Ⅰ-5  交通事故の発生，取締り状況 0 1 ② 3 4 5 発生は少なく他所管内案件多 

管

内

実

態

把

握 

小計 12／25  

Ⅱ-1  通報事案の処理状況 0 1 2 ③ 4 5 直接通報が多い 

Ⅱ-2  遺失物・拾得物の取り扱い状況 0 1 ２ ③ 4 5 引継簿を作成している 

Ⅱ-3  広報紙の作成，内容，配布状況 0 ① 2 3 4 5 本年 10 月から毎月発行 

Ⅱ-4  掲示板等の広報媒体の設置・活用状況 0 1 ２ ③ 4 5 設置方向がやや不適切 

Ⅱ-5  地域住民，民間協力団体との連携活動状況 0 1 ② 3 4 5 より広範な参加が必要 

Ⅱ-5.1 交番連絡協議会の開催状況 ● ● ● ● ● ● コンセーギはなし 

Ⅱ-5.2 その他の協働活動の状況 ● ● ◎ ● ● ● 地域自治会館あり 

交

番

活

動

状

況 

小計 12／25  

Ⅲ-1  教養・指示等に関する記録 0 1 ② 3 4 5 基本書式（指示記録）で対応 

Ⅲ-1.1 幹部の巡視に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（巡視記録）で対応 

Ⅲ-2  交番での活動の実施状況に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-2.1 勤務員引き継ぎに関する記録（事案関係・装備資機材） ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（引継記録）で対応 

Ⅲ-2.2 勤務計画に関する記録（勤務計画表，警ら要点等） ● ● ◎ ● ● ●  

Ⅲ-2.3 巡回連絡の実施状況の記録の保管 ● ◎ ● ● ● ● 実施率は約10% 

Ⅲ-2.4 インテグラ・パトロール，学校パトロールに関する記録 ● ◎ ● ● ● ● 中隊・大隊で対応 

Ⅲ-2.5 交番以外の活動との連携に関する記録 ● ● ● ● ● ● 中隊・大隊で対応 

Ⅲ-2.6 ＰＣの運用に関する記録 ● ● ● ● ● ● 基本書式（PC運用記録）で対応

Ⅲ-2.7 福祉活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 活動を DVD にして広報 

Ⅲ-3  通報事案に関する記録 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅲ-3.1 事件・事故の受理・対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.2 緊急通報（190 番）対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.3 保留事案に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-4  被害者の支援に関する記録 0 1 ② 3 4 5 被害者支援記録あり 

Ⅲ-5  相談に関する記録 0 1 ② 3 4 5 交通事故以外の届け出記録あり

Ⅲ-6  地域との連携に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-6.1 交番連絡協議会に関する記録 ● ● ◎ ● ● ●  

Ⅲ-6.2 その他の協働活動に関する記録 ● ● ◎ ● ● ●  

記

録

関

係 

小計 13／30  

Ⅳ-1  装備資機材の管理・保管状況 0 1 ② 3 4 5  

Ⅳ-2  勤務員の服装・規律・士気 0 1 ② 3 4 5  

Ⅳ-3  防災に関する状況（建物内外の状況，非常持出し指定等） 0 ① 2 3 4 5 消化器，非常出口等が未整備 

Ⅳ-4  勤務員の創意工夫 0 1 ② 3 4 5  

そ

の

他 

小計 7／20  

合計 44／100  
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福 祉 活 動 の 状 況 

管内にコンセーギはないが，地域自治会等の住民組織の活動は活発で，地区に自治会館も設置されている。管轄地域は古くからの定住者が多く

農地が広がる比較的のどかな地域である。住民組織の結束は固く，後発BCS ながらこれら住民組織の積極的な協力を得て，順調な活動を開始 

している。 

日系人が多い地域でもあり，特に積極的に BCS をサポートしようとする人々の中に日系人が多いとのこと。BCS では，住民からの要望を取り 

まとめて，広報紙等で情報を発信し，地域との初めての恊働活動として10 月 20 日に，地区の道路の一部を歩行者専用道路として「子供の日 

フェスティバル」を行った。また，地域の有志の協力を得て，このイベントの様子を撮影してDVD を作り，行政当局へアピールすると同時に，

イベントに参加した子供達に記念として配布するなど，都市部では見られない地域結束の固さが生かされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項 

交番長は，BCS でのプロジェクトが始まってから，日本研修での成果を積極的に日々の活動に移転しようと努めており，特に防犯活動において

日本（石川県警）での経験を生かし，勤務員一人一人が受持区の治安維持に責任を持って，考えて活動するように指導しているとのこと。しか

し一方で，日々の活動の細部においての具体的な指導における経験がないことから，是非，日本で経験を積んでいる警察官の指導，あるいは日

本での研修が必要と感じている。 

交番長は日本での研修で見た CR名刺（コミュニティー・リレーション）をアレンジしで，交番の写真と直通電話番号を印刷した独自の名刺を 

作成して，巡回連絡や警らの際に配布し活用するなど，日本研修の経験を活かした創意工夫が随所に見られる。「巡回連絡や警らの際の商店への

立ち寄りや，金融機関での駐留警戒に併せてこの名刺を配ることで，電話でのBCS への相談件数や，BCS を訪れる人が増えた」とのこと。 

管轄する地域が住宅・農業地域という特性上からか，家屋内外に対する窃盗事件が最も多く，殺人事件は管内で１件のみと比較的少ない。しか

し，犯罪情報に関して，中隊からインターネット経由で送付される資料（データー），指示を待っている状況で，管内発生事件の分析や対策の立

案に関して，中隊レベルでの指導，意見交換をより密接に行う必要がある。 

 

 

 

 

 

氏名・フリガナ 性別 階  級 職  名 勤務年数 

 ロナルド・ミリトン・デ・オリベイラ 

 Ronald Militao de Oliveira 
男性 一等軍曹 交番長 

現 BCS 9 年 

警察歴 21 年 

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

対

象

勤

務

員 

 
M F 

  
年
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交 番 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト 

対象交番名 ビラ・グメルシンド 

      Vila Gumercindo 

実施日 

時 間 

2007 年 12 月 3 日 

09:50 ～ 10:15 

担当者 

終了時評価団員 警察庁 出宮良平

    

分類 評 価 項 目 評 価 特 記 事 項 

Ⅰ-1  地域の地形，交通網，危険箇所の把握状況（地図等の作成） 0 1 ② 3 4 5 各種地図作製の取り組みあり 

Ⅰ-2  管内居住実態の把握状況 0 1 ② 3 4 5 新興住宅，商業地域 

Ⅰ-3  受持区の把握（所帯数，範囲の妥当性） 0 1 2 ③ 4 5 ブロックに分割し指定 

Ⅰ-4  統計資料の作成状況（犯罪発生・検挙状況） 0 1 ② 3 4 5 管内の発生分析はあり 

Ⅰ-5  交通事故の発生，取締り状況 0 1 ② 3 4 5 記録，発生分析あり 

管

内

実

態

把

握 

小計 11／25  

Ⅱ-1  通報事案の処理状況 0 1 2 ③ 4 5 直接通報に対する通報者保護 

Ⅱ-2  遺失物・拾得物の取り扱い状況 0 1 ② 3 4 5 記録の後に郵便局へ引き継ぎ 

Ⅱ-3  広報紙の作成，内容，配布状況 0 1 2 ③ 4 5 月１回，過去に５回発行 

Ⅱ-4  掲示板等の広報媒体の設置・活用状況 0 1 2 ③ 4 5 設置場所，方向等は適切 

Ⅱ-5  地域住民，民間協力団体との連携活動状況 0 1 ② 3 4 5 地域住民は変化を実感している

Ⅱ-5.1 交番連絡協議会の開催状況 ● ◎ ● ● ● ● コンセーギは規模が大きすぎる

Ⅱ-5.2 その他の協働活動の状況 ● ● ● ◎ ● ● 地域自治会，教会の集会参加 

交

番

活

動

状

況 

小計 13／25  

Ⅲ-1  教養・指示等に関する記録 0 1 ② 3 4 5 基本書式（指示記録）で対応 

Ⅲ-1.1 幹部の巡視に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（巡視記録）で対応 

Ⅲ-2  交番での活動の実施状況に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-2.1 勤務員引き継ぎに関する記録（事案関係・装備資機材） ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（引継記録）で対応 

Ⅲ-2.2 勤務計画に関する記録（勤務計画表，警ら要点等） ● ● ● ◎ ● ● 交番長の裁量で対応 

Ⅲ-2.3 巡回連絡の実施状況の記録の保管 ● ● ◎ ● ● ● 住宅・事業所の記録を保管 

Ⅲ-2.4 インテグラ・パトロール，学校パトロールに関する記録 ● ● ● ◎ ● ● PROERD（学校指導）と連携 

Ⅲ-2.5 交番以外の活動との連携に関する記録 ◎ ● ● ● ● ● 中隊，大隊で調整（報告はあり）

Ⅲ-2.6 ＰＣの運用に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 基本書式（PC運用記録）で対応

Ⅲ-2.7 福祉活動に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 地域意見・要望をBCS で集約 

Ⅲ-3  通報事案に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-3.1 事件・事故の受理・対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.2 緊急通報（190 番）対応に関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 直接通報が多い 

Ⅲ-3.3 保留事案に関する記録 ● ● ◎ ● ● ●  

Ⅲ-4  被害者の支援に関する記録 0 1 ２ ③ 4 5 事件通報者も含めた配慮あり 

Ⅲ-5  相談に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-6  地域との連携に関する記録 0 1 ② 3 4 5  

Ⅲ-6.1 交番連絡協議会に関する記録 ● ◎ ● ● ● ● コンセーギへの関与は低調 

Ⅲ-6.2 その他の協働活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 地域自治会との結束は固い 

記

録

関

係 

小計 13／30  

Ⅳ-1  装備資機材の管理・保管状況 0 1 ② 3 4 5  

Ⅳ-2  勤務員の服装・規律・士気 0 1 ② 3 4 5  

Ⅳ-3  防災に関する状況（建物内外の状況，非常持出し指定等） 0 ① 2 3 4 5 消化器・非常出口等の整備 

Ⅳ-4  勤務員の創意工夫 0 1 ② 3 4 5 目立たないが着実に実施 

そ

の

他 

小計 7／20  

合計 45／100  
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福 祉 活 動 の 状 況 

管内の孤児院の児童に対する，クリスマスのイベント等を地域住民組織等と協働して行っている。プロジェクトが始まるまでは，このよ

うな福祉活動は，全く行われていなかった旨。また，管内にある学校周辺の道路を歩行者道路として，青少年が健全に集う場所を提供し

ようとするなど，地域の規模に見合った活動が行われている。 

交番長は，日本での研修経験者で，日本研修で見た駐在所勤務員の勤務態度を参考に，毎週行われる地域住民の会合にも積極的に参加す

る等，「親しまれる交番」，「顔が判る警察官」を目標に活動を続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項 

交番長自らが「日本へ行って，考え方が変わった」と言うように，プロジェクト開始までは地域住民と交番（警察官）との付き合いはな

く，被害届出があっても「今は車がないから行けない」というような対応も珍しくはなかった。プロジェクトの目標である「地域警察活

動」の具体像を，日本警察から学び，慌てず確実に根付かせようとしている。最近では「地域の人々が受持勤務員の名前を覚えてくれて，

立番をしていても名前で呼びかけてくれるようになってきた」とのこと。交番長は，「それでも，個々の警察官が理解して行動でき，かつ

地域の理解と確かな協力関係を作るには10 年はかかるのではないか，地道に続けてゆくしかない」と語るとおり，目立たないが堅実な 

活動を続けている。中隊長，大隊長のより深い理解を醸成し，現在の活動を確実に継続してゆくことが将来的に極めて重要と思われる。

商店を営んでいるという管内の男性は，「以前は警察官が事件以外で店を訪ねてくることはなかったから，BCS の警察官が巡回連絡で 

初めて来たときは，近所の人は，店が強盗にやられたと思ったようだ」，「最近は警察官個人と友人関係ができ，そのおかげで，昔は嫌い

だった警察もまんざら捨てたものではないな，と思うようになった」，「プロジェクトが始まって，日本の警察が支援していることは警察

官から聞いてしっている，今の活動がもっと拡がれば良いと思う」と語った。 

 

 

 

 

 

氏名・フリガナ 性別 階  級 職  名 勤務年数 

 ジョゼ・パウロ・アウベス・デ・リマ 

 Jose Paulo Alves de Lima 
男性 三等軍曹 交番長 

現 BCS 1 年 

警察歴 13 年 

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

対

象

勤

務

員 

 
M F 

  
年
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  交 番 活 動 チ ェ ッ ク リ ス ト 

対象交番名 ベレン 

      Belem 

実施日 

時 間 

2007 年 12 月 5 日 

14:50 ～ 15:40 

担当者 

終了時評価団員 警察庁 出宮良平

    

分類 評 価 項 目 評 価 特 記 事 項 

Ⅰ-1  地域の地形，交通網，危険箇所の把握状況（地図等の作成） 0 1 2 ③ 4 5 各種地図の作製は行われている

Ⅰ-2  管内居住実態の把握状況 0 1 2 ③ 4 5 高齢者が多い商業・住宅地域 

Ⅰ-3  受持区の把握（所帯数，範囲の妥当性） 0 1 2 ③ 4 5 1997 年に指定後，変更なし 

Ⅰ-4  統計資料の作成状況（犯罪発生・検挙状況） 0 1 ② 3 4 5 事件発生記録あり 

Ⅰ-5  交通事故の発生，取締り状況 0 1 ② 3 4 5  

管

内

実

態

把

握 

小計 13／25  

Ⅱ-1  通報事案の処理状況 0 1 2 ③ 4 5 基本書式で対応 

Ⅱ-2  遺失物・拾得物の取り扱い状況 0 1 2 ③ 4 5 自主的な記録を作成 

Ⅱ-3  広報紙の作成，内容，配布状況 0 1 ② 3 4 5 概ね３ヶ月に１回の発行 

Ⅱ-4  掲示板等の広報媒体の設置・活用状況 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅱ-5  地域住民，民間協力団体との連携活動状況 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅱ-5.1 交番連絡協議会の開催状況 ● ● ● ◎ ● ● コンセーギの活動が活発 

Ⅱ-5.2 その他の協働活動の状況 ● ● ● ◎ ● ●  

交

番

活

動

状

況 

小計 14／25  

Ⅲ-1  教養・指示等に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 基本書式（指示記録）で対応 

Ⅲ-1.1 幹部の巡視に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（巡視記録）で対応 

Ⅲ-2  交番での活動の実施状況に関する記録 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅲ-2.1 勤務員引き継ぎに関する記録（事案関係・装備資機材） ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（引継記録）で対応 

Ⅲ-2.2 勤務計画に関する記録（勤務計画表，警ら要点等） ● ● ● ◎ ● ● 交番長が策定し付与 

Ⅲ-2.3 巡回連絡の実施状況の記録の保管 ● ● ● ◎ ● ● 管内の 50％実施済み 

Ⅲ-2.4 インテグラ・パトロール，学校パトロールに関する記録 ● ● ◎ ● ● ● 中隊対応（報告あり） 

Ⅲ-2.5 交番以外の活動との連携に関する記録 ● ◎ ● ● ● ● 中隊対応（報告あり） 

Ⅲ-2.6 ＰＣの運用に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（PC運用記録）で対応

Ⅲ-2.7 福祉活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-3  通報事案に関する記録 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅲ-3.1 事件・事故の受理・対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.2 緊急通報（190 番）対応に関する記録 ● ● ● ◎ ● ● 基本書式（勤務記録）で対応 

Ⅲ-3.3 保留事案に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-4  被害者の支援に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 被害者支援記録あり 

Ⅲ-5  相談に関する記録 0 1 2 ③ 4 5 個別相談記録あり 

Ⅲ-6  地域との連携に関する記録 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅲ-6.1 交番連絡協議会に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

Ⅲ-6.2 その他の協働活動に関する記録 ● ● ● ◎ ● ●  

記

録

関

係 

小計 18／30  

Ⅳ-1  装備資機材の管理・保管状況 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅳ-2  勤務員の服装・規律・士気 0 1 2 ③ 4 5  

Ⅳ-3  防災に関する状況（建物内外の状況，非常持出し指定等） 0 ① 2 3 4 5 消化器，非常出口等が未整備 

Ⅳ-4  勤務員の創意工夫 0 1 2 ③ 4 5 勤務員が総じてベテラン 

そ

の

他 

小計 10／20  

合計 55／100  

158



福 祉 活 動 の 状 況 

恵まれない子供たちを対象に，クリスマスのイベントを企画。当初は 150 人程度が対象であったが，現在は約 3,500 人を対象としている。 

原資は，管内の銀行，企業，個人からの寄付によるが，警察官が巡回連絡等を通じてイベントの内容を通知し，募金の回収はコンセーギが行い，

警察は資金の回収・執行にはかかわらず，透明性を確保するように努めている。 

管内には公私立学校が８校あり，BCS による福祉活動の一環として，勤務員の中で演劇の経験のある者が，劇の指導を行っている他，ホーム 

レスの援助を行っているNPO との情報交換・提供を続けている。 

地域の特性として，高齢の居住者が多く，健康に関する情報について関心が高いことから，デング熱流行速報など，交番の広報紙とは別に作成

して配布・掲示をしている。 

交番の広報紙の発行は，３ヶ月に一度と，他のBCS と比較すると頻度が低く，発行の度ごとに用紙等の確保の為に地域からの協力を得ている 

とから，発行部数にもかなりのばらつきがあり，発行そのものが定期的とならない場合もある。 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項 

犯罪発生状況や相談受理内容の分析と，管内の実態把握を通じて得られた情報を基本として，問題の多い地域（受持区）に経験を積んだ勤務員

を配置している。問題が多いとは，単に事件発生等が多いというだけではなく，街灯が少なく夜に暗くなる道等も含んでおり，防犯的な活動も

兼ねている。 

プロジェクト開始前の 1997 年から巡回連絡に近い形での活動は始めている。プロジェクト開始後，巡回連絡の基本様式が定められたことから，

所定の様式を使用して記録を行っている。管内での実施率は約 50％で，効率よく進んでいる。 

BCS では，基本書式以外に，勤務シフトごとに各種活動での取り扱い件数等をまとめた一覧表を作成するなど，軍曹（交番長）の日本研修での

経験を生かしたリーダーシップが随所に発揮されている。この活動内容の一覧表は基本書式に含まれてはいないが，今後，勤務員の実績管理に

は欠かすことのできない書式であろう。 

現在の基本書式が制定される前から，ある程度類似した記録方法をBCS で行っていたことから，現在の基本書式に移行した際も大きな戸惑い 

はなく，他のBCS よりも勤務員全員スムーズに書類の作成を，記録を行っている。 

 

 

 

 

 

氏名・フリガナ 性別 階  級 職  名 勤務年数

 ブリテス 

 Brites 
男性 三等軍曹 交番長 年

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

 
M F 

  
年

 

対

象

勤

務

員 

 
M F 

  
年
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BCS ごとの「良好点」，「改善を要する点」，「全体評価」 

 

① 交番形式： Campo Grande カンポ・グランデ 1. 周辺環境 中低所得者が多く居住する住宅地域 

 
2. 良好点 

地域自治会等と恊働して，福祉活動を積極的に行っている。BCS において複数の地域団体の意見を取りまとめ調整

するなど地域のリーダーとしても機能しており，その結果，地域住民の警察への親近感が増している。 

 
3. 改善を要する点 

追加指定のBCS であり，巡回連絡の実施率等の向上，基本書式の作成の徹底と事件・事故等の統計資料の充実と活

用が望まれる。BCS の本来目的である地域治安の安定のために具体的な犯罪対策を組織的に実施すべきである。 

 
4. 全体評価 

追加指定 BCS のため，活動の遅れは否めないが，基本書式による記録・保管は確実に行われている。パトロールカ

ードを活用した警らなど工夫も見られる。福祉活動にやや偏った感があり，防犯活動を活発化すべき。 

 

② 交番形式： Rotary ホタリー 1. 周辺環境 比較的富裕層の多い住宅・商業地域 

 
2. 良好点 

BCS に対する地域住民のサポートは他のBCS と比較しても強力であり， プロジェクトの実施により，大きく変貌し

た BCS である。各種勤務は交番長（軍曹）の指揮のもと，適切に実施されている。 

 
3. 改善を要する点 

集合住宅形式の建物が多くあり，居住者に対するアクセスが困難な場所もある。広報紙の個別配布や，各種集会へ

の参加を促すなど，現在の広報手法にもう一工夫が必要。 

 
4. 全体評価 

先行 BCS の代表的存在であり，地域住民の協力も強い。繁華街近くにあることから，管内居住者は地域治安の変化

に敏感で，BCS 活動の変化も冷静に観察している。より地域との情報交換を強化しながら活動を継続すべき。 

 

③ 交番形式： Casa Blanca カサ・ブランカ 1. 周辺環境 住宅地域（定着），農業地域 

 
2. 良好点 

コンセーギはないが，日系人も多く BCS 活動に共感・協力する住民が多い。他のBCS も同様であるが，交番長（軍

曹）の意識が極めて高く，強いリーダーシップを発揮し，BCS が住民の立ち寄り場所にもなっている。 

 
3. 改善を要する点 

追加指定 BCS であり，巡回連絡の実施率，広報紙の発行回数が低調。基本書式に関しても，利用開始から間がなく，

記録，保管及び犯罪情報の分析に伴う警察活動の実施に関して中隊担当者の指導強化が必要。 

 
4. 全体評価 

サンパウロの東に隣接するスザーノ市にあり，農地が広がる比較的のどかな地域であるが，侵入盗等の窃盗犯が多

い等地域特性が顕著である。犯罪防止活動を強化することでよりBCS 活動の幅が広がるのではないか。 

 

④ 交番形式： Vila Gumercindo ビラ・グメルシンド 1. 周辺環境 集合住宅，学校，個人商店が多い住宅地域 

 
2. 良好点 

受持区の設定，勤務員指導，より効果的な警らの方法に交番長のリーダーシップが発揮されている。勤務員の適正

配置に関する中隊の理解もあり，目立たないながら確実な勤務の継続を目指している。 

 
3. 改善を要する点 

集合住宅に対する巡回連絡において，管理人・警備員の把握のみに留まっている住居が多い。交番速報等の広範な

配布や，各種集会への参加を呼びかけるなど，理解をより得るための広報活動に一工夫が必要。 

 
4. 全体評価 

交番長は日本研修での成果を確実に日常業務に移転している。以前は遅かった事件対応も改善され，住民が警察官

個々の名前を知って親近感を持ち訪ねて来るなど徐々にではあるが，地道かつ確実な仕事ぶりは評価に値する。 

 

⑤ 交番形式： Belem ベレン 1. 周辺環境 高齢者層が多く居住する商業・住宅地域 

 
2. 良好点 

地域コンセーギにより建設されたBCS。1997 年から今の形に近いBCS 活動を継続していることから，地域住民の理

解があり，勤務員も交番長（軍曹）以下，活動の内容を良く理解して，各自が自信を持って勤務している。 

 
3. 改善を要する点 

ベレン BCS に限った事項ではないが，中隊への報告に関する規定が明確ではなく，BCS ごとの活動内容を把握する

ために必要なデーターの記録・報告が行われていない。 

 
4. 全体評価 

先行 BCS の中でもプロジェクト開始前から試験的に地域警察活動を展開している先駆的な BCS で，交番長からの要

請によりシフトに女性警察官を入れる等，地域特性に配慮した配置も良好で，中隊長，大隊長の理解も深い。 
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各チェック項目について 

 

分類Ⅰ：管内実態把握 

 

Ⅰ-１：地域の地形，交通網，危険個所の把握状況（地図等の作成） 

本項目についてBCSごとのばらつきは少なく，概ね良好に実施されていると思われるものの，

BCS に設置されている管内地図の内容については総じて不十分であり，更に改善・指導が必

要と思われる。 

また，管内地図以外の，事件・事故発生マップについて，事件（犯罪）発生状況を示す地図

の作製は殆どの BCS で行われていたものの，交通事故の発生状況を示すマップが作成されて

いる BCS はなかった。加えて，事件（犯罪）発生状況を示す地図についても，統一した様式・

方式が定められていないためか，表示の方法等が BCS ごとに異なっている。 

更に，管内の危険個所の有無について質問したところ，いずれの BCS においても「特に危険

な場所はない」とするものの，管内に流れている河川堤防からの児童の転落や，老齢者には

横断が不自由な車線数の多い道路に設置された横断歩道等，日本的に見れば充分に危険個所

と思われる場所があるにもかかわらず，示されはしなかった。このような点については，管

内実態の把握という，地域警察活動の根幹の活動に関するきめ細かい教養資料（教科書的な

もの）を用意し，一般的あるいは日常的に見れば危険ではない場所が，天候や年齢等によっ

ては危険になること等を具体的に指導すべきである。 

 

Ⅰ-２：管内居住実態の把握状況 

本項目については，いずれの BCS も概ねの管内居住実態の特徴，住民数の質問には即答でき

たが，逆に所帯数の質問に即答した BCS はなかった。管内の事業所・所帯数の把握は，管内

実態把握における基礎事項の一つであり，事業所数・所帯数の把握が巡回連絡の実施実績の

一つとも言えることから，同じく管内実態把握の重要な項目の一つである前記Ⅰ-1の事項と

併せて，管内居住実態の把握に関して具体的に必要な項目とその重要性を示した指導要領と

ガイドラインが必要と思われる。 

 

Ⅰ-3：受持区の把握（所帯数，範囲の妥当性） 

受持区については，訪問した全ての BCS において，BCS の所管区と勤務員が担当する受持区

の指定が行われていたが，BCS 所管区の設定の基準は，作戦マトリクスが実施される前に，

機動警らを担当する PC の受持区として定められていた２平方㎞を BCS の所管区として割り

当てている。また，勤務員に指定されている受持区については，ブロック（区画）で指定し

ている BCS が殆どであるが，カンポ・グランデのように通りごとに指定している BCS もある。 

この，一律２平方㎞とする所管区の指定方法や，受持区の区分については，今後の管轄区域

内の土地開発等の状況に応じて，適宜柔軟に対応する必要があることから，所管区の指定に

ついて，基準となる面積や所帯数（人口）を示したガイドラインを設定すべきであろう。 

また，巡回連絡等の基準となる受持区の指定については，ブロック（区画，あるいは面）を

単位とすべきか，通りごとに単位とすべきかは，現在各 BCS において実施されている現状を

把握，分析し，いずれは一定の基準を示すべきである。この受持区を面で捉えるか線で捉え
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るかについては，他国で行われている地域警察活動に関するプロジェクトにおいても概念が

定まっていない。そもそも日本のように××町△△丁目というような住居表示方法を採用し

ている国は少なく，多くの諸外国では××通り△△番地という住居表示が一般的である。タ

イ王国のように大通りの北側の路地には奇数番号，南側の路地には偶数番号というような判

りやすい設定が行われていれば区分も容易かと思われるが，固有の通り名に加えて建設され

た順番に住居番号が付与されていた場合等は通りごとの割当てでは混乱を来すことも考え

られるが，現時点では一概にどちらかに規定する必要はなく，現状を試行期間とし，その地

に合った手段・方法を決めるべきである。 

 

Ⅰ-4：統計資料の作成状況（犯罪発生・検挙状況） 

本項目について，それぞれの管内での事件（犯罪）発生については，いずれの BCS において

も発生状況を把握して発生マップの作成が試みられていたが，一部の BCS で「犯罪発生の統

計データーについては中隊から連絡を受けている」との回答があった。いずれ地域警察活動

が広範囲に展開されることが前提である以上，日本の警察署的な立場にある中隊，あるいは

方面本部的な大隊において，管轄地域内での犯罪発生状況を俯瞰的に把握するための統一さ

れた犯罪発生件数からの状況分析は重要な手段となることから，事案受理後の実質的な捜査

を担当する文民警察との協議（意見交換）も行って，適切な手法を用いる必要がある。 

 

Ⅰ-5：交通事故の発生，取締り状況 

いずれの BCS においても，交通事故発生の届け出については，基本書式を用いて記録されて

おり，その場でパソコンを用いて事故受理証明を発行している BCS もあるが，交通事故の発

生状況の把握，事故の分析が行われている BCS は少ない。今後，高齢者・児童等の保護活動

を考える上で，交通事故の未然防止は一つの柱になり得るものであり，管内の交通事故，違

反状況を把握した上で，現在，BCS で行われている基本活動に加えて歩行者の多い時間帯に

おける交通監視や交通保護立番を活動の一要素に加えることも効果的ではないかと思われ

る。 

 

分類Ⅱ：交番活動状況 

 

Ⅱ-1：通報事案の処理状況 

本項目は，BCS への事案・事件通報処理の状況，及びその内容の記録状況について調査した。

概ねいずれの BCS においても，作戦マトリクス実施に伴い制定された基本書式を用いて記録

されており，問題はない。通報の方法については，日本の 110 番に相当する 190 番による通

報よりも，BCS に設置されている加入電話への直接通報が比較的多いようであるが，今後は，

事案の軽重によって BCS に対する加入電話等による直接通報受理後の対応方法（中隊へ受理

概要の即報，通信指令室への連絡と応援態勢の確保）を整備して，BCS 限りでの対応ではな

く，組織として事件に対応する体制と習慣を制度化する必要がある。 

 

Ⅱ-2：遺失物・拾得物の取り扱い状況 

遺失物・拾得物に関しては，日本と異なりその処理手続きは郵便局で行われることとなって
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いる。そのため，警察（BCS）はあくまでも一時的に預かる場でしかなく，基本書式にも遺

失・拾得物に関する書式は定められていない。今回訪問した BCS の多くでは交番長が日本の

交番での研修の際に得た知見を活かして，独自に拾得物処理のための書式を設定し，その処

理に誤りのないように配慮しているところもあった。将来的には，特に拾得物の処理におい

て，その物品の内容によっては，BCS での紛失などが疑われた場合に大きな紛議になること

も考えられる。必要以上に BCS での活動に関する基本書式を増やすことは，事務負担を増す

だけで効果的ではないところ，現行の書式を活用し取り扱い日時，担当者を明記した記録方

法を制度化すべきである。 

 

Ⅱ-3：広報紙の作成，内容，配布状況 

広報紙の作成は全ての BCS で積極的に行われ，地域住民からの反応も良い。それぞれが地域

の特色を生かしながら，防犯に関するニュースや，BCS でのトピック等，読み手の意識を考

えた記事を載せており，その内容の充実度は総じて高い。発行の頻度や部数に BCS ごとのば

らつきがあるが，いずれの BCS においても，発行部数に応じた効果的な配布先の選定や，イ

ンターネットを利用した電子データーでの配布等，相応の努力がなされており，今後も現在

の状況をより発展させ，定期的に継続した発行を行ってゆくべきである。 

 

Ⅱ-4：掲示板等の広報媒体の設置・活用状況 

今回訪問した全ての BCS で掲示板が設置されている。いずれも BCS 敷地内で建物に近接した

場所にあり，殆どの BCS において設置場所，方向等は良好であったが，一部の BCS において

特定の方向からしか視認できない向きに設置されていた。掲示されている広報資料は，広報

紙や福祉活動の内容や結果，あるいは行方不明人の発見通報依頼等で，視察中にも立ち止ま

って見入る歩行者もいた。今後も掲示板を効果的に活用する事に加えて，開閉レール部分の

掃除や注油，本体の錆び落としなどのメインテナンスを心がける必要がある。また，いずれ

の BCS においても，掲示板のスライド・ガラスに鍵がない点が日本と異なるが，必要性があ

れば設置すべきである。 

 

Ⅱ-5：地域住民，民間協力団体との連携活動状況 

地域を取りまとめる代表的な団体はコンセーギであり，一部の BCS は，その地域のコンセー

ギの寄付により建設されている。しかし，コンセーギそのものは行政による主導で設置され

ている団体で，全面的に警察が主体として活動を実施することが困難である地域も多く，一

部の BCS では，管内にコンセーギが組織されていない所もある。しかしながら，いずれの BCS

においても，コンセーギ，あるいは地域に以前からある住民組織や，BCS を地域の治安拠点

として警察活動を支えようという自主的組織が結成されている。これらの地域住民組織・団

体との関係は総じて良好であり，BCS と協働して福祉活動などが積極的に行われている。ま

た，BCS の交番長，勤務員も，これらの住民組織・団体との良好な関係維持の重要性は深く

認識している。今後は，現状の住民組織・団体との良好な関係を維持し，相互の情報交換を

活発化させると同時に，現在のこれらの組織・団体ではカバーできていない地区での組織化

を行うことが必要である。 

ブラジルでは，日本のように警察官と地域住民の合同パトロールは法的に規制があり実施が
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困難であるが，BCS ベレンでは「一緒にパトロールすることはできないが，日本で見た防犯

キャンペーンのような，街頭でチラシ等を配布して協力を呼びかける活動は可能と思ってい

る。難しいが何とかやってみたい。」という意見もあった。 

 

分類Ⅲ：記録関係 

 

Ⅲ-1：教養・指示等に関する記録 

幹部による教養，指示，巡視に関する記録は，いずれの BCS においても所定の基本書式を用

いて記録化されていた。BCS では交番長が中隊からの指示等の重要事項を部下に伝達する立

場にあることから，交番長がどのように具体的な指示を行っているかを，中隊に所属する幹

部が確認してゆく必要がある。今回は確認できていないが，BCS にある巡視記録に対応した

「巡視実施記録」があるはずであり，記録化されていることと思料するが，巡視時の確認だ

けでなく，定期・不定期に交番長を中隊へ招集する等しての会議や，個別面接等，現場活動

でも最も核となる交番長クラスの継続的な意識強化を図ってゆく必要がある。 

 

Ⅲ-2：交番での活動の実施状況に関する記録 

交番活動に関する記録については，基本書式で概ねカバーされている。今後，活動の充実・

拡大に応じて書式の統廃合，あるいは新規書式の追加の必要性が考えられるが，前述のとお

り，むやみに書式を増やすのではなく，現行の書式の記載方法の指定，項目の追加等，合理

的な方法を用いて事務処理負担を増やすことなく，本来の BCS 活動に専従できる形での書式

変更が望ましい。 

基本書式では，作戦マトリクスの活動単位である「インテグラ・パトロール」，「学校パトロ

ール」等の地域警察活動以外の活動との連携に関する書式がないが，BCS がこれら作戦マト

リクスで規定された活動の地域拠点として活用することも効果的かと思われるため，その他

の活動の実施状況や配置場所などの情報を BCS で共有して BCSでの活動との連携を図ってゆ

く必要があるのではないかと思料する。 

 

Ⅲ-3：通報事案に関する記録 

本項目についても，基本書式により概ね網羅されており，今回訪問した BCS 全てにおいて，

同書式による記録が行われていたが，個々の事案に関しての記載内容（事項）についてまで

は確認していない。記載が確実に行われているか，また，記載内容が適切であるかについて

は，各 BCS の交番長の指導を重ねると同時に，中隊の担当者による巡視，適宜の業務指導を

行い，充実を図ってゆく必要がある。 

 

Ⅲ-4：被害者の支援に関する記録 

被害者支援に関しては，いずれの BCS においても記録化が図られおり，良好な対応が実施さ

れていた。被害者支援は，地域社会における警察の信頼と信用を高める上で極めて効果的と

思われるところ，今後，定期的に被害者支援月間を設定したり，被害者支援担当官を設定し

たりする等して，より充実させてゆくことが望ましい。 
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Ⅲ-5：相談に関する記録 

本項目についても，いずれの BCS においても交通事故届け等の事案（事件）通報とは区別し

て記録・保管が行われていた点は良好である。BCS グルメシンドでは，前記の「被害者の支

援に関する記録」と「警察相談に関する記録」については，個人情報が多く含まれ，安易に

その内容が知られることにより，被害者・通報者に危険が加わるとのきめ細かい配慮から，

交番長がこれら情報を一括して責任管理する体制をとっている。警察相談の中には，家庭内

暴力等の犯罪の端緒となる情報が含まれている場合も多いことから，今後は，警察相談だけ

ではなく，BCS 活動を通じて勤務員が知り得た情報を報告する A4１枚の様式を用いた申報制

度（活動報告）の必要性も考慮するべきではないか。 

 

Ⅲ-6：地域との連携に関する記録 

本項目について特化した基本書式は制定されていないものの，いずれの BCS においても地域

団体等との連携活動（福祉活動を含む）を行う起案段階からの一連の書類を記録・保管して

おり問題はない。今後は，これらの活動により得られた教訓や反省，計画・実施段階での注

意点や良好点等を中隊単位で吸い上げ，他の BCS での活動において活用できる体制が必要で

ある。 

 

分類Ⅳ：その他 

 

Ⅳ-1：装備資機材の管理・保管状況 

いずれの BCS においても，BCS 備え付けの備品に関しては概ね良好に管理・活用されている

と感じたが，基本書式の簿冊管理を見ると，施錠される場所に保管しているところと無施錠

の場所に保管している（交番長室を含む）場所というようにばらつきが見られた。BCS 保管

簿冊は，いずれも警察活動における記録であり，基本的に保秘が必要となる内容と思料する

ところ，これら簿冊の保管方法について均一な基準を設けるべきである。 

 

Ⅳ-2：勤務員の服装・規律・士気 

勤務員の服装や態度は，全ての BCS で日本の平均的な交番勤務員のそれよりも，むしろ良好

ではないかと思われた。特に BCS 前での立番に当たっている男女勤務員の態度は堂々として

おり，周囲や通行人にも気を配る等，警察官として模範にすべき状況である。日本からの視

察が来るから準備したのではという想像もできるが，道行く通行人が立番中の警察官と気軽

に挨拶を交わしたり，地理教示を受けたりしていること等を見ると，付け焼き刃的なもので

はないことが判る。今後もこのような規律正しい服装・態度を是非続けて頂きたい。 

 

Ⅳ-3：防災に関する状況（建物内外の状況，非常持ち出し指定等） 

本項目に関しては，直接 BCS の活動内容に直結する項目ではないが，今後，軍警において検

討し，改善の必要があれば対応する必要がある。防災面で見れば訪問した BCS において一見

して判る場所に消火器の配備がなく，また，BCS の出入り口が一箇所だけである等，改善す

べき点が見受けられる。 
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Ⅳ-4：勤務員の創意工夫 

いずれの BCS においても，警察軍曹クラスの交番長のアイデアを活かした活動が行われてい

る。今回訪問した BCS においても，日本での研修を受けた交番長が，日本で得た知見をブラ

ジル式にアレンジしながら試行錯誤を繰り返し実体化してゆこうとする積極的な態度が見

られた。しかし，交番長の構想を勤務員が充分理解しているかについては，やや疑問に思わ

れることもあったことから，中隊でも BCS 交番長との意見交換を密に行い，BCS が一体とな

って活動できるような支援を行うべきである。 

 

166



 

 1

対象者別質問事項 

 

以下、想定している対象者 

I．プロジェクトマネージャー（ブランダウン CPC 司令官） 

 

II．専門委員会（Working Group の別名あり）のメンバーとその長であるカストロ中佐＝

作戦企画課長（委員会を構成する中隊長らであり各パイロット地区の中隊長を中心メンバ

ーとした軍警察幹部、を統括し管理するポスト） 

 

III．警察学校の「地域警察活動」に関する授業を行っている、あるいは管理している立場

にある教官（２と重なる場合は、省略） 

 

IV．先行パイロット BCS（BCS 所長/BCS 勤務員） 

  注参照 

V．後発パイロット BCS（BCS 所長/BCS 勤務員） 

 

VI．住民代表：【住民代表は、コンセーギが機能しているところは、コンセーギの代表。そ

れ以外は交番連絡協議会の住民代表としたいが、連絡協議会が存在しない場合については、

だれに聞くべきかについては現地にて要相談】 

 

 

VII．日本人長期専門家（現在派遣中） 

 

 

注： 

視察するパイロット BCS の選択に関して：実際に視察する BCS 数は 3～4程度になると考え

ています。従いまして視察先選定に関して、以下の 2 つのオプションがありますが、現実的

にはオプション（２）になると考えます。 

オプション（１）：グッドプラクティスとその反対例の比較：現地のプロジェクト

関係者が特に「よく成果が出ている」と感じている BCS と「厳しい・・・」と感じ

ているところをそれぞれ一つずつ視察し比較分析することで、何が成功のキーであ

り、何が交番制度の強化普及の壁になりうるのかについて見出すことを試みる。 

しかしながら、この悪い例の方を推薦していただき訪問することはなかなか現実

（倫理上も）困難であり、実際にはオプション（２）となることが多いです。今回、

それで十分だと判断します。 

オプション（２）：グッドプラクティスのみ：よく頑張っている、改善が著しい、

という BCS の上位から選んで、何が成功のキーかを見出だすことを試みる。そこで

の聞き取りから、グッドプラクティス拡大に関する意見を聞く。 
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I. プロジェクトマネージャー（ブランダウン CPC 司令官） 

 

基本的には、評価グリッドに沿って全項目について確認するが、以下の点については、特に

詳細に伺いたい。 

 

上位目標達成見込み 

１．2013 年までに、サン・パウロ州全土で交番制度が拡大して、地域警察活動が実施され

る（指標）という状況が具現化すると思いますか。もし、そのように感じる場合は、その根

拠を示してお話下さい。 

 

プロジェクト目標達成の見込み 

２．外部条件達成のための外部条件として「サン・パウロ州政府の強いコミットメント」が

必要であることが示されていますが、これ（強いコミットメント）は存在すると判断します

か？また、その根拠を教えて下さい。 

３．プロジェクト目標達成の見込みに関して、プロジェクト側からの報告書に「サン・パウ

ロの現実に即した交番システムの強化が見込まれる」と最新報告されてきていますが、サ

ン・パウロの現実に即するということが、具体的にはどういうことか、根拠を示してお話頂

けませんでしょうか。 

４．交番運用マニュアル（例えば、地域警察活動の根幹をなす巡回連絡の実施要領に関する

詳細マニュアルなど）は、準備が進んでいますか。 

５．サン・パウロにおいてプロジェクト終了後も自立発展的に実施していくことのできる交

番モニタリングができつつあると判断されますか。具体的な根拠を示してお話下さい。 

６．「交番活動チェックリスト」は活用されていますか。また、この形が BCS の普及拡大の

流れで活かされていくとお考えですか。 

７．交番活動チェックリストの 5段階評価は、判断して記入する際、判断の根拠となるなん

らかの目安（より客観性を高めるための判断基準）は別途示されていますか。 

８．首都警察と大 SP 圏警察と地方警察との間で定期的な協議をするメカニズムはあります

か。交番制度をより経験値の高い首都警察からそれ以外の組織に拡大するにあたり、何かコ

ミュニケーション上の課題はありますか。 

９．プロジェクト管理のために PDM を日常的に参照していますか。 

 

自立発展性確保に向けて 

１０．太田短期専門家が提言した以下の点について、何らかのアクションを起こしています

か。 

 （１）日本での研修を終了した者のセミナー講師としての活用 

 （２）指導員制度の採用 

 （３）地域警察指導官等の育成と積極的運用 

 （４）地域リーダー（警察と住民のパイプ役）の選出・活用 

 （５）コンセーギに対する教養 

 （６）住民との合同パトロール 

 （７）交番協議会の結成 

１１．合同調整委員会の開催状況について教えて下さい。開催されていない場合は、その理

由。 

１２．専門委員会は、プロジェクト目標達成に貢献したとお考えですか。もし、そうだとす

ると、具体的にどのような活動、あるいは機能が貢献したと言えるのでしょうか。また、プ

ロジェクト期間終了後にどのように拡大普及に貢献することができると思いますか。
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II. 専門委員会（Working Group）メンバーとその長であるカストロ中佐＝作戦企画課長（委

員会を構成する中隊長らであり各パイロット地区の中隊長を中心メンバーとした軍警察幹部、

を統括し管理するポスト） 

 

上位目標達成見込み 

１．2013 年までに、サン・パウロ州全土で交番制度が拡大して、地域警察活動が実施され

る（指標）という状況が具現化すると思いますか。もし、そのように感じる場合は、その根

拠を示してお話下さい。 

 

プロジェクト目標達成の見込み 

２．プロジェクト目標達成の見込みに関して、プロジェクト側からの報告書に「サン・パウ

ロの現実に即した交番システムの強化が見込まれる」と最新報告されてきていますが、サ

ン・パウロの現実に即するということが、具体的にはどういうことか、根拠を示してお話頂

けませんでしょうか。 

 

３．交番運用マニュアル（例えば、地域警察活動の根幹をなす巡回連絡の実施要領に関する

詳細マニュアルなど）は、準備が進んでいますか。 

 

４．サン・パウロにおいてプロジェクト終了後も自立発展的に実施していくことのできる交

番モニタリングができつつあると判断されますか。具体的な根拠を示してお話下さい。 

 

５．「交番活動チェックリスト」は活用されていますか。また、この形が交番の普及拡大の

流れで活かされていくとお考えですか。 

 

６．交番活動チェックリストの 5段階評価は、判断して記入する際、判断の根拠となるなん

らかの目安（より客観性を高めるための判断基準）は別途示されていますか。 

 

７．皆さんの構成する専門委員会は、プロジェクト目標達成に貢献したとお考えですか。も

し、そうだとすると、具体的にどのような活動、あるいは機能が貢献したと言えるのでしょ

うか。また、プロジェクト期間終了後にどのように拡大普及に貢献することができると思い

ますか。 

 

８．プロジェクト管理のために PDM を日常的に参照していますか。 
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III. 警察学校の「地域警察活動」に関する授業を行っている、あるいは管理している立場

にある教官（Iや II と重なる場合は、省略） 

 

１．警察学校であなたが教える際、「地域警察活動」という教科そのものが存在した方がい

いと思いますか。 

 

２．あなたが、地域警察活動に関して教える際、どの程度の自信をもって行うことができま

すか。 

 

３．先行パイロット BCS 関係者が後発パイロット BCS に、経験やノウハウを「伝える・教え

る・指導助言する」際に何が困難な点だとお考えですか。 

 

４．経験やノウハウを「伝える・教える・指導助言する」ということに関して、以下の具体

的なアイデアに関してご意見があれば教えて下さい。 

（１）日本での研修を終了した者のセミナー講師としての活用 

（２）指導員制度の採用 

（３）地域警察指導官等の育成と積極的運用 

（４）地域リーダー（警察と住民のパイプ役）の選出・活用 

（５）コンセーギに対する教養 

（６）住民との合同パトロール 

（７）交番協議会の結成 
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IV. 先行パイロット BCS（BCS 所長/BCS 勤務員）に対して 

 

１． このような（あなたの今勤務するような）BCS というものが他の地域の皆さんのため

にもあった方がいいと思いますか。 

 

２．パイロット BCS として今年 4月に、さらに 12 の BCS がパイロット交番に指定され活動を

行っていますが、知っていましたか。それら後発パイロット BCS との関わり（研修で経験を

話したり、視察を受け入れたりなど）は何かありますか。 

 

３．パイロット BCS となったことで、以前と比べて変化したことを教えて下さい。 

 

４．プロジェクトの中でパイロット BCS となり困った（今後の課題、実現が極めて困難な目

標など）ことはありますか。 

 

５．プロジェクトで表現されるパイロット BCS になるために、だれがどのような指導をして

くれましたか。BCS 所長や BCS 勤務員はどのようにパイロット交番になるために学びました

か。 

 

６．交番運用マニュアル（例えば、地域警察活動の根幹をなす巡回連絡の実施要領に関する

詳細マニュアルなど）は、ありますか。 

 

７．もし、現在なければ、そのことで困ったことがありますか。もし、困った時はどのよう

に対処しましたか。 

 

８．「交番活動チェックリスト」は活用していますか。もし、していない場合は、その理由を

教えて下さい。 
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V. 後発パイロット BCS（BCS 所長/BCS 勤務員）に対して 

 

１．このような（あなたの今勤務するような）BCS というものが他の地域の皆さんのために

もあった方がいいと思いますか。 

 

２．パイロット BCS に指定される前に、8 つの先行パイロット BCS について知っていました

か。 

 

３．パイロット BCS となったことで、以前と比べて変化したことを教えて下さい。 

 

４．プロジェクトの中でパイロット BCS となり困ったこと（今後の課題、実現が極めて困難

な目標など）はありますか。 

 

５．プロジェクトで表現されるパイロット BCS になるために、だれがどのような指導をして

くれましたか。BCS 所長や BCS 勤務員はどのようにパイロット BCS になるために学びました

か。 

 

６．交番運用マニュアル（例えば、地域警察活動の根幹をなす巡回連絡の実施要領に関する

詳細マニュアルなど）は、ありますか。 

 

７．もし、現在なければ、そのことで困ったことがありますか。もし、困った時はどのよう

に対処しましたか。 

 

８．「交番活動チェックリスト」は活用していますか。もし、していない場合は、その理由を

教えて下さい。 
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VI. 住民代表 

【住民代表の意見（住民代表は、コンセーギが機能しているところは、コンセーギの代表。

それ以外は BCS 連絡協議会の住民代表としたいが、連絡協議会が存在しない場合については、

だれに聞くべきかについては現地にて要相談）】 

 

１． あなたは、地域の BCS とどのような共同活動を行っていますか。 

 

２． その活動の中で、うれしかったこと（良い経験）があったら教えて下さい。 

 

３． 共同活動に限りませんが、BCS の活動が地域のために役立っていると感じますか。も

し、感じるとしたら具体的にどんな時、ことですか。 

 

４． このような BCS が他の地域の皆さんのためにもあった方がいいと思いますか。 

 

５． 自分自身はどの程度 BCS との活動に参加していると思いますか。 

 

６． コンセーギなどと BCS の関わりはもっと密な方がいいですか。 
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VII. 日本人専門家 

 

基本的には、評価グリッドに沿って全項目について確認するが、以下の点については、特に

詳細に伺いたい。 

 

上位目標達成見込み 

１．2013 年までに、サン・パウロ州全土で交番制度が拡大して、地域警察活動が実施され

る（指標）という状況が具現化すると思いますか。もし、そのように感じる場合は、その根

拠を示してお話下さい。 

 

プロジェクト目標達成の見込み 

２．プロジェクト目標達成の見込みに関して、プロジェクト側からの報告書に「サン・パウ

ロの現実に即した交番システムの強化が見込まれる」と最新報告されてきサン・パウロの現

実に即するということが、具体的にはどういうことか、根拠を示してお話頂けませんでしょ

うか。 

３．交番運用マニュアル（例えば、地域警察活動の根幹をなす巡回連絡の実施要領に関する

詳細マニュアルなど）は、準備が進んでいますか。 

４．サン・パウロにおいてプロジェクト終了後も自立発展的に実施していくことのできる交

番モニタリングができつつあると判断されますか。具体的な根拠を示してお話下さい。 

５．「交番活動チェックリスト」は活用されていますか。また、この形が交番の普及拡大の

流れで活かされていくとお考えですか。 

６．交番活動チェックリストの 5段階評価は、判断して記入する際、判断の根拠となるなん

らかの目安（より客観性を高めるための判断基準）は別途示されていますか。 

７．プロジェクト管理のために PDM は日常的に参照されていると思いますか。 

８．PDM 上の指標は、カウンターパートと目標値として共有できていると思いますか。 

９．首都警察と大 SP 圏警察と地方警察との間で定期的な協議をするメカニズムはあります

か。交番制度をより経験値の高い首都警察からそれ以外の組織に拡大するにあたり、何かコ

ミュニケーション上の課題はありますか。 

１０．日本人長期専門家として 1名が常駐することで、プロジェクト目標達成に関して何ら

かの困難を感じましたか。 

 

自立発展性確保に向けて 

１１．太田短期専門家が提言した以下の点について、何らかのアクションを起こしています

か。 

 （１）日本での研修を終了した者のセミナー講師としての活用 

 （２）指導員制度の採用 

 （３）地域警察指導官等の育成と積極的運用 

 （４）地域リーダー（警察と住民のパイプ役）の選出・活用 

 （５）コンセーギに対する教養 

 （６）住民との合同パトロール 

 （７）交番協議会の結成 

１２．専門委員会は、プロジェクト目標達成に貢献したとお考えですか。もし、そうだとす

ると、具体的にどのような活動、あるいは機能が貢献したと言えるのでしょうか。また、プ

ロジェクト期間終了後にどのように拡大普及に貢献することができると思いますか。 
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パイロット BCS 訪問時聞き取り回答 

 

視察第一日目：11 月 30 日（金） 

１． カンポ・グランジ BCS（地方警察管轄下） 住民サポーター 

（商業店主、男性） 10 時 40 分頃より約 20分間 

 自分自身はコンセーギのメンバーではない。コンセーギは、各区域で政治家や教会、

商店主などが構成員となって形成されている。自分はあくまでも BCS のサポーター、

ボランティアとして来ている。 

 25 年間ほど存在している清掃用品を販売する店を 8 年前からオーナーとして経営し

ている。BCS との関係は、5 年ほど前からだ。すでに、8年前に BCS はあったらしい

が、それほど認識がなかった。しかし、5年位前からは、BCS 側がアプローチしてき

た。 

 当 BCS が本年 2007 年 4月からプロジェクトのパイロット BCS となったことにより、

自転車パトロールが実施されたり、住民との接触が増えてより身近になり、州軍警察

のイメージがアップした。 

 BCS のニュースレターを店に置いて配布している。これは、自分を含む 5人のリーダ

ー（住民サポーター）が、各自コピーして配布するものだ。住民も関心を持ってくれ

ている。ニュースレターはこれまでに 1回だけだが、ニュースレターよりも簡易なフ

ライヤーなどはさらに頻繁に配布している。また、店の掲示板にニュースレターを貼

り付けているが、だれもやぶったりせず読んでいる。 

 BCS との打ち合わせ（会合）などに参加することはそれほどないが、BCS 所長がお店

に回ってきてくれた時、色々話を聞いている。 

 自転車でのパトロールは毎日行っている。特に、給料の運搬日は頻繁にやってくれて

いる。 

 日本文化のことでも影響を受けている。2008 年に移住 100 年祭を迎えるが、日本が

好きである。 

 

女性（職業は未確認）10 時 40 分頃～11時 20 分頃まで 

女性（弁護士） 10 時 40 分頃～11 時 20 分頃まで（上記女性と同時にインタビュー） 

 住民との共同活動としては、自転車サイクリング（警官も一緒に参加）、貧しい子ど

もたちへのクリスマス・ギフト、安全キャンペーン、ミニ・ジャパン・フェスティバ

ル（料理を出したり、民芸品を売ったり、歌や踊りを楽しむ）などを実施している。 

 1 年前から BCS への協力が始まったが、きっかけは、巡回連絡（自宅や事務所）に来

てくれたことだ。 

 以前の BCS のイメージは「問題があった時に行く」というものであったが、今は、警

察と住民との壁がとれたという印象。 

 各イベントにていつもうれしい思いをしているが、老人（厚生）ホームで JICA ボラ

ンティアが入って福祉活動をしており、その活動では喜ばしいことを多く経験する。 

 

２． カンポ・グランジ BCS（地方警察管轄下） BCS 勤務員 

（男性） 11 時半から約 20 分間 

 現在部署に勤務して約 3年半。学校を卒業したあと、大隊に配属され、その後この

BCS に配属された。 

 本プロジェクトのパイロット BCS 認定前と後での相違は、次のような点である。まず、

州軍警察からのサポートが大きくなった。日本での研修を BCS 所長が受講し、その際

に学んだことを私たち BCS 勤務員に色々教えてくれる。また、パイロット BCS 以外の
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BCS 関係者や住民にも説明している。書類や、レポートの書き方については、以前は

好きなように書いていたが、現在は決められた書式に記入するようになり、仕事はや

りやすくなった。 

 これらのことについては、地域警察の研修がサンパウロ州としてあるが、2 年半の BCS

勤務を経て、5日間の研修を受講した。 

 巡回連絡は、受け持ち区を設定して行っている。自分は研修を受講したという点では、

BCSで1人目のBCS勤務員だ。その意味から他のBCS勤務員に伝え教える立場にあり、

一生懸命にお手本を示すつもりでやる必要がある。BCS 勤務員は、業務が分業されて

いるわけではなく、自転車パトロールもやれば、巡回指導も行うなど、マルチにでき

ることが求められている。 

 受け持ち区については、通りごとに担当を決めており、自分の担当に関しては、ここ

は電灯が不足して暗いなと気にとめる等、普段から注意をして活動している。 

 BCS 運用マニュアルは、参照している。 

 警察官の業務が好きだ。クリスマスに貧しい子どもたちにギフトを贈るなどの活動は、

警察が住民の味方だという意識を覚醒させ、困った人を助けることができると実感で

きるのでうれしい。 

 BCS勤務員として困ったことは特にないが、しいて言えば、夏にパトロールを行う際、

防弾チョッキを着用しなければならないが、暑くて汗だくになることくらいだ。 

 住民との共同活動の財源は、住民ボランティアから募るだけでなく、企業にも協力し

てもらっている。また、金銭面のみでなく、例えばバス広告にキャンペーンの宣伝を

無料で掲載してもらったり、その広告を印刷会社に無料で請け負ってもらったりする

ことによる協力もある。クリスマスに子どもたちに洋服・靴・おもちゃを入れたギフ

ト袋を贈るなら、具体的に何人分のいくらが必要だという積算をして協力を依頼する。 

 

３． ホタリーBCS（首都圏警察管轄下） 住民サポーター 

（男性） 3 時 35 分から約 30 分間 

 35 年間この地域に住み、仕事は定年で引退しているものの、グラフィックデザイナ

ーなのでまだ一定の仕事はしている。BCS のすぐそば（徒歩 30 秒）に、家も会社も

ある。 

 彼自身は、コンセーギのメンバーでもなければ、ロータリークラブのメンバーでもな

い。BCS を支援する住民ボランティアである。BCS サポーターの住民には、すぐお向

かいの写真店であるマリナさん（日系人）やセシリアさんなど女性もいる。彼女たち

は BCS にお菓子を差し入れてくれたりする。 

 現在は、治安も落ち着き問題も少なくなった（おかま出現も窃盗も減った）ので、昔

ほど頻繁には BCS には集まらないが、必要があれば集まる。 

 問題があった際に、190 番通報するのも良いかもしれないが、身近に BCS があるので

そこに助けを求めていくほうが早い。そのような安心感がある。その意味で、このよ

うな BCS がブラジル全土にあればいいと思う。 

 夫婦けんかでも親身になって聞いてくれるなど、地域警察の BCS が住民に身近になっ

た。 

 BCS とのつながり：35年前に引っ越してきた時は、ここ周辺の環境は大変良かった。

しかしながら、商業的おかまがうろつくなど次第に治安が悪くなり、1994 年にこの

状況を改善するべくPolice Postが設置された。ロータリー広場に認定されるため（図

書館などあり）にはそれを法人格にする必要があった。そこで、地域の住民が銀行や

ロータリークラブの支援を受けてこのような広場（BCS を含む）にした。当時は警察

と市民の壁というものが大きかった。 
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 Police Post 当時は「地域警察」というコンセプトがなかった。当時、警官は 2 名し

か配置されておらず、建物も極めて限定な（狭い）ものであった。しかし、本プロジ

ェクトのパイロット BCS となってからは、建物も増築され、13 名の警官が配備され

（シフト制）、地域警察とは何をすることかを住民に説明してくれるようになった（巡

回連絡を通じて）。当初は、私は個人情報を出すのをためらったが、説明を聞いて納

得して個人情報も出すようになった。また、BCS に立ち寄ってちょっとコーヒーでも

飲んでいこうかという雰囲気になり、BCS と住民との間が縮まった。 

 住民との共同活動としては、ファベーラに住む貧困地域の子どもたちを対象に、歯科

治療を提供、12月に始まるサッカー大会、6月祭り（ブラジルのお祭り）、ブラジル

商業連合の支部と連携したイベントなどがある。ファベーラの子どもたちとの窓口は、

ブエノ大尉が、カサ・ベルデ・ファベーラの連絡役を担ってくれており、子どもたち

をつれてくるバスの手配をしたり世話をしている。イベントで子どもたちを広場につ

れてきた際には、BCS も見学させているので、その存在を知ってくれている。財源は、

ロータリークラブや企業からの寄付金であり、プレゼントはロータリークラブを通じ

て贈る。 

 ホタリー広場にある図書館とも連携している。 

 自転車パトロール用の自転車は、住民の寄付金で購入した。 

 

４． ホタリーBCS（首都圏警察管轄） BCS 勤務員 

（男性） 4 時 20 分から約 15 分間 

 1996 年から現在部署に勤務。「Koban＝BCS」という言葉を始めて聞いたのは、1999 年

～2000 年頃の研修の際に聞いた。そのようなものが導入されるかもしれないという

説明を受けたが、その時点では、まだ内容がわからなかったので、Koban を導入する

ことで良くなるんだろうな、と漠然と感じていたのみであった。 

 しかしながら、実際に Koban を導入して（パイロット BCS となり）以下のような変化

が現れた。Koban から遠く離れたところにも、巡回連絡の結果として自分＝ジ○○○

警官のことを知ってくれるようになり、そのように存在を知ってもらうことで、住民

側から情報を知らせてくれるようになった。また、住人や通行人が尋ねてきてくれる

ようになった（例：夫婦喧嘩をした夫が先に BCS に相談にきて、その夫を諭して帰し

たところ、仲直りした妻があとから感謝の意を表して立ち寄ってくれるなど）。 

 業務上のフォーマットは、使用するようになって 1 年ほどになる。導入前にどのよう

に書き込むかなどの研修があった。 

 BCS 運用マニュアルについては、疑問点があるときなどに参照している。 

 パソコンは、勤務員の自分は使用しない。アドミニストレーション上の業務に使用し

ていることから、主に BCS 所長が使用している。但し、現在、BCS 勤務員２名もパソ

コンへの情報入力方法などの研修を受講中である。 

 当 BCS は当初からのパイロット BCS であり、後発パイロット BCS が行われる時に常に

研修に協力している。ベレンで実習を行う際にも、自分自身が協力（実地に教える）

のため参加し、その後も情報交換を行っている。 

 

視察第二日目：12 月 1日（土） 

５． カサブランカ BCS（大 SP 圏警察管轄下） 住民サポーター 

以下 4 名は 10時 15 分～10 時 50 分まで 

（１） （男性）建設材料の店経営 

 今後の希望としては、現在実施しているようなパトロールを引き続き行ってほしい。 

 日本のように警察と住民の協力を実施できるようになってほしい。 
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（２）（男性）公務員＝スザーノ市商工部元部長、スザーノ文化協会元会長、日系人移住 100

年祭委員会長 

 氏の父がパルメーラ地域に 20 年前土地を寄付してそこに BCS を設置した。 

 自分自身が住んでいるのはカサブランカ BCS の管轄ではなく離れているが、パイロッ

ト BCS ができたことで、検問（車の）を頻繁にやるようになっていると感じる。これ

は治安の改善に貢献していると思う。 

 コメント・質問：パルメーラなど他の地域にも BCS を増やすことはできないか。【回

答は JICA 事務所木村氏及び州軍警察ホビンソン大尉から：州全体に拡大していくこ

とを考えているが、どのような形がサンパウロに適しているのか検討中である。また、

拡大するにあたっては人材育成も伴う必要がある】 

（３）（男性）ビラバホス町会会長 

 ビラバホス町会では毎月 1 回集会があるが、そこにはミルトン軍曹（BCS 所長）は、

毎回来てくれる。当町会は、地域の環境美化のため公園美化運動などを実施している

が、地域住民を団結させることで社会に対して悪いことを行わないという教育的活動

と捉えて実施している。この公園はカサブランカ BCS が管轄する地域にある。BCS

（BCS）は 9 年前に設置されたが、最近は交流の密度が濃くなってきている。 

 2007 年 4月に JICA プロジェクトのパイロット BCS となったことで起こった変化（改

善点）は、【1】パトロールの頻度が増え、1日に何回も警察官が見回ってくれること、

【2】警察という組織全体で警察を見るのではなく、警官一人一人の顔が見えるよう

になりより身近に感じられるようになったこと、【3】インターネットや無線が付いて、

コミュニケーションがより高まったことである。 

 妻がいつもは会合に出ており、自分自身は BCS に来たことはあるが、会合に出るのは

今日が初めてのことである。すわなち、女性の BCS サポーターも存在している。 

 10 月 20 日（子どもの日）に、BCS と共同して、ビジャバホス町会が 1 日のイベント、

子ども祭りを行った。33の企業が寄付をしてくれた。ローカルテレビも取材に来た。

バレエなど遊びも行うし、教育的プログラムも盛り込んでいる。このようなイベント

を通して BCS と地域の距離が縮まる。 

（４）（男性）、文房具店経営 

 BCS の存在は知っていたが、約 1年半前に経営する文具店に強盗が入った際、BCS の

警察官が来てくれて親身になって世話をしてくれた。それ以来、親しくなった。 

 妻も BCS サポーターであり、今日は店番を受け持ち、夫である私が会合（インタビュ

ー）に参加した。妻の誕生日には、ミルトン軍曹（BCS 所長）がおめでとうと言って

くれる。 

 DV に対応するための女性向け警察署もある。 

 以前は、パトカーが止まっていると事件があったのかと想像したが、今は、巡回連絡

をしているのだなと感じ方が変わった。 

 

以下 2 名は 10時 50 分～11 時 15 分まで 

（５）（男性）商業店主 BCS から 100 メートル程度の近所に住む 

 ながさきさん（良いアイデアと思われたので、確認する必要がある場合に備えて敢え

て名前を残しています）の今後に向けたアイデア：住民がすでに団結している地域は

問題ないが、それができていない地域もある。物事は問題が起こる前に予防すること

が大切であり、例えば、住民が相互に目をひからせ安全を確保しているというモデ

ル・ストリート設置プロジェクトのようなものを行い、それができているストリート、

あるいはそのプログラムを行っている通りには「安全モデル・ストリート」という印

（看板など）を見せることで泥棒や窃盗を抑止することにつながるのではないか。犯
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罪の多い通りをこのようなプログラムのモデルにするのはどうか。 

（６）（男性）農業 6年前からこちらに引っ越してきた。 

 巡回連絡は、先週から開始された。 

 BCS があるので安心感がある。1日 1 回は警察官が見回ってくれる。コンタクトがあ

るので安心。かつてのような警察官との心理的距離はない。但し、BCS 周辺は良いの

だが、BCS から離れた場所はまだまだ心配である。 

 ブラジルの状況は、日本のような治安が良い国と異なるので、日本よりも厳しくやる

必要があるかもしれない。 

 

６． カサブランカ BCS（大 SP 圏警察管轄下） BCS 勤務員 

（女性）11 時 20 分から約 20 分間 

 当 BCS に勤務して 6 年間になる。以前は、南部の女性警察官中隊に勤務していた。 

 パイロット BCS に指定される以前から Koban という言葉は聞いていた。当 BCS がプロ

ジェクトのパイロット BCS に指定されると聞いた際は、うれしいと感じた。 

 以前から住民と交流することはあったが、現在は、警察官という総称ではなく、名前

で呼ばれるという距離になった。また、パイロット BCS になったことで、業務として

は、巡回連絡をするようになった。以前は、住民と話をしていると無駄話をしている

と見られたが、現在は、20 分でも 30 分でも業務として住民と話をするという位置づ

けで認識されてきた。 

 導入されたパソコンに関しては、BCS 勤務員も使用しており、ニュースレターの編集

などに活用している。 

 BCS の掲示板もある。 

 研修を受けた際に、8つの先行パイロット BCS の関係者が話をしてくれた。ラニエリ

BCSについての具体的な話が印象に残っている。また、実際にベレン BCSも訪問した。 

 BCS 運用マニュアルは、疑問点がある時に参照している。 

 BCS 所長は、良く指導してくれる。 

 BCS に勤務する警察官として、自分自身はうれしい。好きなことを仕事にしていると

感じている。 

 

 

視察第三日目：12 月 5日（水） 

７． ベレン BCS（首都警察管轄下） 住民サポーター 

（男性） 3 時 40 分から約 15 分間 

 この地で生まれこの地で育った。75 年間この地域に住んでいる。仕事はすぐそばで

靴屋を営んでおり住居も一緒である。 

 「ベレンの友達」（町会名）の町会長、コンセーギの副会長を務めている。 

 ここの BCS の歴史は、治安が悪くなったことを感じていた地域住民（４つの NGO あり）

が、建物は住民たちの手で設置するので警察官を派遣してくれるかどうか首都圏警察

に打診して、協力を得られるということから設置された。水道代や電話代、電気代な

ど住民側が負担している。 

 月に一回、コンセーギや教会、住民代表が集まって BCS と協議している。 

 クリスマスイベントで今年度の「対象となる子どもの人数が増えた理由（下記予備情

報参照）は、150 人を対象とした去年の結果が好評で、それを聞きつけた多くが今回

は自分も対象となることを希望したからだ。 

 寄付は、最初に人脈のある BCS 所長が巡回連絡で回って話をしていてくれるので、そ

のあとコンセーギが資金集めに回っても実際の協力を得やすい。 

179



 

 6

 住民、コンセーギ、企業や商店主などから寄付を得ている。 

 かつて、同地域に頻繁にあった銀行強盗が減った。 

 パイロット BCS になってパトロールをしてくれるので安心感がある。 

 自分自身が相談ごとを人から受けると内容によっては「BCS に相談しなさい」と連絡

先を教えることもある。（その位、BCS を信頼している） 

 

予備情報（BCS 所長および勤務員による BCS 説明・発言の一部）： 

 管轄区の人口は約 2 万 4千人。 

 97 年から BCS が設置され、巡回指導は約半分（世帯？）の 1715 世帯に実施して

いる。担当者は、管轄の周辺部分に問題のある地域が多いことから、問題の多い

地域に経験の豊かな警官を配備している。 

 学校は管内に 8校ある。 

 今年の数値では、190番通報からの連絡が1000件、直接BCSへ連絡したものが2000

件となっている。 

 管轄の住民だけでなく、遠くからもこの BCS をあてにして来る者がいる。 

 去年はクリスマスに 150 人の子どもたちに対して活動を行ったが、今年は 3500

人を対象にする。 

 パイロット BCS になる以前から書面への書き込みを行っていたので、パイロット

BCS として新たな書式使用などが負担になることはない。むしろ、新しい提案を

しているくらいだ。 

 ニュースレターは、3000 部程度を印刷し、住民の 2 人のボランティアに配布して

もらっている。 

 

以上 
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地域警察活動推進のための専門委員会（ワーキンググループ）への 

グループインタビュー結果 

 

専門委員会 

設立はプロジェクトが開始されてから約半年後程度。 

開催頻度は、平均すると 1～2 ヶ月に 1 回程度だが、マニュアル作成の時は 20 日間毎日、セ

ミナーの時は 1週間毎日集ったこともある。 

 

１． 専門委員会のプロジェクト目標への貢献度（自己評価）は、ほぼ全員が 100％に近い

評価を下した。 

２． 具体的な貢献の指摘 

【1】 様式（各種フォーマット）作成 

【2】 BCS 記録のフォーム作成 

【3】 交番モニタリングのチェックリスト作成 

【4】 巡回訪問用紙の雛形作成 

【5】 BCS 活動を確認し、整理・記録する。 

【6】 管内地図を作成することを決め、2平方キロメートルという基準を決めた。 

【7】 BCS での日常業務の管理改善 

【8】 被害者支援プログラム作成 

【9】 「ムルチプリカドール」育成カリキュラムの作成 

【10】 警察官育成コースの教養内容改善 

【11】 スキルアップのためにカリキュラム（士官、軍曹、警察官別）改善（地域警察活

動の内容を取り込む） 

【12】 警察官の定期的研修を実施しなければならないことを定めた。 

【13】 警察官特別教養のカリキュラムを作成 

【14】 地域警察基礎理論の州軍警察内への普及 

【15】 設備・機材の向上・改善 

【16】 BCS にＰＣを設置し、そのＰＣを用いた管理を指導 

【17】 BCS に勤務する警官のモチベーションを上げる。 

【18】 日本の交番・駐在所に関してのリサーチを行い、ブラジルの現状を調べた。 

【19】 マニュアルやテキスト作成 

【20】 各立場の役割を明確にし、マニュアル化した。 

【21】 ニュースレターの発行 

【22】 ムルチプリカドールの研修 

【23】 掲示板設置により住民とのインターアクション改善 

【24】 セミナー（例：国際セミナー）の準備・参加 

【25】 海外との交流 

【26】 BCS 訪問 
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３． 今後の課題（ブレーンストーミング＋ランキング） 

交番がサンパウロ州全土に広まるという目標を推進するにあたり、具体的な困難は何

か？ 

第三位 コミュニティの開発状況（社

会・経済的）の格差、多様性 

 

得点 5 点 

 民間セクターなど機関間の連携 

 

 

得点 0 点 

 警察関連の専門的資料が不足 

 

得点 0 

第二

位 

警察の人材育成 

 

得点 7 点 

第一位 地域住民側の地域警察活動への

参加準備が不十分である。 

得点 14 点 

 警官人数の不足 

 

得点 2 点 

 地域警察活動が普及されるとい

う状況を達成するには時間がか

かる。2013 年までに結果が出せ

るかどうか不安。 

得票 3 点 

 警察内部での抵抗：地域警察活動

を理解していないという警察内

部の人間の認識の差 

 

得票 4 点 

 

４． 困難を乗り越える方法（2 グループに分かれてグループ・ディスカッション） 

第 1 グループテーマ：警察官の人材育成 

（１） リクルート段階での考慮（警察官としての適正のある人を選ぶ） 

（２） カリキュラムをより適正なものにする 

（３） 遠距離でも行える教育方法 

（４） 警察学校卒業後、実地研修を第一に実施する（調整は研修センターが行う） 

（５） 現任教育を実施する（すでに警察官になったあともリフレッシュのために定期的

に繰り返し研修を実施する） 

第 2 グループテーマ：住民との関係 

（１） 問題解決を住民側から参加するように促進する。 

（２） サンパウロは広いため、地域の多様なニーズに即した解決方法を（ワーキンググ

ループを設けるなどして）見つける。 

（３） コミュニティーリーダーの育成に、交番長である中隊長に育成させる。 

（４） 報道関係に協力してもらい、地域警察活動、交番活動に焦点を当ててもらう。 

（５） コンセーギからのクレームではなく（通常、コンセーギは住民からの不満を吸い

上げて警察に伝えるという役割を担っていることが多い）、コンセーギを通じて

情報を拡散する。 

（６） 青少年対策プロがラムの中に、地域警察のことを組み込む。子どもたちが学んだ

ことを家庭に帰って家族に伝えることで普及させる。 

 

 

観察：今後に向けた課題に対しても、具体的にどのような解決策があるのかを考えるだけの

能力・意欲が観察された。（自立発展性根拠） 
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C/P へのインタビュー結果 

カストロ中佐発言要旨：サンパウロ州への交番活動の適用について 

 

１． （日本で警察が実施しているように）住民と一緒に行うパトロールは実施できない。

ブラジルの法律上、住民にパトロールをともに実施してもらうことで危険を冒すことが

ふくまれることから、このような行為が許されていない。 

２． 勤務時間について、日本が 24 時間勤務 48 時間休憩であるのに対し、サンパウロで

は、1 日を 3 交代シフト制にし、12 時間勤務 36時間休憩にしている。BCS に仮眠を取る

場所がないことに加え、犯罪発生率の高いサンパウロにおいて、24 時間の勤務は心身と

もに過重な負担を招くため。 

３． 一つの BCS には平均 13名の配置がなされているが、4 人が働き 8 名が休む（１名は

シフトに関係しない所長）というシフト体制になっている。 

４． 日本は一日の勤務内容、時間スケジュールを事細かに決めており、それに沿って活

動するが、事件や病気など突発的なことが発生することが多いサンパウロの現状でそれ

を行うことは実際には困難。むしろ、ミッション（行わなければならないこと）を明確

にして、柔軟な時間の使い方を採用し、時間内ですべての行うべきことが実施されれば

よしという考え方で交番勤務を実施。 

５． 駐在所はサンパウロ市内にはなく、日本と異なり地方にのみ設置している。コミュ

ニティーの要求に応じて週 40 時間の勤務時間を遂行する。例えば、夜の時間帯に住民と

の集会があれば夜に対応するなど。 

６． 地域コミュニティーとの連携、共同活動に関しては、日本では行わないような社会

共同活動を実施している（映画会などイベント等）。 

７． 現場にいち早く到着できる、また、普段からの住民との連携が存在しているなどの

背景から、医療サービスを提供することもある。 

８． 普段からの住民との連携が存在しているなどの背景から、市民が求めているならば

日本では警察が提供しないサービスも提供する。何か困ったことがあれば、それを住民

が交番にきて相談すれば、その相談にのる。できる限り、助けを必要としている人の助

けになる。 

 

 

以前はやっていなかったが、今パイロット BCS で行うようになったこと 

＊掲示板の設置 

＊住民からの相談を受けても記録していなかったが、現在は記録をするようになった。 

＊巡回連絡は、ブラジルにとってまったく新しいもの。 

（巡回連絡を学び伝える方法として、まず 1 回目は経験者が実施するところに同行し、どの

ように行うかを見せる。2 回目は自らが実施し、同行した経験者から終了後アドバイスを受

け改善していく。このような方法を取ることで、間違った自己流のやり方が広がらないよう

に、基準化された正しい巡回連絡を実施していけるよう人材育成に努めている） 

 

市民の反応 

＊警察が何をやっているのかを知らせた結果、それまで知らなかった警察の活動や能力を理

解し、「信頼性」が高まった。 

＊問題解決ための意見・情報交換を行うことで、住民が問題を意見するようになった。 

 

以上 
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調査概要 

 
 

調査目的 

BCS の影響範囲内の居住者や就労者及び通過者の、警察の活動に対する印象や

地域生活の中でのインパクト等を調査すること。 

 

 

調査対象地域 

サンパウロ州警察によって選ばれたサンパウロ市にある特定の 8BCS、およびサ

ンパウロ大都市圏の１BCS とサンパウロ州の地方都市の 1BCS。 

 

東部  ノッサセニョラ・ド・カルモ、ラルゴ・ド・べレン 

      サンミゲル・パウリスタ（プリメイロ・デ・マーイオ） 

南部  ヴィラ・ダス・メルセス、ジャルジン・ラニエリ 

西部  ペルス（ジャルジン・ブリタニア） 

北部  マリア・カンジダ（プラッサ・オスカー） 

中央部    ロータリー 

サンパウロ大都市圏  スザノ市（カザ・ブランカ） 

地方都市  サンジョゼ・ドス・カンポス市（アウト・ダ・ポンテ） 

  

  

現地調査時期：  2007 年 10 月 18 日～23 日 

 

標本構成：   居住者４５％ － 地域内に居住している者 

        就労者３０％ － 地域内で就労している者 

        通過者２５％ － 地域内を通過する者 

 

標本配分  

調査対象地域の人口の配分を表すため、住民と通過者はどれ

ぞれの調査地域全体の概要から導き出された比率的な分配で

選ばれた。また労働者は調査地域の経済活動人口から比率的

な分配を決めた。 

 

性別   男性、女性 

年齢層  16～24 歳、25～29 歳、30～39 歳、40～49 歳、50 歳以上 

クラス  A、B、C、D/E（低所得層） 

職業   就労者、失業者 

情報   2000 年度データによる 

 

 

標本数 

        回答者８００人 － 各地域８０人 
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有効回収率 

有効回収率は９５％であり、推定される調査誤差は標本総数に対して最大３％

±である。 

 

調査方法 

調査目的に沿って作成されたアンケートを使用し、個別インタビューをおこな

った。同インタビューは、イボペ・インテリジェンシア社の訓練を受けたイン

タビューチームによって実施された。 

 

品質管理      

インタビュー実施後、全アンケートは整理され、その約 20％に対して検査が実

施された。 
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調査結果 
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地域内居住者の居住期間、及び通過者の通過頻度 

 

 
 

居住者に対しては調査地域内での居住期間、就労者に対しては同地域内での就

労期間、通過者に対しては同地域内を通過する頻度について尋ねた。 

 

 住民 

 
居住者に対する合計の調査結果では、「５年以下」の居住期間者率は３６％で、

「１５年以上」の居住期間者の割合との一致がみられた。それゆえに１０名中

３名の割合で６～１５年の居住期間者がいるということになる。 

 

サンパウロ市と地方都市の居住者比べてみると、その在住期間の差がみられる。

サンパウロ市の平均在住期間では全体の平均に近似しているが、地方都市では

１５年以上居住者が半数以上にのぼり、平均年数は 18.3 年となっている。 

 

そのほかに、合計の調査結果では、老年層は比較的地域在住期間が長く、若者

層は逆に短いこともわかった。 

 

また、地域別にみてみると、ノッサ・セニョラ・ド・カルモ（東部）の半数以

上の住民が 15 年以上在住しており(56％)、地方都市サン・ジョゼ・ドス・カ

ンポス市でも半数以上が同様の結果であった（69％）。 

 

 
居住期間 

 
 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 (360) 

％ 

(288) 

％ 

(72) 

％ 

5 年以下在住 36 39 28 

6～15 年在住 28 30 21 

15 年以上在住 36 32 51 

平均居住年数 14.1 13 18.3 

 

 

 就労者 
 

就労者の合計の調査結果では、すべての３つの就労期間 －「１年以内」「１

～５年」「５年以上」― において３分の１ずつという均衡的な割合がみられ

る。そして、その就労期間の平均は 6.5 年となっている。 
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サンパウロ市の就労年数の調査結果は、合計の調査結果のそれに近似している。

しかし、地方都市サンジョゼ・ドス・カンポス及びスザノの調査結果と比較し

てみると差が見られた。そこでは、１０人に４人が「１年以下」の就労者であ

り、また４人に１人が「５年以上」の就労者である。またそれにより、平均就

労年数は５．７年と低くなっている。 

 

就労期間 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （240） 

％ 

（192） 

％ 

（48） 

％ 

 1 年以下 36 34 42 

 1～5 年 32 31 33 

 5 年以上 33 34 25 

平均就労年数 6.5 6.7 5.7 

 

 

就労期間が「１年以下」は若年層に多くみられ、老年層及び低学歴層には「5

年以上」が多く見られた。 

 

地域別に見てみると、サンミゲル・パウリスタ区/プリメイロ・デ・マーイオ

（東部）、マリア・カンヂーダ（北部）及びロータリー（中央部）では長期就

労者の割合が最も高いのがわかる。中でも中央部での割合は、短期就労者の割

合とほぼ一致している。 

 

また、ヴィラ・ダス・メルセス（南部）及びサンジョゼ・ドス・カンポス市/

アウトダ・ポンチの両地域では「1 年以下」の就労者が主な割合を占めている。 

 

 

 

 通過者 
 

通過者の合計の調査結果では、回答者の５６％が「週に５～７日間」に通過す

る習慣があると答え、高い通過頻度が見られた。また１０人に３人が「週に３

～４日間」、また１７％が「週に２日間」通過すると回答した。 

 

サンパウロ市と合計の調査結果は似通っているが、地方都市の結果はその二つ

と比較してみると、通過頻度が一段と高くなっているのがわかる。 

 

 

通過頻度 

 

 全体 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （200） 

％ 

（160） 

％ 

（40） 

％ 

 週に 5～7 日間 56 59 65 
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 週に 3～4 日間 28 29 25 

 週に 2 日間 17 18 10 

 

 

地域ごとの標本数は多くはないが、各調査地域によって通過頻度に違いが見ら

れた。 

 

選択肢の中で最も高頻度である「週に 5～7日間」と答えた割合が高いのは、

以下の回答者である。 

 

             ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア（西部）     90 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市／アウトダ・ポンテ  80 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ（東部）    75 

 

 

「週に 3～4日間」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

          ％ 

 スザノ市／カザ・ブランカ     45 

 ラルゴ・ド・べレン（東部）     45 

 ロータリー（中央部）      45 

 D/E クラス（低所得層）      44 

 

また通過者が最も少ないのは以下の地域である。 

             ％ 

 ヴィラダス・メルセス（南部）     40 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル（北部）   35 
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治安及び警察活動に対する評価 

 

 

 

治安及び警察は下記の表にみられるように、ほぼ同様な方法で評価を行った。 

 

治安および警察は、ほぼ１０名中４名の割合で「肯定的評価」と高い評価とな

った。合計やサンパウロ市、地方都市でも同様の結果が見られた。 

 

またほぼ３名中１名の割合で治安について「普通」と回答し、１０名中２名の

割合で否定的評価をしている。また、警察についてでは、「普通」の回答者は

やや減少し、逆に否定的評価の割合がやや増加している。 

 

治安及び警察に対する評価 

 

評価対象 治安 警察 

 全体 サンパウ

ロ市 

地方都市 全体 サンパウ

ロ市 

地方都市

標本数 （800） 

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

（800） 

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

 非常に良

い 

5 5 5 6 6 8 

 良い 36 36 37 36 36 35 

肯定的評価 41 41 42 42 42 43 

       

 普通 35 36 32 30 30 30 

       

 悪い 10 9 11 15 15 15 

 非常に悪

い 

13 12 14 11 11 11 

否定的評価 23 21 25 26 26 26 

 

 

治安に対する回答では、各地域によって差がみられる。 

「肯定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者である。 

          ％ 

 マリア・カンジダ区／プラッサ・オスカル（北部）  57 

 ラルゴ・ド・べレン区（東部）     55 

 スザノ市／カザ・ブランカ     52 
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否定的な評価のなかでは、若年層の 42％が治安に対して「普通」と回答してお

り、また、サンジョゼ・ドス・カンパス市／アウト・ダ・ポンテの回答者の３

６％が「悪い」もしくは「非常に悪い」と否定的評価をしている。 

 

警察に対しての肯定的評価が高い地域には、治安に対する肯定的評価を受けた

ラルゴ・ド・べレン及びスザノ市の両地域が同じくあげられているものの、そ

の他には違いが見られる。 

            ％ 

 ラルゴ・ド・べレン区（東部）     63 

 カザ・ブランカ（スザノ市）     51 

 老年層        50 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市―労働者 48 

 

 

そして「否定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者である。 

          ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア（西部）   56 

 若年層（16～24 歳）      33 

 

 

また、サンジョゼ・ドス・カンポス市／アウト・ダ・ポンテでは、はっきり意

見が分かれてた。 

            ％ 

 否定的評価「悪い」または「大変悪い」         36 

 肯定的評価「良い」「大変良い」            34 

  

 

経年比較 

 

治安に対する肯定的評価は、前回の調査と比較すると３６％から４１％へと若

干の上昇がみられたが、否定的評価の割合にはまったく変化がなかった。 

 

警察に対して前回と比較しても、肯定的および否定的評価の両方の割合に変化

がみられなかった。 
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警察に対する評価の理由 

 

 

 

 肯定的評価－「非常に良い」又は「良い」評価 

 

警察活動に対しての協定的評価の理由には、様々なものがあげられている。 

その中で主な理由として、地域内での常駐や巡回活動、迅速な対応、市民に対

して親切である、また地域の治安の向上などが述べられている。 

 

いくつかの項目や地域は、肯定的評価な理由に高い割合を示してにいることが

わかる。 

 

肯定的評価の理由 

 

肯定的評価の総数 （335） 

％ 
回答者 

％ 

 常時巡回を行っている 47 

スザノ市 

ロータリー 

SJC/S－就労者 

SJC/S－居住者 

ヴィラ・メルセス 

地方都市－合計 

SJC/S－通過者 

８３ 

６４ 

６１ 

５９ 

５９ 

５９ 

５６ 

 親切／丁寧な対応 20 

ジャルジン・ラニエ

リ 

南部－合計 

就労者－合計 

男性 

２５～２９歳 

３７ 

 

３１ 

３０ 

２７ 

２７ 

 要望に対応する 17 

就労者 

ジャルジン・ラニエ

リ 

通過者－合計 

N.S.Carmo／ペルス 

スザノ市 

高等教育修了者 

３０ 

２７ 

 

２５ 

２５ 

２４ 

２３ 

 警察の存在感が常時ある 16 

ジャルジン・ラニエ

リ 

N.S.Carmo／ペルス 

SJC/S－通過者 

SP－就労者 

ラルゴ・ド・べレン 

SJC 

３３ 

 

２８ 

２５ 

２４ 

２４ 

２２ 
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 迅速に対応 14 

ペルス 

居住者 

ラルゴ・ド・べレン 

３１ 

２２ 

２２ 

 地域治安が向上している 10 

通過者 

４０～４９歳 

地方都市 

３８ 

１８ 

１５ 

備考： 

SJC－サンジョゼ・ドス・カンポス市の略称 

N.S.Carmo－ノッサセニョラド・カルモの略称 

SP －サンパウロ市の略称 

 

 

 「普通」であるとの評価 

 

警察活動に対して「普通」評価をしている主な理由としては、警察の不在感や

対応するのに時間がかかることなどがあげられている。 

 

普通評価理由 

 

標本数 （239） 

％ 
回答者 

％ 

 地域巡回パト

ロールを行っ

ていない 

３３ 

ペルス／ジャルジン・.ブリタ

ニア 

地方都市－合計 

ラルゴ・ド・べレン 

D/E クラス（低所得層） 

通過者 

若年層２５～２９歳 

   １６～２４歳 

義務教育修了者 

５０ 

 

４８ 

４７ 

４５ 

４０ 

３９ 

３８ 

３８ 

 地域に警察官

不足 
２６ 

ロータリー 

SJC/S－就労者 

A/B クラス 

SP－通過者 

高等教育修了者 

ヴィラ・ダス・メルセス 

６７ 

３８ 

３５ 

３５ 

３４ 

３２ 

 応対するのに

時間がかかる 
１９ 

ペルス／ジャルジン・ブリタ

ニア 

D/E クラス（低所得層） 

ラルゴ・ド・べレン 

４０～４９歳 

３８ 

 

３０ 

２６ 

２５ 

 職務を履行し

ない 
１３ 

マリア・カンジダ 

ヴィラ・ダス・メルセス 

SP－居住者 

若年層１６～２４歳 

サンミゲルポンタ 

３８ 

２４ 

２２ 

２０ 

１９ 
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 否定的評価 －「悪い」または「非常に悪い」 

 

警察の活動に対する「悪い」または「非常に悪い」という否定的評価の主な理

由は、「普通」評価によって示されたものと一致している。それはつまり、回

答者は否定的な考えを持っていたが、責任を負うことを避けるために「普通」

と回答したと考えることができる。しかし、評価理由を説明するにあたって、

回答者はその不満を表している。 

 

 

否定的評価の理由 

 

否定的評価をした標本

数 

（207） 

％ 
回答者 

％ 

 地域巡回パトロール

を行っていない 
３０ 

ペルス 

マリア・カンジダ 

スザノ市 

通過者－合計 

高等教育修了者 

就労者－合計 

６２ 

５５ 

５０ 

４２ 

３６ 

３６ 

 職務を履行しない ２３ 

ペルス／ブリタニア 

マリア・カンジダ 

３０～３９歳 

ヴィラ・ダ・スメルセス 

４７ 

４５ 

３３ 

３１ 

 地域に警察官が不足 １９ 

ロータリー 

SJC/S－居住者 

SP－通過者 

女性 

SJC 

５３ 

３７ 

２６ 

２５ 

２５ 

 応対するのに時間が

かかる 
１７ 

ジャルジン・ラニエリ 

サンミゲルパウリスタ 

２５～２９歳 

就労者－合計 

女性 

３５ 

３３ 

２８ 

２５ 

２４ 

 汚職をしている １６ 

SJC/S－通過者 

スザノ市 

３０～３９歳 

D/E クラス（低所得層） 

４０～４９歳 

義務教育修了者 

居住者－合計 

ペルス／ジャルジン・ブ

リタニア 

３６ 

２９ 

２６ 

２５ 

２４ 

２４ 

２４ 

 ２２ 

 地域の治安が悪い １３ SJC/C－通過者 ２７ 
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４０～４９歳 

ロータリー 

SJC 

１９ 

２７ 

２１ 

 暴力が続いている／

変化なし 
１１ 

ジャルジン・ラニエリ 

南部－合計 

SJC 

ノッサ・セニョラ・ド・

カルモ 

２２ 

１８ 

１８ 

１７ 

備考：SJC-サンジョゼ・ドス・カンポス市 
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治安及び警察の近年の状況 

 

 

サンパウロ市に対してはここ３年間の、サンジョゼ・ドス・カンポス市及びス

ザノ市に対しては６ヶ月間の比較評価を回答者に求めた。 

 

しかしながら、治安状況及び警察の３年間及び６ヶ月間の比較評価の結果では、

大きな変化が見られなかった。 

 

また、半数の回答者は「変化がなし」と回答し、３分の１以上の回答者は「少

し良くなった」と答え、１０名中１名は「悪くなった」と回答している。 

 

地方都市の回答者は、治安及び警察に対してより厳しい評価を与えているのが

わかる。 

 

公安及び警察進捗状況 

 

評価対象 治安 警察 

評価地域 
合計 サンパウロ

市 

地方都

市 

合計 サンパウ

ロ市 

地方都市

標本数 （800） 

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

（800）

％ 

（640） 

％ 

（160） 

％ 

大変良くな

った 13 15 8 14 15 9 

少し良くな

った 24 24 24 24 24 25 

肯定的評価 37 39 32 38 39 34 

       

少し悪くな

った 5 5 6 4 4 3 

大変悪くな

った 6 6 9 6 6 6 

否定的評価 11 11 15 10 10 9 

       

変化なし 47 47 49 48 46 54 

 

 

治安状況が良くなったと「肯定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答で

ある。 

           ％ 

 ジャルジン・ラニエリ      55 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル 48 

 サンミゲル区       47 

 ラルゴ・ド・べレン      46 
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 スザノ市／カザ・ブランカ     44 

 老年層        43 

 低学歴層        43 

 低所得層        43 

 

 

その一方で、否定的評価をした回答者の割合が最も高くかったのはロータリー

であった（２１％）。 

 

 

また、「変化がない」と評価した割合の高いのは、以下の回答者である。 

             ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア      70 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ       64 

 アウト・ダ・ポンテ        56 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市－通過者 53 

 高等教育修了者         51 

 居住者一般            51 

 

 

 

警察に対する調査結果は、各地域で多少の変化が見られるものの、治安に対す

る評価とほぼ一致している。 

 

警察活動がに対して「肯定的評価」した割合が高いのは、以下の回答者である。 

         ％ 

 ジャルジン・ラニエリ     56 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  52 

 サンパウロ市－通過者     46 

 通過者一般       44 

 老年層       44 

 低学歴層       43 

 低所得層       43 

 

 

そして「変化がない」と評価した割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

            ％ 

 アウト・ダ・ポンテ／サンジョゼ・ドス・カンポス市 64 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ      63 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア      63 

 ３０～３９歳         54 

 高等教育修了者         57 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市の 

－居住者        56 

－通過者          55 
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－就労者            52 

 

 

 

一方、悪くなったと「否定的評価」した割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 ロータリー       15 

 

 

経年比較 

 

 

治安状況及び警察活動について、前回の調査結果と比較してみると、各割合な

どがほぼ一致していることがわかる。それはつまり向上も低下もみられないと

いえる。 
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警察組織について 

 

 

トップ・オブ・マインド及び同不順に言及されるもの 

 

警察機関といったとき、回答者に１番はじめに想起される機関－トップ・オ

ブ・マインド－は「軍警察」であった。１０名中６名が「軍警察」と回答して

いる。続いて第２番目は「文民警察」で１６％であった。 

 

この割合はサンパウロ市、各地方都市また合計でも、ほぼ同様であった。 

 

２期間に引き続き、想起される機関では、「軍警察の特別機関」（７％）につ

いで、少数が回答した「連邦警察」、そのほかに「文民警察の特別機関」も述

べられた。しかしその割合は合計及び地方都市で３％、サンパウロ市で１％と

少ない結果となった。 

 

言及される順序に関係な「その他」いえば、警察機関のなかで１０名中８名が

「軍警察」をあげ、続いて半数は「文民警察」、「連邦警察」が１７％という

結果になった。この結果は、合計やサンパウロ市及び地方都市の割合でもほと

んど変わりはないが、地方都市では「軍警察」をあげる回答者の割合はは比較

的少ない。 

 

また１０名中２名が「軍警察の特殊機関」について述べ、また１０名中１名が

「文民警察」と述べた。 

 

一番目に言及される警察機関として述べられておらず、認知度が低い機関は

「市警察」、「連邦交通警察」、「科学警察」及び「軍隊の警察」である。 

 

 

警察機関 

 

 一番目に言及 言及（同不順） 

 合計 サンパウ

ロ市 

地方都

市 

合計 サンパウ

ロ市 

地方都

市 

標本数 （800） 

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

（800）

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

軍警察 63 64 60 78 79 72 
文民警察 16 16 16 49 49 50 
連邦警察 5 6 5 17 17 16 

道路警察 － － － 4 4 6 

科学警察 － － － 1 1 0 

市警察 － － － 7 8 7 

軍隊 － － － 1 1 1 

文民警察特殊 3 1 8 9 7 8 
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機関 

軍警察特殊機

関 
7 7 7 18 20 9 

何も思いつか

ない 
3 3 3 3 3 3 

わからない／

知らない 
3 2 8 3 2 3 

 

 

「軍警察」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

       1 番目  同不順 

      ％  ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  88  91 

 ロータリー       74  85 

 ラルゴ・ド・ベレン     73  89  

 ２５才～２９才       71  82 

 高等教育修了者      70  81 

 A/B クラス       69  83 

 老年層（５０歳以上）     69  79 

 

 

 

「文民警察」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

       1 番目  その他  

      ％  ％ 

 スザノ市及びサンジョゼ・ドス・カンポス市通過者 28  60 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロ・デ・マーイオ 25  51  

 

 

経年比較   

 

前回調査と比較すると、「軍警察」を第一に想起する割合は６７％から６３％

になり、同不順で言及した場合では今回と前回の両結果が７８％と一致してい

て、全体的にあまり大きな変化がないのがわかる。 

 

しかし「文民警察」に対して認知度が、第一に言及で１２％から１６％、同不

順では３９％から４９％と大きく上昇しているのがわかる。 

 

また他の警察機関では、前回の調査結果からほとんど変化はみられなかった。 

 

その他、興味深い比較結果として「知らない」と答えた比率が１０％から３％

と大きく下降していることがあげられる。これは合計、サンパウロ市、地方都

市でも同様の傾向であり、近年の機関の情報公開により自然と市民の認知度が

上がってきているともいえる。 
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緊急時の対応 

 

 

合計の半数以上は、交通事故、遺失物、強盗、窃盗など緊急時の対応として、

ほぼ１０名中６名の割合で１９０番に電話をすると答えている。その比率は地

方都市では下がっている。 

 

また、どの回答結果でも同様に、約３分の１の回答者は「警察署を尋ねる」と

回答している。 

 

サンパウロ市では１０名中２名の割合で届けを出すために「BCS にいく」と回

答し、地方都市では１０名中１名の割合で回答している。 

 

その３つ以外は緊急時の対処としてあまり使われていないのもわかる。 

 

緊急時の対応 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 (800)

％ 

(640) 

％ 

(160) 

％ 

１９０番に電話をかける 60 62 53 

警察署にいく 33 32 34 

BCS へ届けを出す 19 20 13 

近くの BCS に電話をかける 7 7 5 

インターネットで記録する 3 3 3 

消防署へ電話をかける／１

９３番 2 2 2 

ＳＡＭＵへ電話をかける 1 1 1 

その他（１％以下） 3 3 2 

何するかわからない 4 5 4 

意見なし 1 1 ‐ 

   備考：ＳＡＭＵ（救急車）、１９０番（緊急通報） 

 

 

「１９０番に電話をかける」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 ヴィラ・ダス・メルセス     75 

 義務教育修了者         71 

 ロータリー       70 
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届けを出すために「警察署へいく」と答えた割合が高いのは、以下の回答者で

ある。 

           ％ 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ    46 

 高等教育修了者      44 

 スザノ市       44 

 ジャルジン・ラニエリ     43 

 サンジョゼ・ドス・カンポス及びスザノ市通過者 40 

 ラルゴ・ド・ベレン     39  

 

 

また「BCS へ届けを出す」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

         ％ 

ジャルジン・ラニエリ     30 

マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル   30 

ラルゴ・ド・ベレン      28 

南部           28 

サンパウロ市－就労者     25 

 

 

経年比較 

 

前回の調査結果と比較しても変化が乏しく、回答率の順位も同様の傾向がみら

れる。 

「１９０番に電話をかける」と答えた回答者の割合についていえば、前回とま

ったく同じである。そのほかには、警察署や BCS へ対応を求める割合は、少し

ながら上昇していることがあげられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

204



 21

 

 
警察機関別評価 

 

 

３つの警察機関－軍警察、文民警察及び市警察－それぞれに対する評価を行っ

た。 

 

その３つの中で、サンパウロ市と地方都市では「軍警察」に対しての認知度及

び肯定的評価が最も高い割合でみられ、合計でも同様の結果がみられる。また

反対に市警察は認知度でも肯定的評価でも最下位となっている。文民警察は、

その２機関の下位寄りの中間的評価を受けているが、その存在を認知している

回答者には高い評価を受けている。 

 

興味深い結果としては、「普通」評価は軍警察と市警察を比較すると、３４％

と２４％と違いがみられる。 

 

否定的評価に関しては、３機関に同様の結果が見られた。 

 

各機関の評価 

 
評価機関 軍警察 文民警察 市民警察 

 合計 サンパ

ウロ市 

地方都

市 

合計 サンパ

ウロ市

地方都

市 

合計 サンパ

ウロ市 

地方都

市 

回答者合

計 

（800） 

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

（800）

％ 

（640）

％ 

（160）

％ 

（800）

％ 

（640）

％ 

（160）

％ 

大変良い 5 5 5 5 5 4 4 5 3 

良い 45 44 46 37 35 43 36 35 36 

肯定的評

価 
50 49 51 42 40 47 40 40 39 

          

普通 34 34 33 30 30 29 24 24 23 

          

悪い 9 9 9 8 9 7 9 10 6 

大変悪い 5 5 4 6 6 8 7 8 4 

否定的評

価 
14 14 13 14 15 15 16 18 10 

          

知られて

ない 
1 1 0 8 10 1 10 10 12 

分からな

い／意見

なし 

2 1 2 6 5 9 10 8 18 
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 軍警察に対する評価 

 

軍警察に対する評価は、地域や都市によって変化があまりないが、その中でも

「肯定的評価」をした割合が最も高いのは、以下の回答者である。 

 

            ％ 

 スザノ市          61 

 サンミゲルパウリスタ区／プリメイロ・デ・マーイオ 60 

 ラルゴ・ド・べレン        59 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル     59 

 東部－合計          57 

 

 

一方で、軍警察に対して「否定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者

である。 

         ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   32 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市    18  

 A/B クラス       18 

 年齢層２５歳～２９歳     18 

 

 

 文民警察に対する評価 

 

文民警察も地域や都市によって評価に変化がみられた。肯定的評価をした割合

が最も高いのは、以下の回答者である。 

 

            ％ 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者   56 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル     55  

 スザノ市          54 

 ラルゴ・ド・べレン        53 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者  48 

 

 

また「否定的評価」をした割合の高いのは、以下の回答者である。 

         ％ 

 ペルス       24 

 男性        19 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市    19 

 A/B クラス       19 

 

そのほかに、文民警察についての認知度が最も低いのは、以下の回答者である

という興味深い結果が得られた。 
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         ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   35 

 ４０～４９歳      22 

 ロータリー       18 

 

 

 市警察 

 

市警察に対して「肯定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者である。 

         ％ 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロデマーイオ 51 

 マリア・カンジダ      50 

 東部－合計       50 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ    50 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市 

 及びスザノ市－通過者             48 

 年齢層３０～３９歳     45 

 

 

また「否定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者である。 

            ％ 

 ジャルジン・ラニエリ        32 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア      24 

 ロータリー          24 

 南部－合計          24 

 １６歳～２４歳         23 

 ２５歳～２９歳         22 

 中等教育修了者         22 

 

 

市警察の認知度が低いのは、以下の回答者である。 

            ％ 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市－通過者 35 

 スザノ市            34 

 ４０歳～４９歳          31 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市－就労者 30  

 地方都市－合計（SJC/S）     30 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市－居住者 28  

 ５０歳～          28 

 初等教育修了者              26 

 

 

経年比較 
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今回の調査評価では、軍警察及び文民警察に対する肯定的評価が５％、また市

警察対するものが９％増加した。市警察にいたっては、認知度の上昇もみられ

た。 

 

結果として、「普通」と評価した比率がやや減ったものの、この３つの機関に

対する否定的評価の比率は、前回とほぼ一致している。 
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地域の体感治安 

 

 

本調査では、各地域で「安全だと感じない」という割合－１０名中６～４名－

が、「安全だと感じる」割合よりも一段と高くなっている。前回の調査では、

各選択肢の割合は５０％ずつであり、本調査と比較すると体感治安の悪化がう

かがえる。 

 

また地方都市では、サンパウロ市と比較して体感治安が悪いことがわかる。 

 

地域の体感治安 

 

 今回調査 

 

合計 ＳＰ 

地方都

市 前回の調査 

標本数 （800） 

％ 

（640）

％ 

（160）

％ 

（800） 

％ 

大変安全であ

る 6 7 3 1 

安全である 35 36 31 50 

安全だと感じ

る 41 43 34 51 

     

少し安全であ

る 39 38 41 33 

安全ではない 19 18 25 16 

安全だと

感じない 58 56 66 49 

 

「安全だと感じない」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

            ％ 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市／スザノ市－通過者   73 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア      72 

 スザノ市          71 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市／スザノ市－居住者  68 

 サンミゲルパウリスタ区／プリメイロ・デ・マーイオ  67 

 地方都市－合計       66 
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安全だと感じない原因 

 

 

回答者が「安全だと感じない」と回答したの主な原因は、それぞれの構造に関

連した以下の２つである。 

 

 １０名中８名は実際に居住している地域社会構造についてを主な原因 

  としている。 

 ３分の１の回答者は警察にも責任があるという意見がありました。 

 

回答者の主な原因にそのどちらかに分類されるが、それらには安全性や不在感

といった実際の感覚によるものと、メディアの犯罪報道の普及により影響を受

けたものとがある。 

 

 

 

安全だと感じない原因 

 

標本数 （466）

％

地域／地域社会構造上の問題（NET） ８３

犯罪に関することを聞いた ３１

地域に怪しい人をよく見る ２９

犯罪現場を見たことがある ２２

テレビで犯罪情報を多く見る ２０

犯罪の被害者になったことがある １５

地域の人口が急増した １２

低所得者の居住者／スラム／集合宅

がある ７

 

警察／警察構造上の問題 （NET） ３２

地域で警察官を見ない ２８

警察官が犯罪に係わる／汚職 ２

暴力的な警察官がいる １

警察を信用できない １

警察に成果を期待できない １

 

 

 

 治安が悪いと体感している原因 

３％ 麻薬販売／麻薬中毒患者 

２％ 地域に暴力が多い／銃撃戦 

地域に基礎設備が少ない 
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１％ 空き家／管理されていない／セキュリティーのない建物 

強盗事件の増加 

強盗に遭遇のを恐れている 

警察が到着するまで時間かかる 

商店街に強盗が入る 

事件発生数が多い 

引ったくり／ホームレース／酒飲み 

 

 

上記に示された「地域社会構造上の問題」が不安を感じる主な原因と答えた回

答者は、地域によって差が見られるものの、いくつかの地域や BCS に集中して

いることがわかる。 

         ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  97 

 初等教育修了者      91 

 ヴィラ・ダス・メルセス     90 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア    90 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ    89 

 サンパウロ市－就労者     89 

 ５０歳以上         89 

 

 

また「警察の構造上の問題」を不安を感じる主な原因としているのは、以下の

回答者である。 

            ％ 

 スザノ市及びサンジョゼ・ドス・カンポス市－居住者 51 

 ヴィラ・ダス・メルセス区        46 

 ロータリー          43 

 スザノ市及びサンジョゼ・ドス・カンポス市－合計  42 

 高等教育修了者       40  
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地域治安の改善状況 

 

 

地域治安の向上状況を知るために、サンパウロ市ではここ３年間の、サンジョ

ゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市はここ６ヶ月間に関して質問を回答者に対

して行った。 

 

地域が「大変安全である」及び「安全である」と答えた回答者のうち、約半数

が地域は「常に安全である」と回答した。また、１０名中４名の割合で数年前

からより安全になったと回答している（スザノ市及びサンジョゼ・ドス・カン

ポス市の場合は６ヶ月前から）。そのほかには１０名中１名の割合で「意見な

し」がみられた。 

 

居住者、通過者や就労者など土地勘を持っているほうが、まったく知らない地

域よりも、より安全性を感じるようだと思われた。 

 

治安状況の改善状況には、合計やサンパウロ市地方都市のどの調査結果にも大

きな変化がみられないことがわかった。 

 

地域治安の改善状況 

 

 合計 サンパウロ

市 

地方都市

標本数 （330）

％ 

（276） 

％ 

（160） 

％ 

常に安全である 48 47 50 

３年前／６ヶ月前からより

安全になった 
41 41 41 

わからない／意見なし 11 12 9 

  備考：３年前はサンパウロ市内、６ヶ月は地方都市 

 

「常に安全である」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  67 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市    60 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   57 

 ２０～２９歳      56 

 義務教育修了者         56 

 

 

「３年前／６ヶ月前からより安全になった」と答えた割合が高いのは、以下の

回答者である。 

         ％ 
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 ジャルジン・ラニエリ     68 

 サンミゲル・パウリスタ     56 

 ５０歳以上       47 
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地域内の安全ではない場所の存在 

 

 

前回調査と同じように今回の調査でも回答者の意見がはっきり分かれた。 

 

ほぼ半数の回答者は昼間でも歩くのに不安を感じる場所が地域に存在すると述

べ、その他の半数はそのような場所が存在しないと述べている。前回の調査で

は回答者の半数以上が「安全でない場所がある」と回答している。 

 

地方都市では、サンパウロ市よりもやや多くの回答者が安全だと感じているよ

うに思われる。 

 

 

地域内の安全でない場所の存在 

 

今回の調査  

合計 
サンパウロ

市 

地方都

市 

前回調査 

標本数 （800） 

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

（800） 

％ 

地域で安全でない場所があ

る 
48 50 43 51 

安全でない場所はない 49 47 57 47 

わからない／意見なし 2 3 1 2 

 

「地域内に安全でない場所がある」と答えた割合が高いのは、以下の回答者で

ある。 

         ％ 

 ロータリー       76 

 ラルゴ・ド・ベレン     63 

 ジャルジン・ラニエリ     58 

 高等教育修了者      58 

 

 

一方で昼間歩くのに「安全でない場所はない」と答えた割合が高いのは、以下

の地域である。 

         ％ 

 スザノ及びサンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者 65 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   65 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロデマーイオ 64  

 ヴィラ・ダス・メルセス     63 

 サンジョゼ・ドス・カンポス    63 

 スザノ及びサンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者 60 
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地域内の軍警察の巡回 

 

 

全回答者のうち約１０名中１名の割合で軍警察は地域内巡回を行っていないと

回答し、また６％がこの質問に回答しなかった。つまり、１０名中約２名が地

域パトロールがないと答えるが、もしくは回答しなかったということになる。 

 

地域内の巡回を認知している回答者のうち、１０名中４名の割合で「毎日巡回

がある」との回答がみられ、１０名中約２名の割合で「時々巡回がある」と答

えている。その割合は、一日に数回の巡回があると答えた回答者と同様の比率

でもある。 

 

多くの回答者が巡回が効果があるとを認識しており、昼夜を数回の巡回がある

と答えた回答者もいた。 

 

「毎日巡回がある」では回答者の割合は、サンパウロ市と地方都市に変わりは

ないものの、「時々巡回がある」では地方都市の割合が高かった。 

 

また前回と今回の調査結果の比較では、あまり変化はみられなかった。 

 

軍警察パトロール 

 

今回調査 前回調査  

合計 サンパウロ

市 

地方都

市 

 

標本数 （659） 

％ 

（517） 

％ 

（142）

％ 

（687） 

％ 

１日に１０回以上

（昼／夜） 
4 5 1 5 

１日に５～１０回

（昼／夜） 

6 6 5 7 

１日に４回以内 

（昼／夜） 

11 11 11 10 

毎日巡回がある 40 40 40 39 

週に数回巡回があ

る 

6 6 8 11 

時々巡回がある 21 20 29 25 

めったにない 11 11 11 3 

 

地域に「毎日巡回がある」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 ノッサ・セニョラ・ド・カルモ    54 

 初等教育修了者       47 
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「時々巡回がある」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

             ％ 

 スザノ市及びサンジョゼ・ドス・カンポス市－居住者 30 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ       30  

 サンジョゼ・ドス・カンポス市       30 

 サンミゲルパウリスタ        29 
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BCS の認知度 

 

 

地域 BCS について「良く知っている」と「大体知っている」との割合の差は大

変小さいものであった。回答者の大半である１０名中４名ずつが、この２つの

選択しに分かれている。また１０名中約１名の割合で「聞いて知っている」と

回答しているが、これは「知らない」と答えた回答者と同じ割合である。 

 

サンパウロの調査結果は、合計や地方都市の結果と、少々の違いはあるものの、

似通っている。 

 

また、「大体知っている」と答えた割合が最も大きく、回答者の約半数となっ

ている。 

 

前回の調査は、合計やサンパウロ市の調査結果と類似しているが、「大体知っ

ている」の回答者がやや多いという結果であった。 

 

つまり、少しの違いはあるにせよ BCS に対して「大体知っている」といった回

答が最も大きい割合を占め続けているのがわかる。 

 

BCS の認識について 

 

 今回調査 

 合計 サンパウロ

市 

地方都

市 

前回調査 

標本数 （800）

％ 

（640） 

％ 

（160）

％ 

（800） 

％ 

良く知っている 37 37 34 39 

大体知っている 42 40 49 47 

聞いて知ってい

る 
10 9 11 7 

しらない 11 13 6 8 

 

BCS を「良くしっている」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者 52 

 高等教育修了者      46 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   46 

 ５０歳以上         44 

 ヴィラ・ダス・メルセス     43 

 

BCS を「大体知っている」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 
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         ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  56 

 スザノ市／カザ・ブランカ    56 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者 55 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者 54 

 ラルゴ・ド・ベレン     53 

 ジャルジン・ラニエリ     53 

 ４０～４９歳        48 

 

 

以前から BCS の認識について 

 

BCS について「知らない」と答えた少数の回答者のうち、１０名中約７名が

「初めて聞いた」と回答し、その他の回答者は「前に聞いたことがある」と回

答した。 

 

前から BCS の認識について 

 

BCS 認識されていない回答者 （91）

％ 

初めて聞いた 70 

前に聞いたことがある 30 

 

BCS について「初めて聞いた」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 就労者－合計      93 

 ロータリー       87 

 D/E クラス（貧困層）     83 

 １６～２４歳        80 

 女性        77 

 

 

 

 

地域内での BCS 活動の評価 

 

 

BCS について知っていると答えた回答者は、その活動を高く評価している。 

合計やサンパウロ市または地方都市の調査結果をみても、その約半数以上が

「大変良い」または「良い」と評価している。また１０名中２名の割合で「普

通」と評価し、１０名中１名の割合で「悪い」または「大変悪い」と回答して

いる。その否定的評価の割合は「わからない／意見なし」とほぼ同じ比率であ

る。 
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地域内での BCS 活動評価 

 

 合計 サンパウロ市 各地方 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

 大変良い 12 13 11 

 良い 43 42 44 

肯定的評価 55 55 55 

    

 普通 20 20 22 

    

 悪い 8 8 6 

 大変悪い 5 5 5 

否定的評価 13 13 11 

    

 わからない／意

見なし 

12 12 12 

 

 

BCS 活動に対して「肯定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 ラルゴ・ド・ベレン     66 

 スザノ市／カザ・ブランカ    66 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  65 

 義務教育修了者         61 

 D/E クラス（低所得者層）    61 

 

一方で、BCS 活動に対して「否定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答

者である。 

         ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   40 

 

 

219



 36

 

 

BCS 活動に対する肯定的評価の理由 

 

 

BCS 活動について肯定的評価をした２つの主な理由は、回答者が経験した対応

に起因するものであった。約１/３の回答者が、市民に対応時の警察官の親切

さや丁寧さ迅速さを挙げた。 

 

その他の理由としては、地域治安の向上につながる警察官の存在感と迅速さが

市民からみえているという点である。 

 

以下の表でもわかるように、それぞれの理由は各地域や分類によってばらつき

がある。 

 

BCS に対する肯定的評価の理由 

 

標本数 （404） 

％ 

回答者 ％ 

親切／丁寧である ３６ 

SJC/S－就労者 

４０～４９歳 

５０歳～ 

５２

４１

４１

要望時に対応する ３１ 

SJC/S－就労者 

N.S.Carmo 

ペルス／ブリタニア 

マリア・カンジダ／プラッサ・

オスカル 

４０～４９歳 

４８

４６

４１

４０

 

３９

巡回が常時行われ

ている 
１９ 

スザノ市 

SJC/S－居住者 

SJC/S－通過者 

ヴィラ・ダス・メルセス 

３４

３２

３２

２６

迅速な対応する １６ 

SJC/S－通過者 

ラルゴ・ド・ベレン 

SJC/S－居住者 

３２

３０

２９

常時駐在している １１ 

高等教育終了者 

ヴィラ・ダス・メルセス 

ロータリー 

ラルゴ・ド・ベレン 

２１

２１

１９

１８

地域の治安が向上

した 
１０ 

マリア・カンジダ／プラッサ・

オスカル 

２５～２９歳 

SJC/S－通過者 

２５

 

２０

１８

備考：SJC/S サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市 
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またごく低い割合ではあるが、以下のようにその他の理由もみられた。数字的

には少ないが、内容的に重要であるとも考えられる。 

 

 肯定的評価をした理由 

8％  警察官の存在により犯罪を妨げる 

7％  警察官が応急手当もする 

6％  BCS により犯罪／暴力が減った 

5％  正しい情報を市民に伝える 

4％  不審者に対応する 

 路上の警察官が多くなった 

 地域社会のイベントを推進する 

3％  BCS の近接しているので対応が早い 

 警察官が職務質問している 

2％  警察官が良く訓練されている 

 警察官が市民を認識している 

 必要時に迅速に対応した 

 商店への強盗が減った 

1％  けんかなどに警察官が対応する 

 事件に取り締まる 

 地域がおちついている 

 地域の祭りなどを警備をしている 
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BCS に対する普通評価の理由 

 

 

BCS に対して「普通」評価をした主な理由は、巡回する警察官足りないなど活

動が不十分であるという点に起因しており、またその一方で「業務を遂行しな

い」、「対応するのに時間がかかる」といった地域の必要性に関連したものも

みられた。 

 

 

普通評価の理由 

 

標本数 （１５０） 

％ 
回答者 

％ 

地域巡回が行われ

てない 
３０ 

通過者－合計 

N.S.Carmo 

２５～２９歳 

ペルス／ジャルジン・.ブリ

タニア 

D/E クラス（低所得層） 

スザノ市 

女性 

５８

５７

４４

４３

 

４１

４０

３８

地域に警察官が不

足 
１８ 

S/SJC－就労者 

ロータリー 

ヴィラ・ダス・メルセス 

５０歳～ 

A/B クラス 

中等教育修了者 

５０ 

４５ 

４０ 

３４ 

２８ 

２５ 

対応に時間がかか

る 
１６ 

S/SJC －合計 

ペルス／ブリタニア 

３０～３９歳 

高等教育修了者 

３８ 

２９ 

２６ 

２２ 

職務を遂行しない １２ 

マリア・カンジダ／プラッ

サ・オスカル 

義務教育修了者 

１６～２４歳 

ラルゴ・ド・ベレン 

ヴィラ・ダス・メルセス 

３３ 

 

２３ 

２１ 

２０ 

２０ 

警察官が BCS の前

／中だけにいる 
９ サンミゲルパウリスタ区 １８ 

備考：N.S.Carmo ノッサセニョラド・カルモの略称 

   S/SJC スザノ市及びサンジョゼ・ドス・カンポス市の略称 
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BCS に対して普通評価した他の理由も、低い割合ながら注目に値するものであ

る。これらには、BCS を構成する警察官の姿勢の改善につながり、将来的によ

り良い評価をもたらす鍵を含んでいる可能性がある。 

  

 普通と評価した理由 

７％ 警察官が市民に敬意をはらわない 

５％ 

BCS の近所だけを巡回する 

要望時に対応するパトカーがない 

市民が問題を解決した後にのみ警察官が来る 

警察官は市民に協力しない 

汚職警察官である 

警察は遅い 

４％ 暴力は同じように続いている／変化なし 

３％ 

要望時にはいつも対応する 

警察官は親切／丁寧 

すべての市民を犯罪者扱いする 

２％ 

迅速に対応する 

必要なときには不在 

地域に安全性がみられない 

警察官は仕事に不熱心／低給料 

１％ 

BCS で暴力／犯罪が減った 

警察官の増加／路上に警察官が多い 

存在感がある 

常時巡回を行っている 

応急手当てをする 

市民が警察署へ行くのに協力する 

市民に正しい情報を伝える 

警察官が不審者に接近する 

BCS が無人である 

訓練されていない警察官／経験が浅い 

警察官が殴る／たたく／攻撃的である 

警察官は市民への犯罪予防の活動を行わない 

警察官が好きではない 

地域と距離を置いている 

警察官が犯罪者をこわがる 

一度も BCS 活動を利用したことがない 

BCS に連絡すると、１９０番へ電話かけるようにいわれる 

犯罪の届けを出すときに、身分証明を要求される 

警察の設備がもろい 
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BCS に対して否定的評価をした理由 

 

 

 

否定的評価の理由は、割合に違いがあるがそのほとんどが「普通」評価のそれ

とほぼ一致している。それは、「普通」回答時に肯定的よりも否定的な要素を

多く含んでいるからだといえる。 

 

 

否定的評価をした理由 

 

標本数 （９３） 

％ 
回答者 

％ 

地域で巡回が行わ

れてない 
３３ 

ペルス／ジャルジン・ブリ

タニア 

サンパウロ市－就労者 

３０～３９歳 

通過者－合計 

就労者－合計 

５２

 

４６

４４

４２

４１

職務を履行しない ２５ 
高等教育修了者 

サンパウロ市－通過者 

４０

３８

地域内の警察官が

不足 
１６ 

初等教育修了者 

女性 

サンパウロ市－就労者 

４０～４９歳 

５０歳以上 

就労者－合計 

３３

３１

２９

２７

２６

２４

対応に時間がかか

る 
１２ 

４０～４９歳 

義務教育就労者 

C クラス（中産階級） 

南部－合計 

３３

２１

２０

２０

対応するのにパト

カーがない 
９ ５０歳以上 １６

地域で安全性を感

じない 
９ 

４０～４９歳 

高等教育就労者 

就労者－合計 

東部－合計 

女性 

３３

２０

１７

１５

１５
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 否定な評価理由 

８％  警察官は住民に協力しない 

６％ 

 必要なときに不在 

 警察官が BCS の前／中だけにいる 

 警察官が市民に敬意をはらわない 

 警察は遅い 

 警察の設備がもろい 

４％ 

 BCS の近辺だけを巡回する 

 汚職警察官である 

 暴力は同じように続いている／変化なし 

３％ 
 訓練されていない警察官／経験浅い 

 すべての市民を犯罪者扱いする 

２％ 

 

 警察官が殴る／たたく／攻撃的である 

 警察官も犯罪者を恐れている 

 

１％ 

 

 警察官は常時巡回を行っている 

 市民が問題を解決した後にのみ警察官が来る 

 警察官も犯罪を行っている 

 地域と距離を置いている 

 一度も BCS を利用したことがない 

 BCS を連絡すると１９０番へ電話かけるようにいわれる 

 警察官は仕事に不熱心／低給料 
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BCS 設置後の改善の認知度 

 

 

合計及びサンパウロ市や地方都市の調査結果でも一様に、１０名中約６名の割

合で BCS 設置後警察活動が「良くなった」と回答した。 

 

また１０名中約２名の割合で警察活動について、「以前と同様に良い」と回答

している。つまり、４名中約３名の割合で、治安に対して肯定的評価している

ことになる。 

 

一方で、１％は警察活動が「悪くなった」と評価し、１５％が「以前と同様に

悪い」と評価した。ここでもサンパウロ市地方都市によっての変化はみられな

い。 

 

BCS 設置後の改善の認知度 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

 良くなった 58 57 60 

 悪くなった 1 1 3 

 以前と同様に良い 18 18 17 

 以前と同様で悪い 15 15 13 

 わからない／意見なし 8 9 6 

 

 

BCS 設置後に地域の警察活動が「良くなった」と評価をした割合が高いのは、

以下の回答者である。 

        ％ 

 ジャルジン・ラニエリ    70 

 老年層４０～４９歳及び５０歳以上  67 

 高等教育修了者     67 

 サンパウロ市－通過者    65 

 

 

そのような感覚を最も持っていないのは以下の回答者である。 

        ％ 

 若年層      47 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア  37 

 ロータリー      47 
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BCS の設置年数 

 

 

BCS の設置を認知している回答者であっても、その年数についてははっきりし

ない。おそらく日常の生活でよく見られるように、年月の経過を覚えていない

からであろうと思われる。 

 

１０名中約３名の割合で回答者は、年数に対して「わからない」と答えており、

また約半数は地域に「５年間以上」あると回答している。 

 

合計や地方都市、サンパウロ市でも、その結果はほぼ同様あるが、地方都市の

回答者は「５年以上」と回答している比率が比較的低いことがわかる。 

 

 

BCS の設置年数 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

１年以下 2 1 7 

約１年間 1 1 1 

約２年間 5 4 7 

約３年間 10 10 8 

約４年間 8 8 6 

約５年間 1 11 10 

５年以上 36 38 25 

わからない／意見なし 29 27 36 

 

 

BCS の設置年数が「５年以上」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

        ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル 61 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア  51 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ   47 

 ５０歳以上      44 

 A/B クラス      44 
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BCS 活動の変化の認知 

 

 

サンパウロ市はここ３年間の、サンジョゼ・ドス・カンポス市及びスザノ市は

ここ６ヶ月間についての比較評価を回答者に尋ねたところ、BCS 活動のスタイ

ルの変化が進んでいることを、１０名中７名の割合の回答者は認知していない

ことがわかった。そして４名中１名の割合で何からの変化を認識していると回

答している。 

 

それは、合計やサンパウロ市、地方都市の調査結果でも同様であった。 

 

 

BCS 活動の変化の認知 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

BCS 活動を認識している回

答者 

（736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

変化を感じた 24 23 25 

変化を感じなかった 71 71 69 

わからない／意見なし 6 6 5 

 

BCS 活動スタイルについて「変化を感じなかった」と答えた割合の高いのは、

以下の回答者である。 

         ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   84 

 ヴィラ・ダス・メルセス     82 
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認知された変化 

 

 

 

回答者に認知された主な変化というと、警察のパトカーや自転車また徒歩での

巡回の増加があげられる。それに加え、「警察官がより思いやりがあるように

なった」、「強盗、窃盗や事故にあった被害者対策を行っている」「住民を親

交を深めようとしている」などがみられる。 

 

認知された変化 

 

BCS 活動に変化を感じた回答者 （175）

％ 

巡回の増加／パトカー巡回 62 

巡回の増加／徒歩巡回 30 

事故での被害者対策をおこなっている 15 

住民をより理解しようとしている 14 

強盗／窃盗の被害者に対策を行っている 13 

定期的に巡回住民訪問を行っている 12 

住民情報を記録／申請する 11 

犯罪にあった被害者に対策を行っている 9 

 

 

 

 

 その他の変化 

3% 

 

 BCS がリフォームされた 

2% 
 警察官が増加 

 巡回増加／自転車巡回 

1% 

 市民により丁寧 

 地域状況に気をつけている 

 バスのない時間に市民を送り届ける

 対応が早くなった 

 BCS に不在または警察官が仕事して

いない 

 自転車警察官がいない 

 警察官が減少 

 

警察官の「巡回の増加」を感じた多くのは、以下の回答者である。 

 

            ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア      89 

 スザノ市          84 
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 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル     79 

 ラルゴ・ド・ベレン        78 

 スザノ市／サン・ジョゼ・ドス・カンポス市－居住者 75 

 D/E クラス（低所得層）        74 

 ノッサ・セニョラ・ド・カルモ       74 

 ４０～４９歳         72 
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BCS の活動から信頼度 

 

 

地域の BCS 活動があるにもかかわらず、回答者の半数は「警察に対する見解に

変わりがない」と回答している。その割合は１０名中６名と地方都市では最も

高く、合計の結果は地方都市より若干低く、さらにサンパウロ市ではそれより

に低いという結果になった。 

 

また１０名中約４名の割合で警察活動を「より信頼している」が、その割合は

地方では少なくなっている。 

 

BCS の信頼性について 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

より信頼している 42 43 37 

より信頼しない 6 7 3 

警察に対する見解は変わ

らない 50 47 59 

わからない／意見なし 2 3 1 

 

 

「警察に対する見解は変わりない」と答えた割合が多いのは、以下の回答者で

ある。 

         ％ 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者 73 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ    60 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－合計 59 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロ・デ・マーイオ 58 

 

 

BCS に対してより大きな信頼を寄せているのは、主に老年層、低所得層、及び

低学歴層の市民である。下記の信頼性が高い地域結果でも、全体的に都市周辺

地域多く、つまり低所得者が多いことがわかる。 

 

 

         ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  60 

 ヴィラ・ダス・メルセス     54 

 初等教育修了者       51 

 ５０歳以上       50 

 D/E クラス（低所得層）     49 

 ラルゴ・ド・ベレン     49 
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BCS との関係（１） 

 

 

地域で活動をしている BCS の警察官との関係について回答者に尋ねた。 

 

約半数の回答者は BCS との関係に対する考えに「変化なし」と答えている。そ

の割合は地方都市では最も高く、一方サンパウロ市では最も低い。 

 

１０名中約４名の割合で回答者は親近感を感じており、その比率はどこ調査結

果でも同様である。また反対に、距離感では差が見られ、合計で７％、地方都

市では３％という結果になった。 

 

BCS との関係 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

 より親近感 43 43 39 

 より距離感 7 8 3 

 変化なし 48 45 57 

 わからない／意見なし 3 3 1 

 

 

地域で対応する BCS の警察官との関係に対して「変化なし」と答えた割合が高

いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者 68 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロ・デ・マーイオ 61 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－居住者 57 

 １６～２４歳及び２５～２９歳      55 

 

「より親近感」を感じている割合が高いのは、以下の回答者である。 

 

         ％ 

 マリア・カンジダ／プラッサオスカル   61 

 ラルゴ・ド・ベレン     55 

 ５０歳以上       54 

 ヴィラ・ダス・メルセス      
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BCS との関係（２） 

 

 

回答者に対して BCS に関する肯定的質問し、それに対して賛成か反対という割

合を調べた。 

 

それぞれの質問に対して、一部または完全に賛成する割合が大変高いことがわ

かった。 

 

最も賛成率が高かった質問は、BCS の対応にかかる質問であり、また最も賛成

率が低かった質問は、遺失物を対応にかかる質問であった。 

その二つを比べると８４％と５５％と差があるが、全体的に、どの質問につい

ても半数以上が賛成しており、BCS の警察官は良いサービスをしていると評価

している。 

 

またそのほかには、最も賛成少ない最後の２項目の「わからない／意見なし」

では回答者が４分の１の比率を占めている。 

 

BCS に関する関係 

 

賛成 反対  標本数（736） 賛成 

完全 一部 一部 完全 Ns/Nr 

親切に対応する 84 71 13 4 2 10 

交通事故の被害者に対し

良い対応をする 
73 56 17 6 3 18 

救急呼びかけの場合すぐ

対応する 
71 50 21 9 5 15 

警察存在感で地域内が安

全になり 
71 43 28 15 8 6 

要請時すぐ対応する 70 43 27 12 7 11 

丁寧に職務質問する 70 52 18 14 5 12 

強盗の被害者に対し応対

する 
66 41 25 11 5 18 

犯罪の被害者や、家族に

対し応対する 
58 35 23 10 5 27 

遺失物に対し丁寧に対応

する 
55 31 24 15 6 25 

備考：Ns/Nr   わからない／意見なし 
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地域 BCS 警察官のインパクト 

 

 

地域 BCS の活動の地域治安に対するインパクトついて、回答者の意見は明確に

分かれた。 

 

地域の「治安に効果がない」と評価した割合は、「大きな効果」「小さな効

果」とほぼ同じ比率であり、それはつまり各４名に１名が、この３つの選択肢

の中から回答しているということである。 

 

１０名中１名の割合で、BCS が警察活動に「大変大きな効果」があると回答し、

また７％は「大変小さい効果」と評価している。 

 

合計やサンパウロ市地方都市の調査結果にも、大きな違いはみられなかった。 

 

 

地域 BCS に関する警察活動の効果 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

大変大きな効果 11 11 11 

大きな効果 24 24 22 

小さな効果 25 24 27 

大変小さな効果 7 7 6 

治安に効果なし 26 25 29 

わからない／意見なし 7 8 5 

 

 

地域 BCS の治安への効果について、下記の選択肢で最も高い割合を得たのは、

以下の回答者である。 

 

治安に効果なし 

         ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア   54 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市   38 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ    36 

 サンミゲル／プリメイロ・デ・マーイオ  33 

 

 

小さな効果 

         ％ 

 ジャルジン・ラニエリ        34 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者 32 
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大きな効果 

         ％ 

 ラルゴ・ド・ベレン     36 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  33 

 サンパウロ市－就労者     31 

 

 

大変大きな効果 

         ％ 

 ヴィラ・ダス・メルセス    24 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル  21 

 

 

大変小さな効果 

         ％ 

 ジャルジン・ラニエリ     15 

 ヴィラ・ダス・メルセス    14 
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警察に対する見解の変化 

 

 

BCS が地域住民との連携協力活動しても、１０名中約６名の割合で警察に対す

る見解に「変化なし」と回答した。また３名中１名の割合で「良くなった」答

える一方で、３％は「悪くなった」と回答した。 

 

回答者の周囲の一般市民（居住者、就労者及び通過者）の見解は、回答者の見

解と一致している。つまりは、回答者は一般市民についての意見に、自分の意

見を投影していると考えられる。 

 

 

警察に対する見解の変化 

 

 回答者 一般市民 

 合計 サンパウ

ロ市 

地方都

市 

合計 サンパウ

ロ市 

地方都

市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154）

％ 

（736）

％ 

（582） 

％ 

（154）

％ 

良くなった 33 34 31 34 35 29 

悪くなった 3 3 1 3 3 1 

変化なし（自然

発生） 
58 56 67 53 50 65 

わからない／意

見なし 
6 7 2 10 12 5 

 

「変化なし」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

            ％ 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア       78 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市       78 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者  73 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ     69 

 サンミゲル・パウリスタ／プリメイロ・デ・マーイオ    69 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者  68 

 

 

警察に対する見解が「良くなった」と答えた割合が高いのは、以下の回答者で

ある。 

         ％ 

 ラルゴ・ド・ベレン      57 

 ロータリー       51 

 ４０～４９歳       44 
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警察官に対する認知度 

 

 

回答者の中で、地域 BCS と接点があまりみられない。警察に関して回答者が距

離をとっているようにも思われる。回答者が BCS へ行くのは本当に必要な場合

のみとなっている。 

 

この状況は、その他の BCS と市民の関係の様々な分析結果からもわかるように、

はっきりと見て取るとことができる。 

 

認知度にはまったく知らないというレベルから、良く知っているというレベル

まであるが、回答者の大半は BCS の警察官を知らないという結果になった。１

０名中１名だけの割合で警察官を「大変良く知っている」と述べており、その

同じ割合で「良く知っている」と答えている。つまり１０名中たった１人の割

合の回答者が警察官の名前を知っているということになる。 

 

約４名が警察官を「見知っている」と答え、また、約３分の１はまったく知ら

ないと答えた。 

 

地方都市ではサンパウロ市より、警察官の認知度が高いのがわかる。それはお

そらく警察官が勤務する地域内に属しているからであるからであろう。 

 

警察官に対する見解 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736）

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

大変良く知っている、それ

ぞれの名前も知っている 
10 8 16 

良く知っているが、名前は

知らない 
12 13 8 

大体知っておる、見知って

いる 
42 43 39 

知らない／一度も見たこと

がない 
35 35 36 

 

BCS の警察官を「大体知っている、見知っている」と答えた割合が高いのは、

以下の回答者である。 

         ％ 

 ラルゴ・ド・ベレン      59 

 ジャルジン・ラニエリ     51 

 

 

BCS の警察官を「知らない」と回答した比率が高いのは、以下のとおりである。 
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         ％ 

 サンミゲル／プリメイロ・デ・マーイオ   51 

 ヴィラ・ダス・メルセス     51 

 ロータリー       45 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－通過者 43 

 ２５～２９歳       42 
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BCS の利用 

 

 

BCS を認知している回答者のなかで１０名中６名の割合で回答者は、一度も

BCS を利用する必要がなかったと答えている。 

 

BCS の利用について、サンパウロ市は合計の調査結果にほぼ似通っているが、

地方都市では、BCS を利用したことがある割合が約半数と最も高い。 

 

 

BCS の利用 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

はい 39 37 49 

いいえ 60 63 51 

 

BCS を利用した比率が高いのは、以下の回答者である。 

         ％ 

 ロータリー       72 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロデマーイオ  71 

 ヴィラダスメルセス      71 

 マリア・カンジダ／プラッサオスカル   70 

 

 

BCS を利用した理由は様々である。そのなかで最も多く述べられているのは、

急病人への手助けのほかに加えて、告発関係、事件発生記録の作成、情報請求、

事故関連になどである。 

 

BCS 活動に対する利用について 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市

標本数 （288）

％ 

（213） 

％ 

（75） 

％ 

告発するために行った 35 34 39 

事件発生記録を作成しに行

った 
20 22 17 

情報請求をした 18 19 15 

事故関連 18 18 19 

急病に対する手助けを頼ん

だ 
17 19 11 

遺失物または拾得物関連 7 8 3 
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 BCS に対する活動を利用した 

３％ 争いごとを収める手助けを頼んだ 

 

２％ BCS の設備を使用した（トイレ、電話

など） 

１％ 家族親類探しに関する手助けを頼んだ

 

BCS を利用する割合が最も高いのは、以下の回答者である。 

 

告発をする        ％ 

 ３０～３９歳       45 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル   42 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者 41 

 

 

事件発生記録の作成 

         ％ 

 A/B クラス       28 

 マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル   38 
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BCS の対応に対する評価 

 

 

BCS 活動を利用した回答者の多くは肯定的評価であり、４名中約３名の割合で

「大変良かった」または「良かった」と回答している。この評価の割合は、サ

ンパウロ市ではより高くなっている。反対に、地方都市ではそれよりも低く、

比較的批判的な回答が多い。 

 

 

BCS の対応に対する評価 

 

 合計 サンパウロ 地方都市 

標本数 （288） 

％ 

（213） 

％ 

（75） 

％ 

 大変よい 32 37 20 

 良い 43 42 47 

 肯定的評価 75 79 67 

    

 普通 9 7 13 

    

 悪い 6 5 8 

 大変悪い 8 8 8 

否定的評価 14 13 16 

 

 

BCS の対応に対して「肯定的評価」をした割合が高いのは、以下の回答者であ

る。 

        ％ 

 サンミゲル／プリメイロ・デ・マーイオ           100 

 サンパウロ市－就労者    91 

 ロータリー      86 

 サンパウロ市－通過者    85 

 ラルゴ・ド・ベレン     85 

 低学歴層      83 

 高等教育修了者     83 

 就労者－合計      83 
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BCS の対応に対して肯定的評価をした理由 

 

 

BCS の対応に対する肯定的評価の理由は数多くある。 

 

主に警察官の対応時の親切さや忍耐強さ、または敬意に起因しているのもが多

い。また情報の伝え方を訓練されている、事故の手助け、迅速な対応なども挙

げられている。 

 

 

肯定的評価の理由 

 

標本数 （218）

％ 

肯定的理由（NET） 94 

 親切である／忍耐強い／敬意を示す 60 

 迅速に対応する 33 

 事故発生時／要請時に手助けをする 20 

 情報を伝え方を訓練されている 12 

 

少ない比率であるが、重要と思われるその他の理由 

 

 肯定的評価した理由 

４％  発生を記録する／すぐに記録する 

３％  事件発生中に感情的なサポートを与える 

２％ 

 市民に敬意を示す 

 記録のための場所へ案内した 

 巡回を行っている／行った 

１％ 

 犯罪者でも差別しないで救助する 

 事件記録を届けるように警察署へつれて

く 

 混乱／暴力なしで事件を解決した 

 近況を聞きに再びくる 

 家族関係について助言する 

 不審者に対応する 

 

警察官に対して「親切である／忍耐強い／敬意を示す」と答えたの比率が高い

のは、以下の回答者である。 

            ％ 

 義務教育修了者           80 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－就労者 79 

 ヴィラ・ダス・メルセス       76 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア       76 

 サンパウロ市 －住民          72 
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なお、警察官に対して「迅速な対応すること」と答えた比率が高いのは、以下

の回答者である。 

         ％ 

スザノ市       71 

スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－合計 66 

マリア・カンジダ／プラッサ・オスカル     58 

 

 

 

BCS の対応に対して、「普通」や否定的評価をした比率は低い。２５名だけが

「普通」と評価し、４１名が「悪い」又は、「大変に悪い」といった否定的評

価をしている。 

 

BCS に関する対応が「普通」と評価した回答者の大半は、「普通」評価を否定

的に捉えており、その理由として否定的なものが多い。 

 

普通と評価した理由 

 

標本数 （２５）

％ 

肯定的理由（NET） １６ 

 親切である／忍耐強い／敬意を示す ８ 

 事故発生時に手助けをする ８ 

否定的理由（NET） ９２ 

 思いやりがない／手助けする気がない／傲慢である ４０ 

 対応するまで時間がかかる ３２ 

 犯罪者を捕まえる気がない １２ 

 その場所での記録をしなかった。別な場所へつれて

いった。 

１２ 

 告発を調査しない／事件を調査しない １２ 

 要請をしたが対応なし ８ 

 効果がない／問題を解決しない ８ 

 

 

 普通と評価した理由 

４％ 

 発生を記録する／すぐ記録する 

 迅速に対応がする 

 記録のための経験不足 

 文書が見当たらない場合他の部署／警察

署に回す 

 事件の対応に、パトカーが不足 

 少数の事件しか扱わない／無関心／不親

切 
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否定的な評価理由 

 

標本数 （４１）

％ 

否定的理由（NET） ９８ 

 思いやりがない／手助けする気がない／傲慢である ３７ 

 対応するまで時間がかかる ２０ 

 少数の事件しか扱わない／無関心／不親切 ２０ 

 その場所での記録をしなかった。別な場所へつれてい

った。 
１５ 

 要請をしたが対応なし １２ 

 事件の対応に、パトカーが不足 １０ 

 

 

 否定的な理由 

７％ 

 BCS にたった１人の警察官しかいなかった 

 効果がない／問題を解決しない 

 騒音の告発に対応しない 

５％  告発を調査しない／事件を調査しない 

２％ 

 記録のための経験不足 

 文書が見当たらない場合他の部署／警察署に回す 

 車両が盗まれても取り戻さない 

 強盗に遭遇後 BCS に行ったら、警察署にいくよう言

われた 

 犯罪者と親密関係である 
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BCS を訪ねる習慣について 

 

 

地域住民問題や異常なことがなどが起きた場合にも、大半の回答者が BCS を訪

ねる習慣がないと回答した。ただ１名だけが訪ねると答えた（１２％）。 

 

BCS を訪ねると回答した比率が最も低かったのは、スザノ市及びサンジョゼ・

ドス・カンポス市で、その回答者のほとんどが習慣がないと回答した。 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （736） 

％ 

（582） 

％ 

（154） 

％ 

習慣がある 12 15 3 

習慣がない 87 84 97 
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BCS の警察官の巡回訪問 

 

 

地域 BCS を認知している居住者及び就労者のうち、４名中３名の割合の回答者

は、警察官の訪問がないと答えた。彼らと同居しているものや一緒に働いてい

る市民も同様の回答をしている。つまり４名中１名の割合のみの回答者が、

BCS の警察官の巡回訪問を受けたということがわかる。それは住宅でも商店で

も同様の割合であった。 

 

 

地域 BCS の警察官の巡回訪問について 

 

 回答者 周辺住宅・商店 

 

 

標本数 

合計 

 

（557） 

％ 

サンパウロ

市 

（443） 

％ 

地方都

市 

（114）

％ 

合計 

 

（557）

％ 

サンパウロ

市 

（443） 

％ 

地方都市

 

（114） 

％ 

 はい 26 27 21 24 26 17 

 いい

え 
74 73 79 73 71 80 

 

警察官の巡回訪問を受けた居住者や就労者のうち、３分の１が３回の訪問があ

ったと回答した。その割合はサンパウロ市で最も高く、一方で地方都市では大

変低くなっている。 

 

警察官の巡回訪問を受けた回数の平均は 4,9 回であった。 

 

また３名中２名の割合で１回～３回訪問があったと述べ、回答者の１５％は１

０回以上の訪問があったと答えている。 

 

地域 BCS の警察官の訪問について 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （143）

％ 

（119） 

％ 

（24） 

％ 

 １回 36 39 21 

 ２回 18 19 13 

 ３回 12 13 8 

３回まで 66 71 42 

    

 ４回 6 5 8 

 ５回 4 3 8 

 ６回 4 4 4 

 ８回 1 1 ‐ 
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１０回以上 15 13 25 

わからない／意見な

し 
5 3 13 

 平均回数 4,9 4,4 7,6 

 

 

 

一方で、BCS の警察官の「巡回訪問を受けてない」と答えた割合が高いのは、

以下の回答者である。 

         ％ 

 スザノ市－居住者      91 

 居住者－合計         85 

 サンパウロ市－居住者        84 

 サンミゲルパウリスタ／プリメイロ・デ・マーイオ 84 

 ペルス／ジャルジン・ブリタニア      82 

 ２５～２９歳         82 

 初等教育修了者             81 

 D/E クラス（低所得層）        81 

 

 

住宅および仕事場のへの警察官の訪問に、回答者は肯定的な評価をしている。

ごく少数の回答者だけが否定的評価をしている。このような訪問に対して地方

都市では肯定的評価が一段と高くなっている。 

 

 

警察官の巡回訪問について 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （143） 

％ 

（119） 

％ 

（24） 

％ 

 大変良かっ

た 

25 21 46 

 良かった 60 63 46 

肯定的評価 85 84 92 

    

 普通 10 10 4 

    

 悪かった 2 2 － 

 大変悪かっ

た 

2 2 － 

否定的評価 4 4 － 
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近所または商店が警察官の訪問を受けたと回答したごくわずかな回答者のうち、

１０名中３名の割合で「意見なし」と回答しているが、そのほかの大半は肯定

的評価をしている。 

 

警察官から回答者周辺の訪問について評価 

 

 合計 サンパウロ市 各地方 

警察官が回答者の周辺へ訪

問した者 

（136）

％ 

（117） 

％ 

（19） 

％ 

 大変良い 16 15 21 

 良い 43 44 37 

肯定的評価 59 59 58 

    

 普通 7 9 ‐ 

    

 悪い 1 2 ‐ 

 大変悪い 1 2 ‐ 

否定的評価 2 4 ‐ 

    

意見なし 31 29 42 
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軍警察活動に対する認知度 

 

 

全回答者のうち１０名中７名の割合で軍警察と地域との連携活動について「し

らない」と回答している。軍警察活動について、サンパウロ市では「知ってい

る」の答えた回答者の割合が最も高く、一方で地方都市では「知らない」割合

のほうが高かった。 

  

 

軍警察活動に対する認知度 

 

 合計 サンパウロ市 地方都市 

標本数 （800） 

％ 

（640） 

％ 

（160） 

％ 

 知っている 28 31 18 

 知らない 71 68 82 

 

 

「知らない」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

        ％ 

 スザノ市／サンジョゼ・ドス・カンポス市－居住者 93 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ区    85 

 サンジョゼ・ドス・カンポス市（アウト・ダ・ポンテ） 84 

 ペルス区／ジャルジン・ブリタニア    83 

 ヴィラ・ダス・メルセス区     81 

 ロータリー       81 
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軍警察の活動への参加 

 

 

軍警察による地域活動を知っている回答者のなかで、１０名中約４名の割合で

活動に参加したことがないと回答している。 

 

また、様々なイベントに参加したと答えた回答者の中でも、参加状況には違い

が見られる。１０名中約４名の割合で、子供の日のイベントに通っていると回

答した。それに続いて、貧困者ための衣服のキャンペーンや広場で行う映画や

劇に参加しているという回答があげられる。 

 

地方都市では１１名だけが何らかのイベントに参加したことがあると回答した。

その標本数の少なさから以下の表での地方都市の回答の比率を省略した。 

 

 

警察活動の参加について 

 

合計 サンパウロ市 

標本数 （127）

％ 

（116） 

％ 

 子供の日のイベント 38 41 

 広場での映画 28 29 

 広場での劇 28 29 

 貧困者のための衣服のキャンペーン

に協力 
28 27 

 予防注射のキャンペーンに協力 23 22 

 教育機関との連携活動

（PROERD/JCC） 
15 12 

 市民権に関連した活動 15 14 

 母の日のイベント 14 16 

 平和のためのイベントのマラソンや

ウォーキング 
13 13 

 Conseg との連携活動 12 12 

 クリスマスのイベント 12 12 

 イースターのイベント 12 12 

 犯罪被害者に対する援助サービス 9 9 

 宗教団体との連携活動 7 8 

 弁護士への相談サービス 6 7 

 生命及び平和にかかわる協定 6 4 

 非政府組織（NGO）との連携活動 2 3 
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軍警察への協力 

 

 

全回答者で１０名中約６名の割合では地域治安について、軍警察に「協力して

ない」と回答している。 

 

その回答の比率はサンパウロ市では同様であるが、地方都市では約半数が軍警

察に協力しことがあると回答した。 

 

軍警察への協力 

 

 合計 サンパウロ市 各地方 

標本数 （800） 

％ 

（640） 

％ 

（160） 

％ 

協力したことがある 38 35 51 

協力してない 62 65 49 

 

 

軍警察に「協力してない」と答えた割合が高いのは、以下の回答者である。 

        ％ 

 ヴィラ・ダス・メルセス区   76 

 ペルス区／ジャルジン・ブリタニア  76 

 １６～２４歳     75 

 ノッサセニョラ・ド・カルモ区  70 

 

 

軍警察へ協力してない主な理由 

 

 （497）

％ 

犯罪や事故に遭遇したことがない 33 

どのように協力するかわからない 27 

一度も警察に協力や援助する必要がなか

った 

11 

 

 

その他の理由 

 

 協力しない理由について 

８％  参加をするための時間がない 

６％ 
 警察を信用しない 

 参加する機会がない 

３％ 
 仕返しが怖い－見て見ないふりを

する 
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 個人的興味がない 

２％ 

 権力があるから、協力必要ないと

考える 

 地域の問題に関らない 

 警察の義務だから 

１％  要請しても対応しない 
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OPP XXX/ 07 – SÃO PAULO-SP – XXX ENTREVISTAS 2

 
アプローチ: 
我々はあなたが（住んでいる・仕事をしている・通行する）サンパウロ市又は当地域の様子について調査

を行っておりますのでご意見をお聞きしたいしたいと思います。最高 15 分間かかりますので、ご協力お

願いしたいと思います。 
 
P01) あなたは当地区の治安をどのように評価しますか？あなたはここの治安について、どういいますか: 

(１－５を読み上げ、一項目を選んで下さい)  
 

1(   ) とても良い、 3(   ) ほぼ良い、     5(   )とても悪い 
2(   ) 良い、 4(   ) 悪い        9(   ) わからない/ 意見無し  

 
P02) 警察活動を考えると。あなたは当地区の警察活動をどのように評価しますか？あなたはここの警察活

動について、どういいますか: (１－５を読み上げ、一項目を選ぶ) 
 
 1(   ) とても良い, 3(   ) ほぼ良い,  5(   )とても悪い 
 2(   ) 良い, 4(   ) 悪い   9(   ) わからない/ 意見無し P04 からお答え下さい 
 
###  P02 で１－５の中から答えを選んだ方へ ### 
P03) どういう理由であなたはこの地区の警察活動を評価していますか。(上記の答えを述べる) その他の

理由。（自発的・種々の答え / あいまいな答は受けない。） 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
    999(   )  わからない / 意見無し         
 
### 全員へ ### 
P04) 全体的にあなたはこの最終 2 年間当地区の治安は改良した、悪化した、変わっていない。（一項目を

選ぶ） 
改良“大いに又は少し? ” 

 
 1(   ) とても改良した 3(   ) 少し悪化した 5(   )変わらない 
 2(   ) ほぼ改良した  4(   ) 非常に悪化した 9(   ) わからない / 意見無し  
 
P05) あなたは全体的にこの最終 2 年間当地区の警察活動は改良した、悪化した、変わっていない。（一項

目を選ぶ） 
 

改良“大いに又は少し? ” 
 
 1(   ) とても改良した 3(   ) 少し悪化した 5(   )変わらない 
 2(   ) ほぼ改良した  4(   ) とても悪化した 9(   ) わからない / 意見無し 
 
P06) 私が述べる一つ一つの機関をあなたはどう評価しますか: あなたはどういいますか（下記の項目を

読み上げる）はとても良い、良い、ほぼ良い、悪い、非常に悪いです。（コードを記入しロテーシ
ョンをする）   

 コード: 1 – とても良い  3 – ほぼ良い 5 –とても悪い 
  2 – 良い 4 – 悪い 8 – 知らない 
    9 – わからない/ 意見無し  
 |____| 軍警察 
 |____| 文民警察 
 |____| 市警察 
 
P07) 当地区にて出歩く場合の治安感覚についてはどういいますか: (1－4 を読み上げる、一項目を選ぶ) 
 
 1(   ) とても安全    3(   ) 少し安全 
 2(   ) 安全  4(   ) 安全ではない 
      9(   ) わからない/ 意見無し 
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OPP XXX/ 07 – SÃO PAULO-SP – XXX ENTREVISTAS 3

### 全員 ### 
P08) 当地区には交番という軍警察拠点が配置されています。当交番が存在していることはご存知ですか或

いはご存知ないですか。（はいの答えの場合）あなたはよくご存知ですか、ほぼ知っていますかあ
るいはただ聞いたことがありますか。（一項目を選ぶ） 

 
 1(   ) よく知っています ---------------------------------------|  
 2(   ) ほぼ知っています     | P.10 をお答えください 
 3(   ) 聞いたことがあります---------------------------------| 
 
 4(   ) 知らない  P09 を答えください 
 
### 交番知らない方へ (P08 でコード４番選んだ方へ) ### 
P09) 軍警察は当地区に住民の応対をする拠点を設置している。（交番の所持地を述べる）あなたは交番の

ことについてご存知でしたかあるいは初めて聞きましたか。（一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) 知っていました 
 2(   ) 知らなかった 
 9(   ) わからない/ 意見無し 
 
 
 
 
 
 
 
P10) あなたは交番が設置されてどれぐらい経ったかご存知ですか？（任意・一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) 1 年以下 5(   ) 約４年間 
 2(   ) 約 1 年間 6(   ) 約５年間 
 3(   ) 約 2 年間 7(   ) 5 年以上 
 4(   ) 約３年間 9(   )わからない/ 意見無し 
 
P11) 全体的にあなたは当地区の交番活動をどう評価しますか。（一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) とても良い, 3(   ) ほぼ良い  5(   ) とても悪い  
 2(   ) 良い 4(   ) 悪い    9(   ) わからない/ 意見無し  P.13 から答えください 
 
### P11 のコード１－５と答えた方 ### 
 
P12) どういう理由であなたは当地区の交番活動を評価していますか。（上記の答えを述べる）他に理由は

ありますか？(任意・種々の答え / あいまいな答は受けないで下さい) 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
    999(   ) わからない/ 意見無し 
 
P13) 2 年前に軍警察は当交番の活動のスタイルを変えました。その変更についてお気づきになりました

か？（一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) 変更に気がついた  P14 を答えて、P17 から答えて下さい。  
 
 2(   ) 変更に気づきませんでした    ----------| P.15 から 
 9(   ) わからない/ 意見無し--------------------| お答えください 
 

交番のことについてご存知無い方は絶対収入の質問は止めて下さい。 
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### 変更に気がついた方（P13 のコード１を答えた方） # 
P14) どういった変更だったのでしょうか？その他の変更はありますか? (任意・種々の答え下記項目に記

載していない場合は空白に書き込み下さい) 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
 |___|___|___|_______________________________________________________________________ 
 
     
 001(   ) 定期的に自宅訪問が行われるようになった。 
 002(   ) 住民登録を行う・住民の情報を依頼する 
 003(   ) 地域にて警ら活動・徒歩警らが増えた 
 004(   ) 地域にて警ら活動・パトカー警らが増えた 
 005(   ) 強盗・窃盗の被害者補助を常に行うようになった 
 006(   ) 事故被害者補助を常に行うようになった。 
 007(   ) 犯罪被害者補助を常に行うようになった。 
 008(   ) 住民のことについて感心を示しているようです。 
 999(   ) わからない/ 意見無し 
 
### 変更について気がつかなかった方 （P13 にてコード１か９番を選んだ方） ### 
P15) 2 年前に軍警察は住民との接近とその統合過程推進が見られるようになりました。あなたはそのこと

について知っていましたか。（一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) 知っていました  P.16 をお答え下さい 
 2(   ) 知りませんでした-------------- ----------------| P.17 から  
 9(   ) わからない/ 意見無し-------------------------------| お答え下さい 
 
### 知らされた方（P.15 のコード１番を答えられた方）### 
P16) 詳細な過程をあげますので各件につき知っていましたかを教えて下さい。（各項目をロテーションを

しながら一致するコードを記入して下さい）  
  
 コード: 1 – 知っていました   

2 – 知りませんでした 
9 – わからない/ 意見無し 

 
 |____|  定期的に自宅訪問が行われるようになった。 
 |____|  住民登録を行う・住民の情報を依頼する 
 |____|  地域にて警ら活動・徒歩警らが増えた  
 |____|  地域にて警ら活動・パトカー警らが増えた 
 |____|  強盗・窃盗の被害者補助を常に行うようになった 
 |____|  事故被害者補助を常に行うようになった。 
 |____|  犯罪被害者補助を常に行うようになった。 
 |____|  住民のことについて感心を示しているようです。  
 |____|  わからない/ 意見無し 
 
 
### 交番をご存知な方（P08 にコード１から３番を答えられた方あるいは P09 にコード 1 番を答えた方）

### 
P17) 当地区での交番活動上におきまして、あなたは警察官に対しての信頼は高まりましたか、信頼は薄く

なりましたかあるいは変更無しだと思いますか。（一項目を選ぶ） 
 
 1(   )信頼は高まった  3(   ) 変更無し 
 2(   ) 信頼は薄くなった  9(   ) わからない/ 意見無し  
P18) 当地区での交番の活動上におきまして、警察官とは緊密な関係になりましたか、離れた感じがします

か、あるいは変更は感じませんでしたか。（一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) 親密に感じます    3(   ) 変更無し 
 2(   ) 離れた感じがします  9(   ) わからない/ 意見無し 
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*** カード１ *** 
P19)当地区の交番について下記の項目に賛成するかしないかをお答えください。(各項目を読みあげ、相手

の回答を待ち、その後には賛成の度合の補足質問を行って下さい) – ロテーション式に行って下さい)  
 コード:  1 – 全く賛成する  
  2 – 一部賛成する   
  3 – 全く賛成しない 
  4 – 一部賛成しない  
  9 – わからない/ 意見無し  
 
 |____| 地域警察官は住民からの呼び出しを迅速に対応する。  
 |____| 地域警察官は住民からの救急な呼び出しを迅速に対応する。  
 |____| 地域警察官は犯罪被害者への助力をする 
 |____| 地域警察官の存在により、当地区の平穏が守られています。 
 |____| 地域警察官は遺失の場合に能率的な対応をする。 
 |____| 地域警察官は交通事故の被害者に有能な対応をする。 
 |____| 地域警察官は窃盗や強盗事件の被害者補助をする。 

|____| 地域警察官は当地区の住民に職務質問を親切に行います。 
 |____| 地域警察官は案内・情報を求められる場合は適切な対応をします 
 
*** カード２*** 
P20) 地位警察官の活動により、当地区の治安に影響があったと思いますか。 (肯定の場合)あなたはどうい

いますか（一項目を選ぶ） 
 
 1(   ) とても大きな影響   4(   ) とても小さな影響 
 2(   ) 大きな影響      5(   ) 治安に影響はなかった 
 3(   ) 小さな影響      9(   ) わからない/ 意見無し 
 
P21) 交番の活動により、ご自宅ではどなたか警察官について意見が変わったと思いますか。(肯定の場合) 

この変更に対してあなたはどういいますか： (１－３番を読みあげ、一項目を選ぶ。) 
 
 1(   ) よりよくなった 3(   ) 意見は無変更 
 2(   ) 更に悪くなった 9(   ) わからない/ 意見無し 
 
P22) 交番の活動により、当地域の住民は警察官に対して意見が変わったことに気がつきましたか。(肯定

の場合) この意見変更に対してあなたはどういいますか：（１－３番を読みあげ、一項目を選ぶ。) 
 
 1(   ) よりよくなった 3(   ) 意見は無変更 
 2(   ) 更に悪くなった 9(   ) わからない/ 意見無し 
   
P23)あなたは 交番で活動をしている警察官のことについてどういいますか：(１－４番を読みあげ、一項

目を選ぶ)  
 
 1(   ) よく知っていて、何人かの名前まで知っている。 
 2(   ) 知り合いで認知しますが、名前は知りません 
 3(   ) だいたい知っていますが顔だけ知っています。 
 4(   ) 当交番の警察官は知らないです。 
 9(   ) わからない/ 意見無し 
 
P24) ご家族のどなたか交番が提供する助力が必要な時はありましたか。（一項目を選ぶ）  
 
 1(   ) はい  と答えがあった場合 P.25 へ  
 2(   ) いいえ ---------------------------------| と答えがあった場合 P.28 へ 
 9(   ) 意見無し---------------------------------| 
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### 警察官の助力が必要だった方のみ（P24 の１項目を答えた方）### 
P25) あなたあるいはご家族はどういう助力が必要でしたか。その他の助力。(任意・種々の答え・下記項

目に記載していない場合は空白に書き込み下さい) 
  
 |___|___|___|________________________________________________________________________  
 |___|___|___|________________________________________________________________________  
 |___|___|___|________________________________________________________________________  
 001(   ) 情報を得た 
 002(   ) 遺失・拾得 
 003(   ) 事故・事件にあった 
 004(   ) 交番の設備を利用した（トイレ・電話） 
 005(   ) 自分・他人が調子悪くなって補助を求めた 
 006(   ) 通報をした 
 007(   ) 軍警事件届出書類をした 
 999(   ) わからない/ 意見無し 
 
### 警察官の助力が必要だった方のみ（P24 の１項目を答えた方）### 
P26) 交番での対応は（１－５番を読みあげ、一項目を選ぶ。） 
 
 1(   ) とても良い 3(   ) ほぼ良い 5(   )とても悪い 
 2(   ) 良い 4(   ) 悪い 9(   ) わからない/ 意見無し  
 
###警察官の助力が必要だった方のみ（P24 の１項目を答えた方）### （P２６と全く同じ質問） 
P27) 交番での対応は（１－５番を読みあげ、一項目を選んで下さい。） 
 1(   ) とても良い, 3(   ) ほぼ良い 5(   )とても悪い 
 2(   ) 良い 4(   ) 悪い 9(   ) わからない/ 意見無し  
 
P28) 当交番の警察官からのご自宅の訪問はありましたか。（一項目を選んで下さい。)  
 
 1(   ) はい  P29 からお答え下さい  
 
 2(   ) いいえ -------------------------------------| P.36 からお答え下さい  
 9(   ) わからない/ 意見無し ----------------- |  
 
### 交番の警察官からの訪問をうけられた方 （P28の１項目を答えた方）### 
P29) 何回ぐらい交番の警察官からの訪問がありましたか。 (一項目を選んで下さい － 回数を記入して

下さい－一度もなかったという答えは受けないで下さい)  
 

|___|___| 回  99(   ) わからない/ 意見無し 
 

### 交番の警察官からの訪問を受けられた方 （P28の１項目を答えた方）### 
*** カード４ *** 
P30)警察官のご自宅訪問について、いかがでしたか。（1－5番を読み上げ、１項目を選ぶ） 
 

1(   ) とても良かった 4(   ) 悪かった  
2(   ) 良かった 5(   ) とても悪かった 
3(   ) 良くも無い悪くも無い 9(   ) わからない/ 意見無し 

 
###交番の警察官からの訪問をうけられた方 （P28の１項目を答えた方）### 
P31)警察官の訪問時はご自宅の居住者のことについて情報依頼はありましたか。（一項目を選ぶ。)  
 
 1(   ) はい、情報依頼がありました   
 2(   ) いいえ、情報依頼はありませんでした  
 9(   ) わからない/ 意見無し   
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###交番の警察官からの訪問をうけられた方 （P28の１項目を答えた方）### 
P32) 訪問時には警察官の活動のことについて説明がありましたか。（一項目を選ぶ)  
  1(   ) はい、説明を受けました   
  2(   ) いいえ、説明を受けませんでした 
 9(   ) わからない/ 意見無し   
 
###交番の警察官からの訪問をうけられた方 （P28の１項目を答えた方）### 
P35) 警察官は交番の活動についての説明書類を届けましたか。交番の電話番号をお知らせしましたか。

（一項目を選ぶ。)  
  
 1(   ) はい、説明書類や電話番号引き受けました 
 2(   ) はい、説明書類のみ引き受けました 
 3(   ) はい、電話番号のみ引き受けました   
 4(   ) 説明書類も電話番号も引き受けませんでした 
 9(   ) わからない/ 意見無し 
 
### 全員へ### 
P36) 当交番の警察官を受けた隣人はご存知ですか。（一項目を選ぶ。)  
  
 1(   ) はい  P.37 からお答え下さい 
 
 2(   ) いいえ--------------------------------------- | 収入に対しての質問をお答え下さい  
 
### 警察官から訪問を受けた隣人をご存知の方 （P36の１項目を答えた方）### 
P37) 隣人から警察官に訪問されたという話を聞きましたか。（肯定の場合）その話を聞いてその訪問の評

価はいかがでしたか。(１－５番を読み上げ、一項目を選ぶ) 
 
 1(   ) とても良い 3(   ) ほぼ良い, 5(   )とても悪い  
 2(   ) 良い 4(   ) 悪い 9(   ) わからない/ 意見無し  
 
*** 収入カード*** 
REND1) 先月の個人収入層はどのあたりですか。（一項目を選ぶ。第一縦列に記入してください） 
 
*** 収入カード*** 
REND2) 先月の居住者の総合収入（あなたの収入も含めて）(一項目を選ぶ。第二縦列に記入して下さい) 
 
 個人収入 家族収入 
 
1(   ) ２０倍以上最低給料         1(   ) ２０倍以上最低給料 
2(   ) １０－２０倍最低給料        2(   ) １０－２０倍最低給料 
3(   ) ５－１０倍最低給料   3(   ) ５－１０倍最低給料 
4(   ) ２－５倍最低給料 4(   ) ２－５倍最低給料 
5(   ) １－２倍最低給料 5(   ) １－２倍最低給料 
6(   ) 最低給料まで 6(   ) 最低給料まで 
8(   ) 独自の収入無し 
9(   )意見無し 9(   ) 意見無し 
 
 

管内記入欄: 
 
 
 
質問番号 
 
コード 

コード. 1 コード. 2 コード 3 コード. 4 コード. 5 コード. 6 コード 7 
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サンパウロ州外での地域警察活動関連セミナー等出席実績 
 

2005 年度  

 マットグロッソ州、サンタカタリーナ州、マットグロッソスル州での地域警

察セミナー（長期専門家） 

 コロンビアでの国際地域警察セミナー（サンパウロ州軍警察 C/P） 

 グアテマラでの国際地域警察セミナー（サンパウロ州軍警察 C/P） 

 グアテマラ、ホンジュラス、エルサルバドルの治安担当者のサンパウロ州軍

警察訪問 

 

2006 年度 

 エルサルバドルでの国際地域警察セミナー（サンパウロ州軍警察から 3 名、

長期専門家出席） 

 

2007 年度 

 中米地域国際地域警察セミナー(ホンジュラス)出席（長期専門家） 

 リオ・デ・ジャネイロ州地域警察ムルチプルカドール養成コース出席（サン

パウロ州軍警察官 2 名、長期専門家） 

 JBPP（日本ブラジルパートナーシッププログラム）国際地域警察セミナー（サ

ンパウロ）（エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア、ホンジュラスの治安

対策関係者が参加） 
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派遣専門家および活動項目一覧 
 

氏名 派遣期間 指導項目 
徳田 秀輝 2005 年 1 月 6 日～2006 年 7

月 6 日 
地域警察活動全般（パイロット

BCS 指導、州軍警察本部方針作

成等への助言） 
石井 孝 2006 年 9 月 16 日～2008 年 3

月 9 日（予定） 
地域警察活動全般（パイロット

BCS 指導、州軍警察本部方針作

成等への助言） 
市村 和彦 2006 年 1 月 6 日～2 月 5 日 

(1M/M） 
モデルサイト選定、州軍警察幹

部向けセミナーの実施 
出宮 良平 2006 年 3 月 14 日～4 月 3 日 

（0.73M/M） 
パイロット交番モニタリング

及び指導、州軍警察発出「作戦

マトリクス」分析検討 
平塚 雅康 2007 年 2 月 14 日～3 月 11 日

(0.87M/M) 
 
 

パイロット BCS 訪問指導、勤

務員対象のセミナー実施、住民

対象地域警察セミナー実施、

BCS 運用改善に向けての提言 
太田 昌志 2007 年 8 月 8 日～8 月 29 日 

(0.73M/M) 
 
 

パイロットBCSモニタリング、

大隊、中隊視察、士官学校・下

士官、軍曹教育センター、兵士

教育センターでの集中講義、帰

国研修員フォローアップセミ

ナー実施 
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カウンターパート一覧 

 
 氏名 

1 サンパウロ州軍警察大佐  Ailton Araújo Brandão (プロジェクト・マネージャー)

2 サンパウロ州軍警察大佐  José Roberto Martins Marques (前プロジェクト・マネー

ジャー) 

3 サンパウロ州軍警察大佐   Antonio Carlos Rodrigues (前プロジェクト・マネージャ

ー) 

4 サンパウロ州軍警察中佐  Luiz de Castro Júnior 

5 サンパウロ州軍警察少佐   Jackson Justus 

6 サンパウロ州軍警察大尉   Robinson Cobral de Oliveila 

7 サンパウロ州軍警察大尉   Soraya Correa Alvarez 

8 サンパウロ州軍警察中尉  Emerson Massera Ribeiro 

9 サンパウロ州軍警察中尉  Ricardo Souza Barreto 
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